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大正時代の住宅改良と居間中心形住宅様式の成立

　木　村　徳　国
（flG禾［133益F三2月28　FE受理）

Ueber　die　Wohnhausverbesserung　der　Taish5－Zeit　und

　　　　　Entstehung　des　Zentralwohnraum－Hausstils

Niorikuni　KIMuRA

Abriss

　　　Der　Plan　des　Zentralwohnraum－E［ausstils　hat，　wie　der　Name　zeigt，　als　Zentrum　den

Wohnraum　fuers　glueckliche　Zusammensitzen　der　Familie　und　rings　um　ihn　Schlaf－und

andere　Zimmer．　Der　Hausg．　til　dieser　europaeischen　Art　entstand　um　das　11．　Jahr　Taish6

（1922）　nach　der　Wohnhausverbesserungsbewegung　der　einigen　Jahre．

　　　Die　Wohnhausverbesserung　der　Taish6－Zeit　hat　einen　E　ehr　starken　Charakter　der

Reform　des　Familienlebens　im　Vergleich　mit　der　Meiji－zeit，　der　hauptsaechlich　nur

Wohnhausverbesserung　zum　Zeit　hat．　Und　das　Grundmotiv　dieser　Veraenderung　des　Stils

bestand　in　der　sittliche且Entwicklung　des　Fa血ilienlebens，　das　heisst　im　Selbstaendigwerden

der　’Endividuen　und　in　der　Verbesserung　der　Lebensverhaeltnisse　der　Hausfrau　und

Kinder．　Und　dies　stand　im　engen　Zusammenhang　mit　der　Zentralisierung　des　Wohnraums

und　der　Festsetzung　des　Eigenzimmers．

　　　Wir　koennen　diese　Behauptung　in　dem　“Wohnhausverbesserungsplan”　des　“Seikatsu－

Kaizen－Vereins”　（im　9．　Jahr　Taish〈一／））　finden，　und　den　Wohnhausstil　in　der　VSrohnhaus－

Ausstellung　firiden，　die　bei　der　“rl”okytt｝一Ausstellung　fuer　Friedensfest”　im　11．　Jahr　Taish6

stattfand．

　　　Und　wenn　dieser　Hausg．　ti｝　eigentlich　auch　von　der　europaeischen　Herkunft　ist，　so

liegt　doch　der　Grund　der　Einfuehrung　dieses　Stils　in　der　oben　erwaehnten　Entwicklung

unseres　Familienlebens．　Deshalb　beabsichtige　ich　in　diesem　Aufsatz，　diesen　Stil　als　eine

Entwicklungsstufe　unserer　Wohnhausgeschichte　aufzufassen．

は　しがき

　　　靖箕鯨乏は，　r整章に．i丞べた方享去1論セこしたカミい，　倉言章　「1自派｝1｝寺f鴛の呼づ荒住宅改良、とヰ・原琴下ヲ．疹住宅

様式の成立」の後を受けて，わがi調近代における第2の住宅改良期たる大正時代，特にその中

1，C形成されるところの居問中心形住宅様式の成立を，鷹史的な立場から追い求めたものである。

時間的に．はおよそ大正4年から圓じく11年までを取扱っている。

　　　　この期問は，糊肺中流住宅改ttの！：攣澗であるばかりではなく，第2節に概観するように，

わが国近代史中，都布の問題およびこれに関連して，住宅の社会化の動きが極立っていた。本



46　　　　　　　　　　　　　　　　　　木　村　徳　騒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2’

章ではしかし，この側面についてはごく簡単な輪郭を明らかにしているに過ぎない。これは筆

者の主目的がもともと居閥中心形住宅様式の成立を遼うことにあったからで，また「住宅の社

会化」をとり上げるためセこは，本章を含む筆者の「El本近代都市倥宅様式の史的成立に，関する

研究」とは異なった方法を必要とするように考えたからである。そして機会を更めて臨みたい・

と考える。また本章では居間中心形住宅様式の成立までを取扱い，この住宅様式のその後の展

開ないし史的位置については，中廊下形住宅様式のそれと共に，次章で取上げる予定である。

　　居間中心形住宅様式，特にその生活思想的位置は，現代のわが国生活思想の問題に重くか

らみあっている。このことは本章を記述しながら筆者の念頭を去らなかったが，これも次章に

まわすことにして，省略した。

　　なお，小稿の史料としては「建築雑誌」「建築と鮭会」「住宅」等の月刊誌，および当時の

住宅関係単行書30種程を参照したが，東京大学所蔵のものが大半である。　厚く謝意を表した：

いと思う。そして筆者の現在の位置によって，資料の所在を知りながら直接当れなかったもの

も多く，史料の博捜に欠けるであろうことを何よりも恐れる。が，四時に．，筆者の対象は個々

の事実であるより時代と住宅様式の成立であった。その限りでは大過のなかろうことを期して，

自らの慰としたい。

第1節　居間申心形住宅平面

第2節　大正時代住宅改良の輪廓

国
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第1節　居間申心形住宅平面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居間中心形住宅

　　序章に述べた：ように，住宅様式は単に住宅平面形式の類似に根拠してではなく，往宅観＝

生活思想の類形から理解されなくてはならぬ。そしてこの類形こそ，住宅平而の類似を生み出

すものであった。しかしそれゆえにこそ，住宅平而の類似から，住宅様式そのものをも論じ得

るのである。

　　本章で筆者は，居問中心形住宅様式の成立を取り扱いた：いと思う。そのために．は，この住

宅様式を支え為住宅平晒を先ず明らかにして概かなくてはならない。
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　　第2次大戦前の居間中心形住宅は，中廊下形の場合とは異なって，すべて字義通り，居問

を平面の中心に置いている。そして中廊下形平面が，明治以後のわが国社会のうちで，　「自然

に生まれた」傾向を強く見せているのに比べると，この平面は明らかに新しい技術的・思想的

根拠の上にわが国の住生活を改善しようとする意欲から，欧米小住宅を模範として「作り上げ

られた」ということができるのである。それゆえ第2次大戦前では，居間のイス座方式や，家

屋内外の建築様式等を理由に，　「西洋舗」とか「洋風住宅」などと呼びならわされてきた。

　　この呼び名にもうかがわれるように，一般も建築家さえも，中廊下形住宅を在来和風住宅

の延長として何の不思議もなく受け入れていたのに反し，この形式は飽くまで，外来形式とし

ての特殊性を注意されて来たので，この形式の普及には「（一段とレベルの高い）洋風の生活を

営む」といった様式志向が強く働らいていたことを忘れ得ないし，またそれ故に，中廊下形に

比較すれば実数は遙かに少ないことが想像できるのである。

　　しかし，原形が欧米住宅にあるにせよ，わが国社会のちうで，現実に一つの住宅形と見得

る程普及する為には，多くの点で，日本化されなくてはならなかった。逆にわれわれはその日

本化された諸点からも，論理としては形式的であるが，これが欧米のすまいではなく，わが国

の都市住宅の歴史のT，T，Tのものであることを知り得るのである。

　　それゆえ，この住宅形式の場合でも，居間を中心に置くものすべてがこの様式に属すると

するのではな：い。イス塵の面面を中心とするものに．も，欧米住宅そのままのものは数多く存在

している。そして，ここに居問中心形住宅と呼ぶものは，現実にまた文献上に，大正末期から

第2次大戦前に無数に見られるところの，次のような口本化された諸点を有するものを指して

いるのである。

　　a）30坪程度の小住宅であるにも拘わらず，独立した接客空間を，多くは応接室兼書斎と

　　　　して有している。

　　b）独立した玄関払を有し，脱靴上屋される。

　　c）特に寝室は雨宿ミ敷となって連続する例が多く見られる。

　　d）多くは2坪以下のタタミ敷の女中室を有している。

　　この住宅形の規模1’cついては，資料の絶対的不足から統計的に述べることは殆んど意味が

ないであろう。しかしながら，筆者の見ることを得た殆んど無数の実例・文献例から云えば，

規模のひろがりは中廊下形に比1炭して極めて狭く，　T／，s流住宅としては室数にして4～6蓋位，

坪数にして30～50坪程度に集中しており，特に20坪以下の小規模のものは殆んどない。序章

に掲げた昭和16年統計でいえば，持屋のピークか，その梢々⊥の辺に位置することが，推測

されるのである。その理由は，後に触れるように，結論的には家具・設備までを含めての住宅

建築費の大いさによるのであり，　「西洋風」というものが明治以来数十年間の浸透にかかわら

ず，やはり一．部少数の知識階級の住宅としての限定，を愛けていた点も忘れ得ないであろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的平而例

　　さて，具休的な平面例として，ここに「朝日住宅図案集」ω躍和4年拗および岡潤会懸賞図

案集「5蜜以内の漸住宅設計」紹和7年・剛からとった3図を掲げる1）。

　　この二つの図集は，後に．更めて触れるが，昭和初期の住宅競技設計図案集として，極めて

興昧深い史的桐貌を示づ乏共に，朝；三噺聞また｛司潤会という儒潔し咽べき大きな背崇のもとに，

審査員も精撰され，版も重ねて，当時の標準的図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押入案集と遇せられるものである2）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・便所．0
　　第1図は寝室1室（および女中室）を和風ユカ　　　　　　　　　　　　　　～＿ttt

座・し・その前脚藺す・以外貯纏築□摺 t量 D卿・；コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨　　　　　　　　　　　1応接霧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押　　．～　　　　　　　　　；　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　l　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腱　　鯛　 …予供劇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…．臨富一一－一　ヴェランダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　居閲中心形平面例一1
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1）第1園「朝E｛住宅図案集」昭和4年ii蝿日薪聞社刊，第ユ5暦，　P　78．

　第2図「新住宅設計」昭和7年朝El新聞社刊，　C一・1号，　p　34．

　第3図「新｛溢宅1設言一ト」昭禾07塗F…尋勇日新蓬冒表ヒ1：琶，F2母，　p　86．

2）　「粥環住宅図案集」審査員　　　　　　　　　　　　　朝日新闘社祉会部長　鈴本文π珂郎氏

　　競技顧問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　計画部擾　成沢金兵衛氏
　狸築士・工学士　　　　申条精一一簑1‘氏

審査員
　東京美術学校教授工学鯨士

　　　　　　　　　　大沢三．之助氏
　建築士・工学士　　　　中　村　伝　治氏

　建築士・理学士・工学士

　　　　　　　　　　堀　越　三　郎灰

　建築士・工学士　　石本嘉久治氏
　朝日薪聞社取締役　　　村　山　長　挙氏

「新住宅設計」審査員

　　　　　　　　　　　堀　ri捨　iヨ氏
　内務省社会局技師　　　中　　村　　　寛氏

　東京帝国大学教授工学簿＝｛：

　　　　　　　　　　　内田祥三三氏
　　　　　　　　　　　山　本　拙　郎属
　東京女子高等師範学絞講師

　　　　　　　　　　松　平　友　子氏
　　　同　潤　会参事　　藤　田　円　一氏
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形式を主とし，その寝室をイス座洋風とすれば，戎立初期の居聞中，亡N形に酷似した形式で，原

形に．近いということができる（23π坪，坪当り125円の予算｝。

　　一方第3図は居聞中心形というより巾廊下形に近く，若し中央の大きなイス座の居問が

床・棚・縁側つきの和室であれば，むしろ中廊下形と称すべきかも知れない。この例では，独立

した：接客憲を持たぬが，相隣つた和室の奥の部屋は「座敷」とあって寝窺兼用の客問となって

いることを示し，且つ居回との問に通路がないので，玄関に近い寝室は通り抜けられねばなら

ず，この点では中廊下形より古めかしく不便である。審査員もこの欠点を指摘している（26坪

坪当り約80円の予鱒：）。

　　第2図は，両者の中間に位置し，1階をイス座洋風，2階をユカ座和風でまとめたもので，

2階建を利用した例である。しかし，平麗の場合でも，就寝部をユカ座和風昼聞の生活部を

イメ座洋風としたものは極めて普通に鍵、られる。それゆえ第3園1階の縁側を取り去れば，こ

れは旧聞中心形の一一つの典形とすることができるであろう（延34．4坪）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居悶中心形住宅Σ｝乙面の特徴

　　層闇中心形住宅平而は，上述のように，平面形式のみからみても，原形たる欧米小三宅に

極く近いものから，中廊下形に類するものまで，或程度の幅を持っているのだが，それらの共

通の特徴は箇条的に述べると，次のように纏めることができるであろう。

　　a）イス座の居間を平面の要におく。広さは3～5坪程度。　独立した接客室を有する場合

には，食堂兼用。接客室を持たぬ場合には，食堂を溺｝こ冶』することが多く，居回に接客の畿能

が含まれるのである。また南面にテレ　一一スを附けるものが多い。内装は洋風壁紙張ないし塗物

仕上。マントルピH一　■を備えるのもある。

また居間は中廊下に相当する部分を含んで通路的性格を有する。

　　b）接客室は25坪以上では大体独立しており，審斎兼用の性格は中廊下ヲ1多と変らぬ．　玄

関ホール・居問に連絡している。　室の規模は大体延坪の10％程度を中心とし居聞より梢々小

さい。内装は居聞に．準じ，マソトルピーースを備えるのもある。

　　c）寝室，初期には独立した洋風個室形式も多くみられるが，ユカ座和風へ帰る傾があり，

その場合には独立｛’ti1を失なって，主座敷・次の間形へ戻っていった。

　　d）中廊下形と同程度の規模でも，子供室の独立しtものが多く更、られる。これはこの形

式の一つの主要な特徴であるが，室形式が和風へ帰ると同時に個室としての独立性を失なって

行く傾向を見せる。

　　以上は居住部に．関してだが，附帯部としては

　　e）入ロはすべて洋風」e・　一一ル式で，在来の玄関の問を持たぬ。たとえ建築形式が和風でも

（たとえば入口扉が引違い・、引き分け等であっても）ホ・・ル式であって，中廊下形に比較すれば

稲4面積的に狭くなっている。しかし，ホールは空問的に独ゴZしている。
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また中廊下形で屡々見られた家族用の融1：i入に1は圓程度の焼増のものでも殆んどみられないこ

とを注恵＝した：い。

　　f）動線としての廊下は，主要部は居間に含まれるのが普通であるため，面積的には極く

狭く，外界に接しないのが普通である。が，第3図のごとく独立した・例もある。

　　9）女中窯は25坪程度以」二では常に設けられている。広さは1～！。5坪程慶で，1問～半

問の押入を持つ。すべてユカ座として良い。

　　h）便所・浴室は分離されているのが普通で，位躍も便所は玄関に近く，0．75坪程度。浴

蜜は爽まった：位讃にあり，脱衣・洗面部と煎んで，合わせて，1坪以上，2坪以下程慶である。

　　1）収納部分は，和室に1よ轡入が附けられるのが普通だが，主要部を洋室とする居間中心

形では，中廊下形に比較して，硝々少なくなっているよ5　1・こ考えられる。しかし，収納空間は

鰯々の例での差が大きく一一般的に整理することができない。

　　1）厨腸，すべて立式で20～30坪程慶の三二の場合には1．5～2坪，30～35坪では大体2

～2．5坪を示して，中廊下形（特に．大正年代の）に比較すると硝々狭くなっている。　これは，こ

の平揃の成立した大正末という年代が，都帯の設備を通じて可能にしたのである。と岡時に，

この形式は大郡市にお｛する住宅を鷺i指し，また大都丁1ゴにおいてのみ先ず．普及していったことに

依るのである。

　　V／（　」：のような各部を，平面の中央に屠聞を南醐させておき，その両側に接客室と寝室を配

し，北面して便所・浴室・厨房・女中窯を設けると，牌間中心形平温ができ上るのである。今，

薗掲朝環住宅二二集紹禾04年葡中の45例に灘ってみると，居倥部（高聞十寝室十二客室，但

し収納部を除く）の延坪に対する爾積率は，20～30坪で54．5％，30～35坪で51．3％を示し＝1），

葡程度の規模の中廊下形平爾に．比耳蒙すると，3・4％大きくなっているが，これは廊下面積が居

問に合まれるからで，潜柱率は三二二度と考えて爽いのである。

　　そしてこのことは，中廊下形から二階1中心形への発展が，単ぞこ技術的なものでないことを

すでに疇示しているとすることができよう。

　　　　　　　　　　　　　　第2節　大正時代猛宅改夏の輪郭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正期住宅改良の背景

　　明治初期わが国に．建築学が移植されて以来，住宅に．かかわる問題は，常に建築界一般の大

きな関心の的となってきたのだが，その間にはやはり時々の消長が見られる。そして第1の高

潮期として，住宅の問題が建築誌上に姿をあらわすのは，前章で述べたように臼歯戦役後，明

治30年前後から1…｝露1戦役後，　明治40年の頃に到る約10年閥程であって，ピークは尖鋭では

3＞佐野　匡「中廊下形・居間中心形住宅平面に関する研究一面積配分を中心として一」：昭和31年北大建

　　　　　　築学科卒業論文による。
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ないが，幅は長くかつ力強い。

　　この期間は，いわゆる中流佐宅については，和洋折衷の諸意見朔治31年頃〉にはじまり，

滋賀順列三等の佐俳論・座方式論（36年頃）を経て，中廊下の導入（41年）等が見られ，この高

潮期の結実として，大正初期に中廊下形住宅平面が具体的に成立するのである。

　　一方，この期間は，都市下層住宅の問題についても，一種の準備期であって，1・1・・期以後各

種の「長屋構造制限法令」が各都市で発布施行され，やがて，少しく形を変えるが，大正7・8

年の頃をピークとする者陣計画約・住宅問題的見地からの関心の素地が養われたのであった。

　　ついで第2の高潮期は，大正時代に入って，上掲都市問題等とかかわりつつ，前大戦後の

精神的・経済的澄む揺期に，きわだった高まりを見せる。そして，中流住宅改良についていえば，

第1期が「住宅改良篇家屋改喪」という姿を強く示すのに比べて，第2期のそれは「住宅改爽

＝生活改善」という傾向を明らかに示しており，この点に，時代の相違を明確に見とることが

できるのである。そして筆者は，この期の結実として，居闘中心形住宅様式を把握しようとす

るのである。

　　そしてこの場合，われわれの国前に大ぎく浮かび上ってくるのは，わが国近代思想史上に

おける大正時代の位躍である。居問中心形住宅様式の成立に，上から与えられる観念的な「生

活」の問題がいかに重くかかわるかは後に説く。われわれはまず，居問中心形成形に参与した

当時の知識人一もとより建築家を含めて一一が，　包まれ流されざるを得なかった大正期の

思想的潮流を，簡単にふりかえって見たい1）。

　　この時われわれは，明らかに二つの流れが流れていたことに気附くであろう。

　　一つは日露戦役後，各地に激増した労働争議を背景にした社会主義的思想である。大逆事

件糊治43年〉を境にして　「冬の時代」を迎えていたとはいえ，大正年代に入るや，策京市電の

大ストライキ欄治44年〉「陸軍のストライキ」に対する第1次護憲運動伏正元鋼また中期の

「米騒動」（大正7年）そしてこの時代の末には「．痔通選挙法」（大正14年）を成立させる民衆の力

を背景にして，下よりするデモクラシー思想が漸く昂まりつつあったのである。この時代の姿

を宮川透灰は次のように述べている。

　　世界資本主義はソヴェ｝社会主義革命（大正6年）を，　1瀬野資本主義は「米騒動」を転期と

して新しい危機の時代を迎えた。爾後，祉会主義老の戦列復帰，知識階層の急進化と棺まって，

デモクラシー一“運動における大衆運動の組織ならびに理論1よ次第に形成・展開せられるようにな

ユ）本項は特に

　　宮川　透「近代Ef本思想の構造」：昭和31年東京大学出版会刊．

　　山崎正一「近代日本思想通史」：昭和32年青木書店刊．

　　によっている。また白樺派については

　　本多秋五「『白樺』派の文学」：昭和29年講談社刊．

　　稲垣達郎「近代日本文学の風貌」：昭和32年未来社刊．

　等を参照されたい“
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つた。すなわち，大正8年4月には「只遠近の同族と纏かに相呼応して，互に励まし慰めつつ，

おもむろに時期を持つ」ことを余儀なくされていた堺利彦・山Jl【均等の社会主義者達が，ロシ

ア革命に学んで，マルクス主義の旗幟のもと、に，雑誌「社会主義1ヴ移ピ」を創刊し（より以前，

4年に堺利彦は雑誌「新老と会」を発行し・ていた〉漸く活薪獲な活動を開始するにいたったし，　ま

た「大阪朝臼新聞」紙土に大正5年に「貧乏物語」を，翌年には「穀会問題鶯＝見」を．連載し，

すでに社会の耳揖を集めつつあった河上肇も，大正8年1月に．いたり個人雑誌「部会問題研究」

を発刊，マルクス主義への傾斜を見せ，その発展と鷲及とに広汎な影響を及ぼすようになった。

更にまた，吉野作造の影響下IC「普選研究」から出発した学生団体「新入会」（東大）の動向が

示すように，青年知識層も次第にマルクス主義の影響下にたつにいたった。このような社会主

義運動の進展は，当然大衆組織に及んだ。　鮭会主義との対決，労資協調を旨として成立した

「友愛会」（元郊発足）も大正8年8月から「大日本労働総論敵友愛：会」と改称し，更に翌年に

は　「友愛会」の名を削り，全国労働者の中核的組、織となるにいたった。（（）内筆者）

　　そして大正11年には日本メニ隻産党が葬合法のうちに成立するのである。

　　このような第ユの流れは，もとより居罪｝沖心形の成立に直接関係があるわけではない。し

かし，後に貝しるように大正7・8年の頃は，画布と佐宅の問題が学会の大きな関心の的になる。

そしてここには，中流以下の住宅が特1こ問題となるのであるが，このような関心の背景には」二

述のような思想的潮流の存在したことを忘れることができないであろう。

　　そして当時の中流住宅改良により深くかかわったものは，もう一つの思想的流れである。

　　それは⊥述を下よりするデモクラシー思想、とすれば，これは上からのデモクラシー思想と

呼んで謡いであろう。これは普通明治時代の「啓蒙思想」に対比して，大正時代「文化主義」

思想とされている。同じく宮川域に従えば「第1次護憲運動にはじ1まるデモクラシー運動，更

に，第1次世界大戦への日本への参戦は，蜜代の論壇や文壇を中心として，知識階層の聞に，

．教養主義・文化主義・入道主義ともいうべき一連のヒューマニズム．運動を生んだ」のであっt。

　　ここに「教養主義」とは，直接・間接にケーベル博士の「入用」「生活態度」等を慕ってそ

の影響下｛こ形成された，雑誌「思潮」1，Cよる人々に代表される思想であり，阿部次郎（「三太郎の

1三儒配大正3年置，和辻哲郎（「古寺巡礼」大正8年，臼ヨ本古代文化」大正9年）氏等を中心・とする。

　　また「人道主義」とは当然「白樺派」によって代表される。われわれはここに，わが国で

はじめて，自己の存在を直接的かつ無媒介に入類の存撫に結びつけた，それゆえのヒューマニ

ズムと自己主張一脈性的存在の重視・尊重を見｛：il｛すであろう。

　　白樺派はまさに大正時代の文化概念を代表している。ここにそれらを詳しく見る暇はない

けれども，筆者は，白樺派に．特宿賃に詣ることができ，i司時に居間中心ヲri生活思想の成立に二深

くかかわった，三つの性格を強調しておかなくてはならぬ。
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　　その一つは一種の国際主義的性格である。白樺派においては，たとえば1ルス1イのヒュ

ーマニズムは，またロダン・ゴッホの芸術は，彼らが人問であり，我が入間である眼りにおい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カニスむボ　リダエズム
て他国のものではなかった，そしてこのような国際主義は「大正文化」の特徴的性格である。

欧米小住宅を祖形とする居問中心形の成立は，やはりかかる大正的コスモポリタニズムを除外

しては考えられぬであろう。

　　一つは要するに個人尊重のヒューマニズムである。それは当然，家庭内に反映しては，主

婦・子供の位置の向上につながるであろう。これこそ個室の確立の方向を通じて欧米小住宅に

結びつき，居閥中心形を成立せしめる最大の契機となった。

　　一一つは，たとえば個入尊重の仕方における「無媒介」に人類と自己とを密接させる如き観

念姓である。われわれは次節に当時の建築家の重弁改良論の多くを見るであろう。その時，た

とえば現実と「無媒介」に「ある可き」生活を追求するような，まさに観念的な追求態度に驚

くであろう。そしてこのような態度こそ，一面，後に住宅改良の場での思想主義から技術主義

への極端な転位（このことは第5節に説く）を示したような腰の弱さを含みつつも，他面，在来

和風住宅から欧米小住宅を祖形とする居開中心形への大きな飛躍を許した根拠と考えられるの

であって，ここにこそ大正時代の思想史的位置は，住宅史に脈うつているのである。

　　さて，建築プロパーの面では，　明治43年のいわゆる様式論争以後，一方では佐野博士ら

によって新建築構造たる鉄筋コンクリーート構造が理論と実際において着4と進められ，また板

硝子は大正に入って国内生産されるようになって，当時の新建築建築可能の技術的基礎条件は，

準備の一応を終えていたと見られるので，大正4年の野饗氏「建築非芸術論」の登場を，筆者

は，西欧．近代建築思想の反映としてより，むしろ蓑ll本構造学の準備期終結の表現として把え来

い。そして他方では，岡田信一郎氏のごとき建築評論家に．よってわが国に紹介されつつあった，

セセッション等の闘欧近代建築は，若く赴かれた（大正8年37才〉建築家・構造学老後藤慶二氏

らによって具体的に移植されようとしていた、そして氏らの心内には，大正期の知識人として，

建築家として，現実と真実が観念的・抽象的な形で霞目湿していたのであるfi）。　そしてこのよう

な観念上部構造が，新しい建築を求める欲求と合体して，過去明治期の建築に反簸する時，大

正4隼の雑誌上に「虚偽建築論争」3）となってあらわれたのであった。われわれは「虚偽的装

飾は欺偽的構造より非道徳」と叫ぶものが後藤氏と岡級の山崎静太郎氏陳大明治42年卒〉であ

り「実利あれぽ虚偽ではなレ・」とされるのが，氏らの教宮だつた中村達太郎博士であるのを知

る時，ここに明治・大正の建築思想の断礎の大きさを思わぬわけにはゆかぬ。そして9隼の分

離派宜書にもかかる志向は色濃く浸んでいるので，西欧では2・30尊前に過ごされていた建築

の倫理性¢要求がの，大戦の当時，漸く我が国で真実に悩まれていたのを知るのである。

2）稲垣栄三：「日本に於ける近代建築の遺産」建築文化No．100，昭和30年参照。

3）建築雑誌：大正4確No．345，347，5年No。349，354．

4）ギーデイオン：「空間，時間，建築」第4章参照．
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　　そして，住宅と生活とを直結して考えようとする大正期の改良運動も，やはりこの機運の

外にあるものではない。「生活の真実」を求めるところの，多分に観念的・抽象的な発想法に支

えられていたとはいえ，倫理的な要求が「生活」ないし「生存」にまで拡大されてこの時代の

佳宅改良のライ｝モティr一フとして響いていたのである。

大正期住宅改良の1轍台

　　さてこのような大正時代の世情のうちで，第2期中流住宅改良運動は漸く顕著となり，や

がて大戦直後1・こ極立つた高まりをみせるのである。もとよりかかる動きは一種の赴会的気運で

もあり，また前章にも触れたように中廊下形平面の成立も大正の3年の頃と考えられるので，

第1期改良運動と第2期のそれが全く断絶したものとすることは，かえって誤りであろう。

　　しかし「建築雑誌」　「建築世界」等，当時の文献に兇受けるところでは，明治末から大正

はじめにかけて一種の改良運動停滞期llfiがある。たとえば大正2年の「建築廻：界」8月号巻頭

に「往宅建築の改良について」があるが極めて概念的なものであり，またその年の本文中には，

住宅油魚そのものは問題になっていない。それは当時の「建築雑誌」上でも全く岡様である。

たとえば3年のそれには，前田松韻氏の講演「控家経営に．就いて」「，）が5i亘1に分戴されている以

外に，ほとんど住宅関係の論説・二十；曇を見ないであろう。蜜時の学会雑誌を飾る話繍己は「様式

論争」後，新しい世代の新しい建築に向う建築論議が主なのであって，大正3年には岡田信一郎

氏「新建築の意義」6），山崎静太郎氏「建築美私論」7）等，4年には野田俊彦氏「建築非芸術論」9）

また前掲「虚偽建築論争」等，いかにも大正らしい観念的，高踏的な，新しいタイプの発想法

に支えられた建築論を見出すばかりなのである。

　　しかし学界以外の一般を見るとこの年には国民新聞社主宰1こ．よる「家庭博覧会」が開かれ

ており，これに関連して脚＝H松韻氏は，実物に．よる住宅共進会また住宅の懸賞競技等の必要を

論じられた9）。　またこの年の9月に．は，澱知新聞主宰によりわが国はじめての住宅懸賞競扱：設

計が行わ’］，xl”　li，また5年には大阪輔「］舞訴聞の主宰で，岡じく懸賞競技に，より「台所1設計図案」

が求められており11），ごく身近なところがら，住宅改畏の運動が，墜1民・報知・朝FIB籍f融然，

社会一般を背景にする広報機関を論じて，推し進められはじめるのを見るのである。

　　つまり，わが国中流住宅改良第2期は，建築学会というわが国最高の建築指導層の主導と

いうよ1）　，当時の社会的気運を反映した下よりする盛り上りと見て艮いのである。そして，第

2期の開始は，敢えてその時間点が求められるならば，大正4年として良いであろう。

　5）前田松韻「住家経営に就いて」：建築雑誌，大正3年，No．325，326，327，328，329．

　6）閥田信一郎「新建築の意義」：建築雑誌，大正3年，No．331．

7）LLI崎静太郎「建築美私論」：建築雑誌，大正3年，　No．　334，335．

8）　野田俊彦「雄築非芸術論」：　建築雑誌，大正4年，No．346．

9）　建築朶1垂誌：　大正4年，No．344．

10）　　〃　　：大正5嫌，NQ．349．

11＞　　〃　　：大正5無，No．354．
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　　そして5年に．は，居間中心形の住宅観＝生活思想の鵠及に．大きな力を示した「住宅改良会」

が「あめりか屋」寸言ロ信助氏により発起され，機関紙「住宅」が発行される。その発会式は

6年2月，帝国ホテルを会場とし建築界および一般の名士百数十名参会という華やかなもので

あった12）。われわれはここに．おいて，はっきり第2期の踏み出されたことを知るのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その前期

　　当時わが国には建築雑誌以外に，主なる建築関係雑誌として「建築世界」　「建築画報」が

あったが，このような社会的気運を反映して，住宅（建築）関係の定期刊行誌の発刊は相継ぎ，

建築雑誌中の寄贈交／奥書目中からだけでも，4隼には「土地と家屡」，5年には「住宅」「住宅

建築」「建築之口本」，7年には「関藪建築協会雑誌」（「建築と社会」の前身〉，8年には「建築

評論」，9年には「新住宅」「平民建築」，10年には「住宅研究」「二｝二地と住宅」等々の刊行を見

出すことができる。

　　また，この時代の後半には索入向の住宅関係巣行書が相継いで｝二引阪され，明治期にはかか

るものが極めて少数であったことから推しても，当時の住宅建築ブームを推察することができ

る。それは筆者の手もとにあるもののみでも次のごとくである1：1）。

発行年

大正2年
〃　4年

〃　5年

〃　7年

〃　8年

〃　9年

〃　10年

〃　ユ1年

〃　12年

　著者名

三．　橋　9RI　郎

建築世界編
佐藤功一編

鎌　ilH　賢　三

近　間　佐　吉

納　谷　松　蔵

西　村　伊　作

納　谷　松　蔵

駿果野天｝

霧楚塞奨｝

近　間　佐　吉

西　村　伊　作

浦田竹次郎
蘇口。亀畢｝

保　岡　勝　也

片　岡　　安

　　　、、1：　　名

理想の家膣

住宅建築
報知懸賞・住家設計図案

1千円以下で幽来る理想
の家屋

模範臼本住宅

3千円以下で出来る趣味
の住宅

楽しき住家

経済本位の住宅

和洋住宅別荘建築法

禾口上住宅図説

貸家建築隊陳

田園小住家

家屋設計の仕方

交化的住宅の研究

最新住宅建築

都市と建築

　発行所

大倉　書　店

建築世界社
大倉　書　店

鈴木　書店

　　　／f

　　　1／

警醒社書店
鈴木　書店

積　　善　　館

鈴　木　書　店

　　ll
警醒祉書店
鈴　木　口：店

ア　　　ル　　　ス

鈴木書店
市民叢書刊行会

　版

四六倍

四六倍

四六倍

　菊

四六倍

　菊

四六倍

四六倍

　菊

四六倍

　菊

四六倍

　菊

　菊

四六倍

匹【六倍

頁数

3巻本t3

　4se・x－

　210

　246曇

約2eOK－

　64£e

　258÷：’

　292i’

　528恭

126

47i

164

168ve

287“K・

393

384

12＞建築雑誌：大正6年，No．　363．

13）1’印は東大建築学科より借用せるもの。また以外は，東京神田古書籍商より，当時出版の目に触れるもの

　　の中，重要と考えられるものを抜き求めたものである。
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発行．年

大正13年

〃　15融手

大正暗代の住宅改良と居間申心形住宅様式の成立

　著者名

藤　井　　櫟

菊地修一郎

金　子　清　吉

建築書院編

武　田　五　一

芹　沢　英　二

坂　口　利　夫

　　　書　　　名

簡易洋風住宅の設計

素人にわかる住心地よき
住宅と庭園

和洋住宅間取図案
　　60坪より70坪まで
新しきM本住宅の間取と
外形目下

住宅建築要義

現代住宅聞取百選

10坪より20坪まで模範
住家の設計

　発行所

鈴木・書店

二松堂書店

建　築　雷　房

建　築　t，．、院

文　献　書　店

ア　　　ル　　　ス

鈴　木　書　店

　版

四六倍

　菊

匹i六倍

四六倍

　菊

四六倍

　菊

57

頁数

　254憩

　220w

　100

　107

　685

　211

　302

　　そして，小論で主として問題にする中流下座下履の住宅改善は，主としてこのような民聞

の諸機関において諭じられたのであった。

　　そして住宅の問題にかかわる日本建築学会の思想的な潮流は，むしろ都田1了の問題とからみ

合いつつ社会経済的な観点の弓虫い，年掛政策的な側面に向けられていたのである．が，われわ

れは本節では主として学会機関紙たる建築雑誌の上に，眼を向けよう。

　　たとえば，前掲前田氏「住家経営に就いて」（大正3年〉はその早い例であって，内容は英

独および欧米諸国におけるH：ousing　problemの一般を説き一，またその問から国立つた傾向と

して浮かびでていた各種住宅団地一・それは当然都市詮ヒ画とも結びつくものであるが一の

諸．例を網｛題したもので，前章に．触れた明治時代の各種家屋制限条令一一一それは完金に」r．からす

る消極的な「べからず」式の条令に過ぎなかったが一を積極的に「よIJ＞よき’」housing　plan－

in9に向けようとする動きの一つなのであった。

　　そしてこのような動きは，大戦の最中を通じて続けられ，やがて7年，8年の建築雑誌上

に爆発的に姿をあらわすのである。6年の雑誌には，その一一・Aつとして，今和次郎氏「都市改造

の根本義j14）を見出す。　堅く「（現在のわが園建築界には）又も新中心が現出せんとしている。

経済思想の急速度の変遷によって，新社会組織に耐ふとるころの都市家屋と云うものの問題で

ある。これまで，これらに灯して余りに我建築界は無智であった。それで一りの低気圧のやう

に渦巻を起して出現しさうなのである。……（ここには）緒言1缶として，先づ私の都市観念の築き上

げをあらまし書き立てて見ようとしたのである。」

　　この年に．は中流住宅の問題については，張菅雄氏の東大卒業論文，また米沢大火後の住宅

復興に対する伊東・中条・佐野諸氏の勧告等観閲すべき論説があるが，ここには略す。

　　そして7年，8露に到れば，都事と住宅の問題は建築雑誌上に極立つた姿を現わすのであ

る。

　　すなわち7年，学会は通常大会に従来1111の例を破り，テーマを「都市計蔽」として，2

1三［にわたる講演会を開催した。題名・講演者は次のごとくである15）。

エ4）今和次郎「都市改造の根本．義」：建築雑誌，大正6隼，No．367．

15）建築雑誌：大正7年，No．373，本会記事．
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　〈因みにいうと，大会講演会は学会飼立30周置の大正5年5月大会からはじまる。この時はテーマは定ま

っていなかったが，翌6年は鉄筋コンクリーート購裂をテーマとして行われ，7年がこの都市計画であった。テ

ーマは先年から定まっていたのである。）

社会問題と都市

都市計画の心理的蓋礎

翰近都市計醐の趨勢

都市の住居問題

都TB’計画と工業地区

新　東　京

都丁’li　IL於ける住居問題

台北の市区改正に就いて

都市計画と建築法規

　陸軍技師

　早大助教授

東京高工教授

　愚挙教授

　警視庁技師

　東京市技師

美術学校講師

東大助教授

久　　留　　弘　　文

今　　和　　次　　郎

前　　田　　松　　韻、

佐　　藤　　功　　一

笠　　原　　敏　　駒

引　　田　　重　　義

岡　田　信　一　郎

野　　村　　一　　郎

内　　田　　祥　　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　似上第1聞

　　　　我国都市計爾の将来　　　　　　関西建築協会理事長　　片　　　岡　　　　安

　　　　都市計画に就いて　　　　　　　　　　都市協会幹事　　藤　　原　　俊　　雄

　　　　都市の膨脹と都市詮ヒ画　　　内務大臣法博水野錬太郎

　　　　都帝問題　　　　　　　　東京rr了長法博子爵　 田　尻　稲　次　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上第2日）

　　ここにその内容を一々説く暇はないが，たとえば，久留氏「社会問題と都市」16）では，都

事悪の概略と「ハワード氏」田園都市の紹介，またその他の諸氏の講演にしても，それぞれの

演題についての概論と都甫計画ないしその法規の必要を述べたもの，また東京・台北等の実例

の紹介等で17），いまだわが国の都布計画学も緒に．ついた段階であることを示している。そして，

上掲中今賃「都市計画の・d・理的基礎」では「われわれは如何に生くべきか」という問題を真先

に掲げている点に，いかにも大正時代らしい匂が感ぜられるであろう。またこの年には，6月

の通常講演会で，東京市技師田村与吉氏の「都市と水運」IS）が論ぜられた。

　　そしてこれらの問題については，単に議論されたばかりでなく，2月，学会建築条令実行

委員会（大正4年設置〉が中心となり学会およびロ本建築士会・関西建築協会・都’i’B一協会は連合

して内閣総理大臣に「速かに我国重要都市に建築条例を布かれんことを望み，扇網定準備の為

め」　「内閣若しくは内務大臣直属の機関たらしめ，各省代表者，衛生局長，土木局長，警視総

監，各重要都市の市長，市会代表者，衛生工学家及若干の建築学家を以て委員会を組織」する

ことを建言し，同様の趣旨を内務・陸軍両大臣および衆議院議員に働きかけlt｝），衆議院の議を

16）久留弘文「社会問題と都市」：建築雑誌，大正7年，No．378．

ユ7）　建築条塗扇二　　大正7年，No．378，380．

18）田村与吉「都市と水運」：建築雑誌，大正7年，No．382．

19）建築i雑誌：大正7無，No．374．
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経，やがて5／暮，壷金第153・4号により，都市計論調癒会が発足したのである；’o）。またこの問

題に対していかに．熱心だつたかは，衆議院における「磯辺尚氏の東京帯制に関する質問，壷び

に政府提案，市区照査条令修正案の討議」を3月轡時報欄に7頁にわたって載せていることか

らも察せられるであろう。　そして12月vcなると，都市計繭調査会は，建築法案および都市計

面法案の大綱各20力条を決定したのであったL’b。

　　なおこの年の末には，小野武雄残によりわが匡1はじめての，アパーFメントハウスに関す

る9章に及ぶ比較的大きな紹介論文が連載されたことも忘れられない’／，2）。

　　越えて翌8年も，都市と佐宅の問題は学会の鍛大の焦、点になっている。すなわち，1月20

日の通常講演会には，賀川豊彦氏による「貧民の生活状態に就いて」が述べられL’：；），まk2月

号（386号）には1919年版デKリー・メール年鑑からの「住罵問題」についての抄訳を見ること

ができる。

　　そして4月になれば，前年決定した「都市と住宅」をi一　一一マとして，大正8年度通常大会

が4，5両日をこわたって開催される。その演題と講師は，次の如くであったL’4｝。

住居問題と建築法親

都市学的完成の必要

都市の住暦地域

野冊市営住居とその1例

都市の細民住宅

米国の「アパートメソ｝」

今後の都丁｝∫住宅

住宅に対するわれわれの態度

早大教授

法．博・男爵

内務技師

東京市日師

清水組技師長

吉　　田　　　　　二

世　　谷　　芳　　郎

笠　　原　　敏　　郎

福　　田　　重　　義

藤　　原　　俊　　雄

伊　　藤　　文　　四　郎

子　　　岡　　勝　　　酒

田　　辺　　淳　　吉

（以上第封ヨ）

規格統一

細民住藁｝に就いて

熱帯住宅問題の解決方針

住宅問題1ζ．関する法制

家屋に対する衛生上の：要求

都市住宅政策

　　東大教授工博

日本建築協会同嘉長

　　東大教授法博

　　内務書記宮
　　都市計画課長

　　　　医　　博

　大阪市助役一丸

佐

片

渡

池

遠

関

野

辺

山

岡

田

利

鉄

椿

器

安

蔵

宏

杏

似上第2日）

20）建築雑誌：大正7年，No，378，379，時報参照．

21｝　　〃　　：大月…8年，No．385．
22）　　　　〃　　　 ：　＝プく正7年，No．379，381．

23）賀lll豊彦「貧民の生活状態に就いて3：建築雑誌，大正8年，　No．388。

24）建築雑誌：大正8年，No．388．
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　　そしてこれらの論説は，この集の雑誌6，7両月号を飾った。

　　ここでもその一々は説かぬ。しかし前年に比較して（テーマは前年に定められたとは云え）

学会の思潮そのものとして都市計画から住宅への比重が大き’くなっていることが全体の論調か

らうかがい得るのである。

　　もとより，都市日面そのものからカが抜かれたというのではない。しかし先年来の都市計

画に関する努力は，都帯計画法および市街地建築物法として，2月，原案のまま衆貴両院を通

過しており，施行されるのを待つばかりで，学会としては，対社会的な一応の目標を達成して

いたと考えられるL■5）。そしてその学問的な研究となれば，表層から姿をかくして，ひそかに研

鑛が積まれなくてはならないのであった。そしてこの場合，都市内の住宅の新問題としてとり

上げられたのは，新しく人々の前1こ浮かび⊥つて来たアパートメントハウスの問題，団地住宅

建設の問題，およびスラムの問題である。

　　前二者はあらためて説くこととし，スラムに．ついていえば，この殉費こは上掲のように二肇：

にわたって賀川氏の講演があり，また7年末から8年はじめにかけて都市計画常蹟委員2名が

神戸市葺合新川を視察した報告が1！月号（395号）附録として附いている。

　　これは大正年中のスラムについての資料として極めて重いものであるが，具体的な姿は明

治時代のスラムと殆んど変らず，ただ賀川氏のごとき特志家の生じているところが異なるのみ

である。そして視察墨田糾弾・久留弘文の両氏は結論として

　　1．都市貧民窟は都市の状況の許す限り郊外に移転し且つ都〒tr又は公共団体の経営となす

　　　　を要す。

　　2．貧民窟は消失せしむることを理想とす。

　　3．貧民窟の倥民は個々に分散せしむるを理想とす。

　　4．貧民窟は可成小に分割するを要す。

　　5．貧民窟の分散は公共の力に依らざれば能わず。

等を力説されたのであった。

　　われわれはこの大正7，8年を，スラムの問題に関しても，明治期以来，建築学会として問

題にした第’2期とすることができる。そして上鞘中飛に1，5に大正時代の進みを見ることがで

きる。しかしながら，スラムの問題の解決の具体的な動きは，この時代には結局描出すことが

できない。そして学会の都市および住宅に関する関心も，主として大正8年の前半にとどまる

のであって，後半になれば，9月の通常講演会に「英国に於ける田園都市と其戦後」26）が横浜勉

氏によって報告されるのみで，やがて関心は当ll寺の最大の焦点であった議院建築の問題にひか

れていったのである。

　　われわれは，学会を中心として見る時，以kを大正期住宅改良運動の前半として．遇するこ

25）建築雑誌：大正8年，No，386，387，396．

26）横浜　勉「英困に於ける田圏都市と其戦後」：建築雑誌，大正8年，No．395．
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とができるであろう。それは学会が中心となって，都車・盤三宅の改良に最大の熱意を示した時

期であり，その具体的成果として，都帯計画法・市街地建築物法の制定を獲得したのであっk

から。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後期

　　そして9年になれば，学会の主潮として雑誌に見る限り，都市および住宅の問題はほとん

ど影をひそめる。すなわち，学会の大会は，前年の決定にたしがって「建築物の災害防止」に

関して行われ，雑誌上の論説も，災害防止ないし構造に関するものを多く兇出すのである。

　　またこのイ1三は「分離派」建築会誕生の年であり，また6月ロンドンで圏際住宅・都市二面

会議が開かれたのであったが，前者についてはもとよりとしても，後者についても簡単な報告

を見るばかりである。

　　そして中流住宅の二二に関して，この年の5月，特に居聞中心形住宅1蒙式の成立に大きな

カを果した「住宅改善同盟会」の「住宅改善方針」が作製されたが，学会関係者も委員として

加わっているにかかわらず，これも簡単に報告27）されるに．止まり，わずかに．疑1碕静太郎氏の批

判2s＞が見られるばかりであった。そして10年に入っても学会の住宅に対する関心は，やはり

都市計画とからみ合いつつ，思想的であるより即事的に．，住宅政策に．焦点がおかれていたので，

それは佐野・内阻醇士などの当時の所論に明らかに見ることができる。そしてその具体的な成

果として，わが国はじめての住宅紐合法案29）が議会に提｝：i二1され10年7／’！j10　i三｛から施行される

こととなったのである（ちなみ）tこ了＝｛了街地建築物法は9年亙2月に施行されていた）。

　　しかし齋li寺は，現在から見るならば，中流住宅の新しい展開期，つまり居問中心形住二壱様

式の思想的技術的1戊立期であった。しかもそれは，扱術的であるより，生活そのものを新しく

しょうとする思想的な側皿1をまことセこ．重く示している。そしてこの運動一それこそ具体ill勺に．

居潤中心形を作り上げたわが国大｝｝三時代中流住宅改善運動に外ならぬが一のill三1い手は，学会

以外の民澗の諸団体（前記「住宅改良会」「住宅改善同盟会」等）であり，また先に掲げたll都ll皇

誌であり，またその論客は，専門的建築家であるより教育家また当時湊頭しつつあった女流評

論家また名流夫人であった。それらは後に説くように余りに観念的・文化コ三義的・プテaブル

ジョワ的なその限りで低調なものであるに違いない。しかしここにこそ，わが国近代思想史に

いうところの「大正デモクラシ・一一」が反映しているのであって，これを除いては居開中心形控

宅様式の成：立を考えることができないのである。そしてかかる動きはやがて学界をも包み込ん

で行ったのだった。

　　もとより学会及びその艦誌は，当時もつとも正統的かつ高級な論壇であった。そして観念

的・抽象的な控宅論議はむしろ数少ないといい得るのだが，このような祉会的気運は，大正10

27）建築雑誌；大正9年，No．404．
28）山崎静太郎「建築家の真実に需められる生活改善」；「其の文言について」．

　　建築雑誌：大正9年，No．406，　No．407．

29）　　　　〃　　　　：　大正10年，No．413．
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年の大会を「建築と文化生活」をテーマとして撰ばしめたのである：；O）。演題および講演者は

建築と文化生活

文化生活より「入」の生活へ

文化生活と家具

文化生活と建築政策

文化生活

建築物の電気設備に就いて

現代建築と文化生活

石工組合Freemasonryの言舌

文化生活

建築家と使用者と出金者

　　　内務技師

　　　　正　　員

　　　特　別　員

　　東大教授工博

　　　　　rz

日本建築協会副会頭

　　東大教授文博

　　　　〃　法博

　　東京’薦長男爵

　　　　文　　博

野

山

木

内

佐

片

滝

吉

後

田

崎

檜

田

野

岡

丸

払

恕

一

利

野　　作

　＾

@新
宅　　t「’xtt

彦

堂

器

安

造

平

門

であって，大正住宅改良期の最後の抽象的論義のピークと見ることができる。

　　その一一一々を説く暇はないが，ここに興味あるのは，当時中堅の御二二の東大教授が，内田

博士は英国の住宅政策を引いてわが圏のそれの二二を説かれ，佐野博士は「住宅組合法は中流

の極く狭いゾーン以外には及ばない……臨由放任では到底免れることができない現象である為

…… ﾇうしても権力の作用・国権の作用が必要である」といわれ，共に社会的観点を強く打ち

出されていることで，中流住宅の生活思想についてはむしろ学外の山崎三等の所論に当時の苦

悩を見出すのである．氏の思、想は後に，触れるように，精神主義ともいうべきものに極端な傾斜

を示している。それは大正9年の「生活改善同盟会」の住宅改善方針に対する氏の二二にも全

く同様にうかがうことができるのであるuそしていわば山崎氏の精神主義，佐野博士の社会主

義を両極として，その中間に当時の生活改善があったとすることができ’よう。

　　そして翌11年には，3月，東京平和博覧会に際するわが国はじめての実物住宅展示会に，

「生活改善回雪会」「住宅改良会」その他の手によって14例中10例程の居間中心形が，　一般

に華々しく展示公開されるのである。筆者はこの時間点をもつて，大正期中流住宅改良運動の

結実を晃たいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中流住宅の規摸

　　さてそれでは，大正期中流住宅改善運動の特徴的性格は何か。

　　1．その運動の主体が民問にあり，また著しく思想的な性格が強かったことは先に述べた。

そしてその住宅平面に表現される生活思想的な面として特徴的な点は，主婦・子供の家庭内位

置の向上・重視を最先に挙げなくてはならなぬ。そしてこの問題に関しては後に詳述する。

　　2．赴会経済的な観点として，いわゆる中流住宅の規模が明確に定まりつつあること。お

よび，住宅建築における経済性の問題が極めて重く取扱かわれていることを指摘しておかなく

301建築雑誌：大正ユ0年，No．416号全巻．
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てはならぬ。

　　もとより，住宅建築とその経済性の問題はいわゆる中流住宅では常に問題となっている。

というよりこの観点を離れては中流住宅はない。前章「中廊下形」でも述べたように，中流住

宅における経済的限定こそ，機能志向，様式志向の矛僑の契機であり，それが中流住宅様式を

形成し発展させる最大の根拠と考えられるからである。それゆえ第1期明治時代でも岡様なの

だが，策2期では，上掲住宅建築書目の標題からでも知られるように，その重みが違っている。

しかも大r｛三期における経済性の問題は，単にユ戸の建築費にかかわってであるより，．貸麗経営

の場合の利廻りにも関係して，非當に重みを増したのであった。が，ここでは先ず改良の主対

象となった住宅・規模を明らかにしておきたい。

　　さて，一般に「中流」と呼ばれる概念はもともと極めて便蜜的なものであって，確たるグ

レソツが定まっているようなものではない，、時代と共に社会的な佳宅観の推移につれて重8くの

である。そして明治期におけるそれは，衝章に，触れてきたようlc　100坪以上から3・40坪にも及

ぶまことにあいまいなものとして存しk。しかるに大正時代ともなれぽ，いわゆる中流住宅の

概念内容は，あいまいさをもとより含みつつも，響く狭いゾーンに集中されて来るのが知られ

るのである。たとえば，大正4卑報知新聞競扱：設計tS1）「中流都会生活に適する1，000円以内1

家5入」の入選佳作案5例では最大33坪最小23．5坪を示す。また，5隼「住宅」のそれ32）「1

家5人1，50g円以内」の入選案は，30．5坪，24坪．40．86坪を示す。

　　10年「建築と社会」のそれtlx：1：1）「2階建35坪・6，000円以内」を要求している。

　　また11年東京平和博論南扇尋ミ会では最小13．5坪，最大34・75坪であり，14例中9例が20

坪以上30坪以内であった。

　　そして同年，大阪桜ケ丘実物住宅展示会（生1翻父善岡盟会盆三無）の10数棟の例では，およ

そ40坪前後を示している。

　　かようにして，　当時改良の主対象となった倥宅規模は30坪を中心として20坪から40坪

程度に集中していた。

　　またより一般的に，当時発刊の住宅建築参考図書の主対象も，この附近に由を下せている。

すなわち，諮掲単行害中から「薪1知懸賞住家設計図」また「1，000円以下で出来る理想の住宅」

「3，000円以下で出来る趣味の住宅」等明らかに規模の集・1・・が予想される1塁i集を除き，比較的多

数の図例を載せている6種の図書

No．1　　近　問　佐　吉　　模範日本住宅

N…　癖讃霧雪和醗蘭言診己

No．3　　近　間　佐　吉　　貸家建築図案

大正8駕

大正9隼

大正10年

11

11

31）難築雑誌：大正5年，No．349．
32）建築雑誌：大ZE　6年，　No．363．

33）建築と社会；大正10年，10，エ1月丹．
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　　　No．4　　金　子　清　吉　　和洋住宅問取図案　　　　大正13年　　建築書房刊

　　　No．5　　建築書院編　　新しき日本住宅図集　　　大正13年　　建築書院刊

　　　No．6　　坂　口　利　夫　　模範住家の設計　　　　　大正15年　　鈴木書店刊

を選び，その中の独立住宅の例につき・，規．模の分布を示すと，第1表のようになる。

　　　　　　　　　　　　第1表　大正住宅建築壌書中の住宅規模分布例

規　　三
聖、。麺，。i、。之，。i、。為。園、園、、（，。，。ζ・繭・：・・造。・畑・・

No．　1

No．　2

No．　3

ATo．　4

No．　5

No．　6

計

1

2

3

7

7

3

2

6

9

34

81エ・
4

14

10

9

5

50

到

劃

36　1

31　3
9　ii　6

2　i　1

7　1　10

2　1　3

7　［　4

30　1　27

2

2

工

4

4　i　3
劉
　I　　　l
　li　1，

g　li　81

2

1

3

4　1　2　i　43

　　　6　1　46

　　　　　　21

1　1　3　i　50

　　　　　　26

　　　　　　30

5　i　11　1　216

　　もとよりこれは極めて概略的なものに過ぎないが，これは他の単行書についても同様にい

えるので，一つの例証として示したのである。そしてこのような一般向の住宅図集に未だ100

坪以上の大規模のものを載せている点に，明治以来の名残を見ることができるのである。

　　しかしながら）競技設計における20～30坪程度の規模への集中，　一般向住宅剃髪の規模

分布における50坪以下20～30坪附近の山の存在は，当時のもっとも関心あった住宅規模を示

すものに罪ならず，そして当時の「中流住宅」とは，このピ・・一クを指導してゆくものとして，

このピークより高々規模の大きな30～50坪程度のものが暗黙の中に認められていたように考

えられるのである。その例証として，2，3の図書中より，どのような職種・家族とどのような

住宅規模が対応して考えられていたかを附表に示して置こう。

第2表　大正時代の住宅規模と騰住者の1伝種別世一1

　　　　　　　　　　　「住宅建築」　建築世界社編　同社 プ（正5杢1三干〔玉

No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

名　　称 躰館坪数洋館坪数隔 坪　単　価 備 考

普逓住宅
　　fl

　　ll

　　ll

　　／1

　　！1

　　1／

　　ll

　　／1

24．0

20．25

215

32．0

26．45

28．5

30．0

30．5

31．62

24．0

20a25

21．5

32．0

26．45

28．5

30．0

3e．5

31，62

乙　　　「舌聖

30　．s・65

29．6“一59．2

34．9r－60．4

30　・v65

30　・一　65

30　一一65

30　t一　65

29．5’v64

34Vn－73．5

i2階

I

12階
g
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No． 名　　称 EI本歪溶坪数　　　洋食自f平数　　　　　合　　　　雲一1・　　　　　　fs11　　η垂　　看琶i

　乙’　　ll．1

40．IA．　85．0

30　t一　65

42．2・v　84

39．8c一　84．6

6L5　’一　119．3

41．8・一　70．6

48．4．一　100．9

62．2　t一　150．0

39．9～　84マ

40　”一　84

61．2t“122．2

51．6－198．7

45．4tv　93．6
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60　”一138．6

44　r－210

40．3t一　90．8

40．2r一　91．6

64．4～13エ．2

58，8～工16

130．5一一300．5

66．7・v135．2
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　65．4rv　132．8

66．7～ユ13．8
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ユ5
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29
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普通住宅
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86．25
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ユ27．5

ユ25．25

202．5
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251．5
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4

4

8．75

7．5

12．25

16．5

12．75

14．85

12．25

91．ユ

（和洋）
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52S

4L5
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42．27
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60．or
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9L5
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1王0．75
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エ05．5
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ユ11．75
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180．88

127．5

156．75

210．e

284．25

318．0

399．75

2階

2階
2　11iilg　　倉薦至5坪

2階茶室4．5坪

2階

倉庫5坪
　　　　愈庫4坪
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1・階鵜脇・坪

際堕，．，坪

12階　湊ミ室3・5ゴ平
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瞬7坪
1
｝2階倉醸10坪
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騰馨坪
蹄素郵：1、悉F
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第3表　大正時代の住宅規模と居住者の転種別　例一2

　　　　　　「模範日本住宅」　近間佐吉著　鈴木書店　大正8年2月刊

名 称 延憩 ｢坪輔 備 考

下級勤人向
勤　人　向

　　ll

小宮吏向
画　　家　　向

上級官吏囲
障　　人　　向
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会社員面
高級藩吏向
軍人佐官向
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　　！！
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fl

！！

！1

！1

fl

／！

／1
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22．5
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23．25
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36．5
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48．38

58．3

2L4

35．25
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47．87

69．2

97．19

30．25
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96．55
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106．25

52．5

ユ31．33

75．57

32aO

33．82

33．75
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31．25

34．25
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230　280

220　270

300　3se

250　280

　5P－5

　550

200　250

230　320

300　380

300　350

280　330

230　280

330　400

　380

200　230

130　150

120　150

130　150

100　130

200　250

ユ30　150

100　120

12e　140

1

「土蔵3坪

冠蔵3坪
降：黙秘室は灘1

和洋折衷

2階
ill，i

｝il欝

2階書斎兼応接室は洋館

2階　　　　〃
2階　書斉及び応接室は洋室

2階　　　　　〃

12階秘断衷附E　gek　4，25　±Nl－

2階　書斎応接室は洋室

2階土蔵3坪
1和津断衷2階

2階

2階

2階
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No． 名 称 『延坪数

40

41

42

43

44

勤　　人　　向

会　社　員　向

実　　業　　向

、聾　　吏　　向

　　n

住　宅

！f

！1

11

11

21．0

33．25

88．0

33．25

300

1坪単ll田 備

．乙．　甲

11e　130

130　150

200　　250　　　　劣ミ室2．5葺F

140　160

130　180

考

第虞表　　大正時代の住i宅規模と居住者の転極刎　例一3

　「貸家建築図案及び利廻の計算」　近聞佐書著　鈴木書店　大正10奪3月刊

　　1　．．．　一．，　l

N％名　称！条
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

エエ

12

エ3

14

15

エ6

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

　勤人向住居長屋i

　労働者向小住宅

　折衷式申流住宅

　執務兼燭向住宅

襯灘襲
職繍望三雲

　普通動人向侵宅

　独，身者共岡住宅

　郊外洋式小住宅

　老入向郊外懸隔

　取人向小住宅
　Fド零流外入向貸家

i小店員向都了昭詫

i座礪者向小住宅
1会祉員向「｛・了流住宅

喋歪計囎葦

挿人向猫端
i紙世帯向小住宅

　　　　　　　i
件　　，延坪数ii坪単価

！　　……．　　1

親子、　　1
…親子5・老人1・女中1

1親子5，女中1

i細姉1 @｝
駿麗女中1　｝

・親子3，女中1
1

1各条3人宛

親子3・女中1 @！

親子3，老人1，女中1i

｝親子3
’親子瓜老入1，女中li

親子3　　　1
・親子4　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親子4，老人1，女中11

翻：雲毒轡1｝

隅子4，・”A’9・・1　｝

糖3　　　　i

12．0

50．25

27．41

26．5

24，25

29．0

25，0

71．25

16．芝5

24．5

49．0

89．0

80

130
120　1

ユ20　l

　　i

leo

85

90

100

17e

180

エ40

90

23．75　1　1OO

22．0　i　90
28．0　　　｝　　工50

20．o　1　so

lg．s　1　loo

27．5　1　100
27．0　ll　100

3ins　1　i4e

21．25　1　130

49．36

23．5　ll　140

ee．25　i　120

2s．o　1’　i20

　　　1

年　瀦　i　慌　　　 考
（鋤．コ＿＿t．一＿＿＿一t＿＿

　　　t
　　　l2周建
1．0鰯

1．0強　　洋館5坪，2階

1・1強　12階

工8刺

副3戸建

言0弱　i3戸i猿

2・・

0．7強　　　i4戸建，2階

25強
1．7強

王．4強

1．1強

1．8弱

1．2強

13強
1，7弱

1．7強

2．2強

2．2弱

1．4強

1．5強

エ30 h2弱
　　　1：鷺

　　　1．0弱

a階

2階

2階，墨戸難

2罪ぼ娯

2階

2階

2階
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第3節　大正時代住宅感動の展開

　開始当初の住宅観と改夏の方向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中廊下形i平面の位置

　　藺節に大正期住宅改良運動の一般的展望を終えたとすれば，次にわれわれは，掴差住宅改

良の問題｝こ焦点を合わせ，居問中心形i住宅平面成立にいたる大正5年ないし9年頃の具体的な

展開を住宅観讐生活思想の発展および技術的向上の二両から追って行きたいと思う。

　　こ（）期間は離述したように大正期住宅改良の融半と遇し得られるであろう。そしてはじめ

に注意しておきたいのは，当時が中廊下形住宅様式にとっても，その成立・普及の期間だつた

ことである。つまり当時の住宅改良の方向は，古めかしい明治．形（というよりむしろ江戸時代

的な）住宅様式から，その自然発生的な改爽形たる中廊下形住宅様式への方向と，もう一つ，こ

こで特に問題とする居閲1干τ心形住宅1莱式への方向，が重なっていたのであった。そしてこの両

方向の混在は，初期において特に強く見られる。むしろ，大正期の巾流住宅改良運動は巾廊下

形の完結・普及をじ｛指して出発したと見られる程なので，たとえば，前節に掲げた筆者の手も

との一般的住宅関係単行書中，大正10年頃迄のものは，西村伊作氏（文化学院創立考）の「楽し

き住家」を除けば，すべて中廊露ないしそれ以前を主調としているのであり，また住宅洋風化

の傾向を強く見せる住宅改良会機関誌「住宅」においても，居問中心形への方向が明確にうち

出されるのは，学会において住宅改良のことが議に上る大正8，9年の頃のことだからである，

　　つまりほぼ10年にわたる大正期中流住宅卵酒運動は，中廊下形への方向にはじまりなが

らも，．時勢の急瑞のごときすすみに流されて，一挙に居間中心形住宅様式の成立にまで行きつ

いて終ったということができるので，その社会的気．運こそ，大正デモクラシーを背景とする生

活思想の発展にほかならなかったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r住宅建築」大正5年

　　さて中廊下形平面は大正4年，報知新聞主宰のわが1蒸；はじめての住宅競扱設計に，その早

い姿をあらわすのだが，われわれはその翌年，大正5年の頃から展望を開冷しよう。この年は

「住宅改良会」が設立され，その機関誌「住宅」が発刊される年であり，また大阪朝1三噺聞が

「台所競技設謂」を行った年で，大正期住宅改良連動はその姿を次第に明らかにしつつあった。

　　そしてこの年はまた「建築世界」創列10周年に当り，　同社はその紀念事業として「建宅

建築」（四六倍判450頁）を「二ij行ずるのである。序にいう。

　　　「日本の建築界は今が過渡期である。即ち之れを欧米｝こ倣ふて未だ至らず，我等の祖先が遺して置いた

　此の建築にも亦満足が出来ない立場にある。……公共建築即ち銀行会社官庁の如きは大体西洋風建築に其形

　式は一定されて来た将来も余り変化はあるまい。夫れは仕事の性質が欧米と違はぬからである。住宅に至つ
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ては彼我生活状態の網違は急激なる変化を許さぬ。近疇住宅改良の問題が，漏下の喫緊事として一般社会か

ら取扱はれるようになったのは，蓋切箋然の趨勢であらふ。然かも吾人から見れば未だ根本の精神に触れて

居ない，何だか霞に遮られた花と云ふ憾みかないでもない。……本社は昨今蒋代の新趨勢に顧みて当面の聞

題たる此の住宅建築について幾分の解決を試みやふとし体書を編んだ1……測理に於ける現代建築家の倥宅

建築に対する意見は本書之れを代表すると云ふも恐らく潜越ではなかろう……。」

　　この意気込みは必ずしも誇大なものではない。筆者は大正初期の数少ない文献資料中，特

に本書を重く遇するものであるが，試みにその内容を示すと，約50例程の参考住宅平面図（ほ

とんど在来和風，極少数の中廊下形を含む。それは報知競技設計入選案が含まれているからで

ある。ここには前者の2例第15図，第22図を掲げる）およびほぼ同数の実例外観（主として大

邸宅洋館部〉写真，および部分的写糞を篇絵とし，記事内容は下紀のごときものから成ってい

た：（番号筆者）。

1＞

2）

3）

4）

5＞

6）

「住宅建築」発刊に就いて

住宅建築設計要領

臼本住家の沿革

桃山蒔代の住宅建築

江戸時代に於ける住宅建築概論

欧州の住宅建築沿輩

策京開園大学工科
　　　　　　　　　中大学教授工学博士

　大蔵技師工学士　小

　大蔵鼓師工学士　　大

東京帝團大学工科
　　　　　　　　　塚大学教授工学博士

村　達　太

島　　栄

熊

本

　　　1

　　　3

郎　　23

吉　29

邦　54

　　11i

坪　数

価　格

摘　要

　　　第4図　　 「住宅建築」第15｛翼1

田本舘木造平家建瓦葺　建坪51坪

日本館｛翻舗

1．本設計は専ら採光知風を巨1日目して各室を配幽したるも

　　のなり従って廊下を充分取りたり。

2．ために各室の往復便利にして，

3．押入の多きは倉庫を有せざるこの種建物に最も必要条件

　　の一なりと云うべし。
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押・

ﾎ床1

　　　｝

一
一　　　　　　　　1

1

床

主人間

@　き

ト　　　　　　＝二
押入　押入

1／

　　t
c　　10 床

主婦窒

／l

押入
L次ノ間［⊥∴

一 次ノ間
@l　i

押入
膜

坪　数

価　格

摘　要

第5図　　「信三宅建築」第22隔

日本舗木造平家建瓦葺　71．85坪

西洋舘本造下家西洋瓦葺　7．5坪

壁ラフカスト仕上

躰舘｛呈1鍛嵩

醐官鳳lll嵩

1．本設計は内関係を主としたるものにして，従って客室北

　　向に取りたり。

2．台所，湯殿等時充分の採充を得せしめ常に不潔なりとの

　　非難を免れしめたり。

3．主婦次の閻は仕事部膣とし，離れ，四帖半は隠居部羅と

　　しし又は茶室となすことを得，El本式上便所を西洋舘｝こ

　　配する所設計者苦心の存する所なり。
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7）米圏住宅の様式

＄｝交那の住宅

9）朝鮮の住宅

10）台湾の住宅

11）南洋の住宅建築

12）寒地の住宅

東京高等工業学校教授・バチエ
ラー・オブ・サエインス，マスタ

ー。 Iブ・アーキテクチユアー

　　　　　東京帝国大学工科
　　　　　大学教授工学博士

　　　　東京帝圏大学工科
　　　　大学助教授工学博士

　　　台湾総督府鼓師工学士

　　　　　早稲田大学理工科
　　　　　助教授早大工学士

　　　　　　陸軍技師工学士

13）北以湖地方のビラとイソラベラ

14）佳宅建築偶感

15）　侃三宅建≦巣蟻…碓感

16）住宅の改良と服装澗題1

ユ7）　生活と招三宅

18＞　i三i本に於ける住宅設備の間題

19）住宅岡目に就いて

20）住宅改良雑感

21）　信三宅と趣味

22）建築闘題雑感

23）　新しき生活と住宅

24）　者1弥1∫（～）｛il三宅

25）　但…宅a）夕＄観

2δ）　（E｝i宅を造る糾1士

27）　信…宅a）各室季薄造」二a）一般的温三意

28）贅沢なる住宅

29）中流紳士の住宅間取

30）　穏三宅とま塩震

31＞刷妙用築

32）　ニヒ蔵と叢失筋混瀬i士

33）住宅の家具装飾

34）　数寄と但三宅

35＞床の聞に就いて

36）　ダイニング。ルーム

37）台所・浴室・便所

　東京高等工業学校

　教授工学士
　　京都高等工芸学
　　校教授工学博士

　　　曽爾四条建築
　　　事務灰工学土

　　名古麗高等工業
　　学校教授工学士

　早稲陥大学理工科
　大学教授工学士

　京都高等工芸学舎

　教授工学士
　　　大塚強土購務
　　　所長工学士

　　司法技師工学士

　　　　二〔学士

　　　曽醐中条建築
　　　事務所工学士

　早稲田大学工学士

　早稲田大学理工科
　大学教授工学士

　　　池田建築箏務
　　　所長工学士

清水組鼓師長工学士

　東京帝国大学営繕

　課長工学士
住友銀行技師工学士

保澗事秘所長工学士

東京帝国大学工科
大学助教授工学博士

　　三菱合資会社
　　地所部工学挺吐

　東京帝国大学工科
　大学講師工学士

　　　遠藤建築事務
　　　所長コ〔学士

　　内務鼓師工学士

　　　元大蔵雀臨時
　　　建築部技師

　窩内技師工学：簿士

　大群組技師工学士

滋　　　　妻ミ　　　　重　　　　　錘　　123

伊　　東　　忠　　太　エ43

関

井

野

手

貞　156

薫　164

陵1　　　溝質　　　　姫　　　　一　　170

田 村 鎮　189

醜顯松韻213
武　　19　　五 217

申　条　精　一　郎　219

土　　麓　　純　　一　223

1覇　　　1壬i　　イ需　　　一　　　創≦　229

フ韓　　　　野　　　　游誉　　　　吾　　234

大 塚 泰　241

後藤慶二244
田崎静太郎248
高　　松　　敢　　雄　251

中 村

佐　　藤　　功

池 田

鎮　257

291

稔　268

田　　辺　　淳　　吉　271

由　　田　　孝　　吉　280

日　　　　　　歪ξ　　　　　　　】玉牛　　290

保　　隅　　勝　　也　295

佐　　野　　利　　器　303

桜井小太郎3工1
内　　田　　祥　　三　318

遠　　　　腫ξ　　　　方全　　　　菟　　321

大江新太郎338
沼尻政太郎368
大沢三之助371
大　　倉　　　　　介　378

71



72

38）台　　　所

39）児童室に就いて

40）和風住宅構造法

41）住宅と方位

42）住宅家姻に就いて

43）　近イ浅こ段勺庭属ミ｛σ）設言十

44）欧米に於ける細民住宅

45）　暖房設夢総σ）多差…達

木　村　徳　国

　　古橋難築事務
　　所喪工学士
ドク　トルメヂチPtネ

　東京中央工学校
　講師工学士
　　　　建築技師

大阪府技師工学士

逓信省経理課嘱託

　　　内務省嘱’t？毛

早稲田大学助教授

用大工学士

中

大

職

長

生

大

橋　柳　太

田　谷

　島　　猛

　島　　．盈

野　壮　一

　岡　　安

　江　　孝．

　沢　　一

郎　392

啓　402

参ミ407

株　415

郎　419

平　427

之　433

郎　444

28

　　そしてこの中，（3）から（13）まではEi本住宅史と欧米および各地方住宅の紹介，（2）および

（14）以下（29）までが当時の一般的改良の方針についての論説，（30）以下は主として住宅の部分

的な改良問題が述べられたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「住宅設計要領」

　　　　　　　の　　　　　　　の
　　さて，当時あった住宅観を知るためには，その（2）「住宅設計要領」嘩者不謁が興昧ある。

これは（番号筆者）

　　　1．住宅は生活に慨接関係がある。

　　　2．住宅は如何なるものでなければならぬか。

　　　3．一様に享ける自然の恩恵。

　　　4．巧み様で具はる人為の便福。

　　　5．住宅の室は凡そ幾通り。

　　　6．各室設計に注意すべき要領。

　　　7．室内設備に就いて。

　　　8．住宅と云っても色々ある。

の8節から成っているが，！から4まで，また7，8は極めて素入向のざっとしたもので，引く

ところもない。そして，第5節所要室では「まつ一と通り上流の紳士が，これならば大胆の事

に不便がないといふ種々の室を挙げる……その以下の生活状態を持ってるる人は……上ヒ較的不

用なものをどしどし省いて自分の住宅にすればよい」とし，たとえば「家湘：1騰用」として，

大食堂・小食堂・一般居問・茶の問・主入室・主婦室・図書室・書斎・家入相談室・内談室・

喫姻室・納戸・老人用言諸室・仏問・小児用諸室・浴室・化粧室・便所等を挙げ，以下「来客接

伴薦」「娯楽慰安用」「R，／／N寝療病用」「雇入月ヨ」「雑用」「一般」「交通三密部分」の各室，外に特殊

の必要に応じて舞踏室・宴会場・奏楽室・美術列晶室・茶室等を挙げている。

　　著者は次に，第6節で各室設計に注意すべき：要領として，食堂・居間・茶の間・主人餐｛・

主婦室・図書室・書斎・喫燗室・老人用室・仏間・小児用室・化粧室・浴室便所・応1妾窯・客

間・球戯室・其他特殊娯楽室・草花温室・寝室一般・料理場流し場・雑用諸室・三郷室・外套

二三室・広間・通路諸部分・車寄・階段等について，三条的に注意事項を上げる。たとえば
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「居間」では

　　一、常に薫る室であるから装飾翻1睡戟の強いのはいけない。

　　一、ff9夕の趣味を養ふために，高雅灘酒に造る。又平和な気分がなけれぼならぬ。

　　一、日受けを能くし外の眺めを美しく取れるようにする。諸室への交通に便利を考へることは勿論で

　　　　ある。

「客間」（奮応接室）では

一、E｛本住宅では客間を鹸も．ヒ等の位置に搬えて装飾等の類も最も釜つた工夫を凝してみる。勿論来

　　客にそれ丈け充分の待遇をするのは結構であるが，それがために日常住み居る家属の居間の類を

　　虐待するのは不権衡である。それゆえ今後は和風住宅でも客賜と1誕間とは1司等，あるいは居間の
　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　ロ　　　コ　　　コ　　　の　　　り
　　方に好位概を与へることになるかもしれない。（傍点筆者）

一、日本住宅在來の豆田は稿々厳格に造られ，打解けた客｝こは居閲なり書斎なりで話し，又は茶室に

　　誘ふといふ風であるが，洋風では大分その趣が違ってみる。依ってここには主として洋風の客聞

　　を下記の各項に記して置く。

一、食堂が厳格に造られたるに対し客間は寛いだ気分に造られる。従って装飾などを快活に工夫する。

　　楓し，下最になってはいけない。しかし華美の点は随分許される。

　、向きは居間の類と同様。

　、外方に：対して眺望の｛薫い事。

　、橡鋸・露台に臨むこと妙。出窓も適当である。

　、窓障子は上げ下げ，又檬側等へ出る為の披き窓も良い。

　、出入り戸は媛炉に遠い事。但し，窓は媛炉に近いのは却って愉快な点が多い。

　、他室との関係では，階間，主人室，主婦親等に連絡の近いこと玄関口より遠くないこと。

　、狭い家では2階に取っても差交へはない。

一、天井は蹴上げなどの豊美なものにし度い。

一、装飾は派乎にするとはいへ，金仏燦燭といふやうなのはいけない。

のごとくである。

　　これが上に引いた意気込から刊行された「住宅建築」巻頭の住宅設計要領である。われわ

れはその「所用窺」のありかたに，いかに臼：：流紳士のため」とはいいながら，余りの現実離

れを兇出して一驚せざるを得ないであらう。「不耀と思はれる室をどしどし省」いたとしても，

そのような仕方から当時の中流住宅が構成し得るとは考えられぬからである。また「各室の注

意事項」にしても，索入向とはいえ，余りの概念的な箇条にここでも驚かざるを得ぬ。ただ，

客間の位麗を「居聞と同等，居間の方に好位置を与えるようになるかも知れない」といってい

るところが，僅かに明治以来の「住宅改測の方向を示しているのみなのである。

　　そしてこのような住宅設計の考え方，あり方は，まさに大正初期の佐宅観をそのまま反映

しているものなのであって，　大正10年の頃象での一般向住宅参考書の大部分，あるいは昭和

に．入ってからのそれのあるものまでにも，まったく共通している。それらは，参考例としては

現実的な小規模例を掲げながら，著者の観念」二＝に想定された住宅は明治以来の「大邸宅」であ

るという，現実と観念の全き乖離を特徴としているものである。そして，このような乖離のせ

ばまり一中流住宅なら中流住宅の規模をふまえて，より良き住宅を具体的に考えるというあ
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り方への前進が，すなわち改良運動を支えた真の方向なのであった。

後閑女史「理想的の住宅の構造」

　　また当時建築家ならざる一般社会人の住宅観の一例としては，大正4年9月号「建築世界」

に載った東京女高師教授後閑菊野女史の「理想的住宅の濫造」が最適であろう。これは「住宅

建築」中にも保岡浅が醗掲（29＞の中で，これに触れ「覚えず快哉を叫」んだ程のものだからで

ある。

　　女史は思い幽かれた理想住宅の位置として郊外と定ど）られる。

　　「……なるべく市内の雑踏地を離れた閑静な土地で成るべく交通の便利の良いところ，す

　　なわち電車に近い場所を選ぶ方がよろしい……」

次に家の規模は，一・概には定められないが

　　　　「普通革靴の家庭と致しましたならば，主人の部屋・主婦の部屋・客室・書斎・隠居所・子供の部

　　屋・下女下男室・茶の聞・台所と云うやうなものが必要であらふと存じます」

主人室

客

　「主人の部屋は書斎と一緒でよろしからふと思います。主人が家の申に居りますれば大抵需斎の中

で閉ぢ籠って居るのでありますから一緒にしても少しも差支へはありませんが，…主人の体息室が作

られれば頗る好都合であります。書斎は8帖でも6帖でも4帖半でも結構…体息室もこれに準じ…」

室

　「成るべくこの聞附きの方が頗る便利であらうと存じます。8輪位の間に次の間が6帖か長4帖で

もよろしいから，その間の襖を除きさへすれば，一室になる様になるのであります。そしてお客様の

あります時に，次の間を通って8帖の間に行く様に致しますると，何となく奥広い様な気が致します。

又此上に客のありました場合には次の腿を夫に当てると云う都合に致します。それからお正月の如き

お客様の大勢ありまする暗，或ぱお客を大勢致します時｝こは，合いの襖を除きさへすれば是が一室に

なりまして，14帖の間とか12帖になりますから一寸した宴会ぽ家の中で結構寓来る事になります。

此処が日本室の長所と云って差支へありません。西洋室になりますると，一室一室がドアに依って腸

閉し，劃然と区域がたてられてありますから如何とも致し方がないので御座います。」

主婦察

　　　　「主婦の部屋は或る挫く家の申間に位した所が至極適当であらうと存じます。此部屋には主入を始

　　め年寄・子供・下女下男に至るまで折々行くものでありますから，何れからも不便を感ぜずに通はれ

　　るような所がよろしのであります。主婦の部屋と云ひますれば，大抵茶の閲と兼用になっている所が

　　多い様で御座いますが，成可ならば茶の閥は茶の間，主婦の部屋は主婦の部屋と云う様に別々にして

　　置き度いと思います。家の中にありましては主婦はその中心点でありまして，頗るゴタゴタするので

　　ありますから，此部遷は台所や女申部麗と一寸離れた所が適当かと慰はれます。さもなければ女中の

　　耳に入れなくても良いことまでが，女中の耳に入る惧れがあるからです。此部屋の近くに主人の間と

　　同じく休息室と云うようなものが出来るならばそれこそ好都合です。而して此外回りに次の閥が欲し

　　いと思います。主婦の部屋は6帖位で結右罎です。次の間はa帖でも3帖でも差支へありません。此処

　　へは裁縫用のミシンとか，裁ち板とか，裁縫用道具及び夫に要する雑品等を置くのであります。此主

　　婦の部屋は台所や女中部屋から一寸離れた所と申しましたがそう離れても園ります。主婦が一寸台所
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　　　に行くにしても女中部屡の前を通って行くとかあるいは：女申部屋を向うに見ると云う様な都合に致し

　　　て概かねぼなりません。さもなければ雇人の監督や取締が附きませんからです」

　子．供部屋・隠居所

　　　　　r子供部縢は或程度まで必要です。子供の間は主婦の部屋にい託て差支へありませんが，最早青年

　　　期iこ達し玄した勇女には什うしても一室を漁てがふ必要があらふと存じます。その大ききは4帖半で

　　　　も3帖でも結構で御座います。

　　　　　偲居所はならふことならば南向きの温い空気の能く流通する所を選むことであります。沢山の滋

　　　嚢品を摂るよりも転地した方が身体のためによろしいと云ふことはすなわち部屋の如何といふことに

　　　　あるのです。それゆえ老人や子供などは殊更に薄い部農を当てがふ必要があるので御座います。」

　茶の問

　　　　　「茶の燃すなわち食党でありますが，通例は主婦の部門と間雇｝の敏きがありますが，是は別々の方

　　　がよろしいのであります。従来の家庭を富ますると，茶の聞は大概ね簿階いような所にある様ですが，

　　　　あれでは陰気ですし，又主婦の部屋に岡居してあっては，家族が打ち寛いで楽々として居ることが出

　　　来ません。此部膿は成可く一家中打ち寛ろぐ場所すなわち一家鑓楽の場所にした方がよろしいのです。

　　　それゆえ，風通しのよろしい部屋であって，家族が此部屋に集るのを何より楽しみにし，そして出来

　　　　るだけ打ち寛いで居られるように致したいと思ふのであります……。」

　二　　階

　　　　　「蒋し2階家でありましたならば，2階は主人の部謄か客間に当てるので御座います。そう致しま

　　　すると主人の聞は他の室とは一寸淡交渉になりますから，勉強などするには墾極よろしう御座います。

　　　又2階は見晴らしがよろしう御座いますから，客室には頗る遍当であります。」

　応接室

　　　　　「近頃の家を兇ますと，南向きであって，風通しの良い部屋を応接室に当てている様でありますが

　　　私は其必要がなからふと思います。応接室など1・9一　Elの間に幾蒋闘も使用きれるものではありません。

　　　又使用されましても，一入の客に対してそう永く応接して居るものではありませんから，此応接室な

　　　　どは風遜しの上等な部屋を使堕するには及びません。」

そしてこれでは余りの大邸宅になるので，女史は，萸めて中流の往宅として，玄闘の問・主入

の問兼書斎・主婦の問答茶の問・隠居所兼子奮キ部屋「女中部1塁と台所と一緒のやうになって居

りましても致し方ありません」とされたのである。われわれは女史の住宅観において，理想的

なものを前掲第5図，縮少したものを第4図に具体化して考えられようかと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅の改良へ

　　以上を，当時「あった」住宅観として遇する時，これに対する佳宅改炭の論が，（i4）から

（29）に特に論じられているわけであるが，5年という頃はまだ大正期住宅改良気運の当初に過

ぎず，全体的にみると論旨はまことに低調としなくてはならぬ一その多くは，たとえばα4）「住

宅建築偶感」で武田．博雪：：は住宅建築の重要性を説き「科学3分に｝駆味7分」といわれ，（19）「住

宅問題」で大塚氏は，都市住宅と同様に農家の改良も重要なることを述べられ，（21）「住宅と

趣味」山崎氏は，「世見一般には住宅の趣味として，有職趣味・茶室趣昧・文入趣味・家灘趣味
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がある」としてその説明を行われ，（27）「住宅の各室構造上の一般的注意」もまた（29）「中流紳

士の住宅問取」も，上に掲げた設計要領に比して，居間の位羅を重んじているところ等に心々

進歩性がうかがえる位で大差はない。

　　つまり，一言にして云えば「住宅建築に回を向けよ」と叫ぶこと自身がすでに当時におけ

る「住宅二二と遇し得る程だつたのである。

中条氏「住宅建築雑感」

　　しかしすべてがすべて，全く低調だ》？たわけでもない。数は少なくまたたとえ概念的な内

容しか示たぬにせよ，やがて大正愚慮」曳運動を爆発的に開くに．いたる熱意をひそめるものを見

いだすのであって，その一つ，（15）「住宅建築雑感」中条精一郎（藥大明治31年卒〉を見よう。

　　先づ氏は現時の住宅問題の所在をいわれる。

　　　　　「上は五公の金殿玉楼より下は9尺2間の貧民窟に至る迄吾之を住宅建築という。金殿玉楼の夫れ
　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　り　　　り　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ロ　　　リ　　　ロ　　　サ　　　サ　　　ロ　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　の　　　ロ　　　の　　　ゆ　　　ロ　　　の　　　り　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　コ　　　の　　　コ　　　の　　　コ　　　　

　　　　は暫らく摺き所謂中流及び下層社会に於ける住宅問題こそ実に穿れ現下改良進歩の必要に迫られつつ
　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　り　　　　　　　コ　　　　　　　

　　　　あるものという買「し。

　　　　　　堅実なる国家を組織する中堅は何れの邦国と難も之を中流社会に侯たざるはなく之に次ぐに堅実

　　　　なる労働階級を有する事は国家硬）必須問題たるや論なし。しかも此労働階級は平生こそ比較的薄弱な

　　　　る窟力と低級なる知識とによりて，軽視せらるれども一朝国家有事の時に際しては其健康状態は善く

　　　　中流社会の堅実なる思想と梢侯って邦家に献ずる所属少々ならんや。顧みてわが帝国大都市に於ける

　　　　此等両階級に属する霊肉を保全せんとする住宅聞題を考究せんとするや実に一種の感なきを得さるな

　　　　り。」

われわれは以上の中に，当時の進歩的建築家がいかに，中流・一．ド層社会階級をとらえたかを知

り得るであろう。

　　次に氏はかかる中流・下層隠者の／｛弓るところたる都市に言及し，当時の都市政策の不備を

いわ才しる。

　「思ふに現代の住宅建築は日進の四十に件はぎる辮甚しく，過去の因習に撚れ徒に習慣の’1聾婁弊にの

み陥りて改善進歩の極めて遅々たるを嘆ぜずんばあらず。今試に現代住宅の欠点を指摘せば第一に現

今の為政者は住宅区域と市区の関係を閑却せりといわざる可からず，何を以て之をいう。日く之を近

く東京市街に徴するに商工業区域と住宅区域との歴然たる区刷あるなく，紳士住宅は隣接せる工場の

煤煙の遠慮なき襲撃を蒙り軟弱なる頭脳を有する児藍教育の道場たる小学校は戸々上々たる梢場の呼

声に蔽はるるなど比々其例に乏しからず。本所深川の煤煙裡1こ賜踊1たる可憐の労働者は何れの1ヨに於

いてか天日の晧々たるを仰ぎ見るを得んや。此等の蒼白鬼に向てわれ人如何にして健全なる体躯と

ゆ」晰なる頭脳とを期待するを得遍きか，如此有様は現代社会経済状態一般の趨勢にして何れの大都市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タウンブランユング　　　　　　　　　ガーヅン
に於いても免るる能はざる所なり。此窮状を救はんがために弦に「市区改正」の声となり「田園
シチに

都市」の説を聞くに至る者，量偶然ならんやわが扇に於いても近時漸く此等の声を聞くに至れる。一

方に於いて慶賀すべしと碓も，又他方に於いて嘆声を発せざるを得ざる者あり。知らずやわが国の所

謂「田園都市」なる計画は欧米の夫と其根抵を異にし憐むべき労働者救済の目的に非ずして，投機者流

の餌食若くは紳士閥の玩弄的別荘主義の偽似者に過ぎず。況や「タウンプランニング」の如き当局の

頭には何ぞ以て将来の都市をして，商業区域工業区域の区別等を実現するの夢をだに見るの臼あらん

や，吾人親しく英霞の田園レッチウォルスに労働者住宅間題の先駆たる「田園都市」の実況を視察し
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　北米のシャートルに住宅区域の楽園を迫遥して転た健羨に堪へぎるものあり。吾入願はくは空しく嘆

　声を発するを止めて諸君と共に，努カー番当周の覚醒を促がし労働者の俘侶となりて贋謂r住宅問題」

　を研究するの心あるを楽しまん……。」

しかし都市を論ずるのは，結局はその住環境を良くするためなのである。やがて域は「従

来の住宅建築其他の欠陥」に付きその最も重レ・点として次の事項を指摘される。

　　その第1は「わが国の佐宅各室の性質不明瞭なること」である。

　　　　　「……将来複雑なる社会に活動す可き児童教育の上に不利なる箏。其一。何を以て之を云う目く，

　　　　1三体総宅に於ける各蜜の性質は夕に寝室と化し朝に食堂と変ず，伸縮臼在変化即妙一見非常に便利な

　　　　るが如しと錐も，何ぞ計らん画者に共通性を有するものは常に何れに向っても不適合なる意味を有す

　　　必ずや律ふに混雑不統一の結果を来し，食堂としても愉快なる食堂に非ず，寝室としても便利なる寝

　　　室に中るなり，吾人一生の大半を暮しEl夕起鰍しつある吾人の家庭に於いて常に混乱不統一の渦中1こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　システム　　　生恩せんか不知不識児童の教育に影響する所紗からず。他限複雑なる奮闘社会に馳駆するに当て組織
　　　　オルダハ
　　　と頓序なる単純なる分析法及び総合法に依りて明快に事物を処理するの善良なる摺慣を家庭に於いて

　　　養生するの機を失すというも敢えて過言なからん……。」

これは，結局室機能の明確化であって，プライヴァシ・一一の問題に少しも触れていないところに

梢々片思落を感は免れなレ・であろう。

　　従来住宅欠陥のその2は虚栄的な「医者の玄関前主義」である。

　「……堂々たる門構，魏々たる玄関前，瀟酒だる客室吾人固より之を嫌う者にあらずと礁も何ぞ知

らむ貧弱なる書斎と柵工生なる居室とは常に多く其内葡を裏付けつつあらんとは……願はくは醤人生

活の実質を充実せしめよ……願はくは住宅をして謙譲ならしめよ。斯くして庶幾くはわが燭民性をし

て玄関前に広くして奥行に浅き国民たらしめざれ。」

　　その3は，「旧来の住宅鑓造の附習木舗等に．拘シ琶すること」である。それは「嗜昧養成のJ：ll

から好ましくないのである。

　「……吾人入目の意志は臼出なり，嗜味は広汎なり，此有機体を収容すべき容器たる住宅は自由に

して広き意味を有すべきなり……蕩人は歴史を軽視する者に非ず，本割蔭より不可ならずと碓も記憶

せよ無限の「プロポーション」界に木割以上の木割の存在することを。……豪放：を好む者は豪放なれ

豊麗を好む者は豊麗なれ斯くして桃山を生じ，藤題を出せるに非ずや円くは住宅円味に対する現代を

してヨリ大胆ならしめよヨリ自由ならしめよ。」

最後1こ氏は重ねて「成金約往嫁広味」を↓ご（撃され，住宅の理想を述べられる。

　「……伸すに鞍璃破称の鶏冠を有する数丈のコンクリート塀を以てし，包むに低級嗜味の小阿蕩を

以てす……何ぞ瞑れ斯く「利［醐的」なるや……吾人圏より邸宅を宏壮にし居住を雅麗にするを種：ばざ

るものに非ず……只入ってぱ家庭の一員となりて眠り出ては社会の公入と為りて鋤く底の思想を以て
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　の　　　の　　　　　　　　　　　　　　　の　　　り　　　り　　　の　　　り　　　の　　　の　　　ロ　　　サ　　　リ　　　ロ　　　リ　　　　　　　ゆ　　　　　　　の　　　り　　　の　　　り　　　り　　　り　　　け　　　　

堅実なるβ三宅卿朱を瞬ミはしめよ……数代前に於て我家庭の臣入が嘗て媛を採りし簡じが辺に汝が子孫
　　　リ　　コ　　の　　り　　の　　り　　り　　　　　つ　　　　　む　　コ　　　　　ロ　　　　　　　　リ　　リ　　リ　　ロ　　ロ　　リ　　リ　　ロ　　の　　サ　　の　　　　　り　　り　　リ　　ロ　　リ　　ロ　　リ　　ゆ　　や　　り　　の　　の　　り　　　　　ロ　　　

をして闇幽せしめよ百年を経過して階段石の磨滅せる展繊乙持久的性格と永久的感念とを有する国民
ゆ　　　ロ　　　　　　　の　　　リ　　　ロ　　　　　　　　

性を洒養せしめよ。（完〉」（傍点原著1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤氏住宅改良雑感

　　また（2G）住宅改良雑感で後藤慶二氏は先ず『今の住宅は空地のやうなもの』と云われる。

それはある可き住宅に対する観念が定まっていないからで『根のない木』と同じことであり，

われわれは『先づその根を培』うことからはじめなくてはならぬ。それではその根とは何か。

すなわち『生活は根である』のだ。われわれにとっては「荏宅あ藪良癒粛三義セ生藩改良ぷ蜜

の　　　ほ　　　り　　　り　　　り

一義である。」「われわれの肉体がわれわれの精神の住宅なるが如くに，われわれの住宅がわれ

われの生活の住宅たる役目を全うしなければならぬ」しかし今臼の住宅は「全く姑息的な寄せ

集め」であって「藤洋館と日本屋とが不調和に取り合わせられた鶴のような住宅を笑ふ権利は

ない」『洋服に下駄穿きは笑へぬ』のである。「それを笑ふ入は大なる矛盾を敢えてして居る人
　　　　む　　　　り　　　　　　　　り　　　ゆ　　　　る　　　　　　　　り　　　り　　　ゆ　　　　　　　　の　　　　り　　　む　　　　リ　　　　ロ　　　　　　　リ　　　　コ　　　る　　　の　　　　　　　　　り

である。われわれの生活が先づ最初に笑はオtなけれぽならぬ」それゆえ「住宅だけが二重を脱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　ロ　　　リ　　　コしても何にもならぬ』『住宅を改良する荊に』「われわれの生活を改良すべきである。生活が捗
り　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　り　　　　ら　　　り　　　の　　　　り　　　　り　　　る　　　の　　　　り　　　の　　　　　　　　り　　　　り　　　む　　　　コ　　　　　　　　り　　　　り　　　り　　　　　　　　り　　　の　　　　り　　　き　　　　り　　　り　　　　　　　　リ　　　　コ　　　リ　　　　リ　　　リ　　　　　

貸せられたならば住宅のごときは手をつけずとも自然に改良されるにきまっている。……建築

家は須らく生活の改良に．その努力を向ける旧きである。」しかしながらこれには時を要するので

「改善の機運を促して」時を短縮するのが「建築家の勤めでないとはせぬ。」つまり『住宅から

生活へ』の途も亦存するであろう。そのためには『全体を整頓して紐i部に及ぼす』ことが必．要

であり，この場合の金鎚とは先ず都市である。「都市の改群群亦急務」なのである。ところが現

今を見ると無髭面極まるもので「番地というも名許り」だし「工区改正と称して……三角に断

ち切られた住居の残半が……其処此処に．醜骸を留めたり」　「道路改正と称して……路面が擁｛り

返へされて一面の泥田を現出」したりしているので，大風の時には「一隅から起つた火災のた

め……夜の明けぬ問セこ灰になってしまふ」のだ。　『都市とはこんなもの』であって良いか。つ

まり「都寮の整頓」は大前提なのである。それゆえその手段として「建築条令はなくてはなら

ない」ので『条令は都市改良の準縄」なのである。

　　　　「生活の改善は遠い，しかしたゆまず進んで達す可きである。

　　　　都市の整頓は近い，建築条令を布て着々実現すべきである。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　コ　　　　　　　　　　ほ　　　の　　　る　　　　り　　　の　　　　　　　　　の　　　ゆ

そして「何れも住宅の根幹であることを忘れてならない。さうして根（生活）を輩固にすること
　　　　る　　　　り　　　の　　　　り　　　り　　　　り　　　　　　　　の　　　り　　　　り　　　り

の急務を忘れてはならない。」とされたのであったll”』内1ま原著項目名。傍点筆劃。

　　上掲2論文は「予予建築」中住宅改良についてもっと明快な論旨を示し，かつまた当時の

改良気運の気持を明かにしているものである。そして他の論文も多かれ少なかれ岡様趣旨が述

べられているのでその代表例として長きを厭わず引碍したのである。そしてこの「住宅建築」

には，詳細に引くには足りぬまでも，大正中流住宅改善○方向がすでにはっきり見出されるの

で，この点も此書の交料的価値を高くしているのであった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改良の方向

　　そしてその問題の所在および問題のとり上げ方の性格とは

　　　　榮ほ　糖衣的観点，特に都市と結びつけて佐宅改良を問題に．する傾i向。（「住宅建築」中

　　　　　　　では（15）（20）（24）等に見～》れる）

　　　　節2　住宅改良と生活改洩とを非常に密着させ，特に生沼改良に重きをおく傾向。（［15）

　　　　　　　（17）（18＞1231等ltこ強㍉、）

　　　　第3　二重生活の三脚を根．拠として住宅洋風化を推進する思想。（（16）（17＞（18＞（23＞等に強

　　　　　　　い）

　　　　第4　住宅の各部の改斑と技術一般を重罪する思惣t。（｛16）その他いつれにも見ら；1「しる〉

として良いであろう。上2項は主として形而上の観念的問題，下2項は具体的問題としてとり

上げられているが，本来なら奮接すべき2者が，比較的分離された形でとり扱かわれているの

も，大正期の…つの特徴としなくてはならない。

　　さて，第1項は，居悶中心形の成立のi｛（’1－Lt，ISからは中心をはずれる。また前節にも導く概i…i各

ながら触れたので，　以下，第2項以下を呼・心として「建築雑誌」「住宅」等に目をひろげつつ

大正期改爽運動の前主1ム，大体大／［E　7，8年頃迄の具体像1，c触れてゆき度いと思う。

米沢ll了住宅改爽勧告

　　その前に，大正6年という∫七絞的早い時代に，学界の中心的な方々が海来控宅の改良1こつ

いて打ち出された興味ある一・資料を，ここでとり上げて置きたい。それは大正6年5月i．1｛形県

米沢市の3分の1を焼き払った大火災の後，同地出身の伊東忠太・中条精…一郎・依野不ll器の諦

灰が立案・建議されたもので，建築雑誌6年8月「米沢市火災後の新家屍」に収錆セされている。

　　これは次のような4章と二階から成るものであった：。

　　　　第1章　緒　　論　　　　　　　　　第5毒　対寒問題

　　　　簾2章　間　　取　　り　　　　　　第6章　実施方法

　　　　第3章　防火設備　　　　　　　附　　布区改正と家門

　　ここでは特に虚幻すべき点のみ挙げるのであるが，緒論はすべて7項日からなる。そして

その第2，3，4項で，改良さるべき対象としての火災以蘭の状況を次のように述べている。

　　　　　「（煎略滋｝こは主どして飛竜家の住宅について云はんに，……其主要なる腸室は彪大なる灘角形の聖間

　　　を従横に凝して四室を作り，其中心に柱を建て匹感蓬糠i続て連環す。すなわち所謂武家造の主殿の型を

　　　踏襲するものなり。而して膳部・戸σ）口・台所等之に附属するの状は亦往古の寺院の庫裏に似たり。

　　　而して其屋根は茅・藁又はコケラの如き植物性の材料を以て敬いたり。其状貌は全く原始時代の遺風

　　　　を示し遥か｝こ繊雲大社の形を偲ばしむ（下略）。」（第2項）

　　　　　「蓋し米沢往時の状態は一市一家の如き観あり，訪客案内を請う箏なくして随賭人の家に入るを以
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て常習とし，誌ぜられて客間に至る疇は家人常住の房室を通過し，或は藩し浴場，便阪等に行くとき

は其膳部・台所すらも貫通するを普通とせり。（下略）」（第3項）

　「米沢に於いてはIH時日用の飲食物を自給するの風あり，……之がために台所の大を要し，土間の

広を要したり。……又冠婚その他の儀礼の如きも皆自家に於いて之を弁じたるを以て，彼の広大なる

数室を連続するは必須の設傭となり来れり。」（第4項）

そして次の第5，6，7項では，「悠揚として迫らざるの風ある」「斯の如き問取りは」「田園の問

に，住ひ悠々として平和なる生活を送る場合には甚だ適切」であろうけれども「今や社会の生存

競走激甚を極め」　「毫厘の利と郵建も之を追って及ばざらんことを憂」えるような現代では「武

陵桃源の夢を貧」るのに同じである。そして「今［1の新生活に適する新住屋」が必要であり，

そのための緊要問題として「感取り・防火設備・ヌ寸寒問題」を次に述べる，とする。

　　第2章「間取ip　］はすぺて3項からなる。その第1は概論で「一は以て建坪を滅じ工費を

省き，一は起居の便と動作の敏捷を計」るために「間取りの緊縮」の要を説く。第2項は中心

となる項だが，従来の40坪程の間取を基にしてその改造の場合を説くのである。　その全文を

不そ）。

　　　い　大体に於いて著しく間取りを緊縮せるも，旧来の間取りを激変するときは戦跡上多少の不便を免

　　　　　れざるべきを以て，事情の許す範囲に於いて旧間取の意義を存したり。

　　　ろ　墨黒の大きさを減じて数を増すことを努めたり，擁えば茶の間・膳部の従来エ0帖，8帖のものは

　　　　　之を8帖，6帖とせるの類なり。

　　　は　事情の許す限りに於いて小児室を設けたり，従来は特に小児のために室を与えざりしが，斯の如

　　　　　きは今・日に於いて適嶺に非ずと認む。

　　　｝こ　虜室を干潮して他室に行くの風を金廃せり。

　　　ほ　輝国は玄関に近く，居聞は奥深き位置をと1）たり。

　　　へ　従来の住居には橡甚だ少し，橡は不経済なるも硬利上欠くべからざる場合には之を設けたり。

　　　　と　蔀に関しても亦之に同じ。

　　　ち　含所土間は最小限まで之を緊縮するを要す。

　　　　り　押入・戸棚は多きを厭はず，鴨思上の小壁に押入を取るは便利なるべし。

　　　ぬ　建坪肪坪以上の家にては下碑室を設けたり，　若し下口なきときは之を小児室その他に転用すべ

　　　　　し。

　　　る　建坪25坪以上の家には2ヵ所に便所を設けたり。

　　第3項は建築費についてであって，Jl述のように緊縮すれば，建坪1割の削減ができる。

そして新家屋は屋根のトタン下等を考えて，　坪5円増の45円とすれば，大体新賑建築費は算

額とな：る事を述べるのである。

　　第3章は「防火設備」で9項畷からなるが，すべて屋根の不燃化を説いている。そしてそ

の材料として「瓦・石淋板・天然石板・大和南（スレート瓦）・亜鉛弓i鉄板・松沢スレt一一ト　，」に

つき各々の性質を説明し，瓦か石綿板が良いけれども「石綿板は地方外の販売品なること，瓦

は之を地方の一産業となし得る事」等を考えて瓦の使用を勧めるのである。

　　第4章は「対寒問題」で8項目から成り，1．在来住宅の非防寒的なこと。2．米沢の気候。

3．米沢の雪。4．軒先の凍害。5．屋根瓦の問題。6．媛房法として炬燵の廃止と，火鉢・「庵気
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炉」・温突・ペチカ等のすすめ。7．炉について．8．建具について述べている。

　　第5章「実施方法」附則「市区改τ！三と家屋」は，大正時代「住宅社会化」の好資料だが，

ここには略す。

　　以上に於いてわれわれは，都会地一といっても地方的都会の住宅についてであるが，当

時の学界の住宅改良思想のあり方を知り得よう。

　　すなわち，防火の閥題はやがて大正9年の学会大会テーマ「建築物の災害防Jklにつなが

り，また「対寒心題」も後に見るように，技術的な観点から住宅の改良を促した最大の根拠の

一つであって，これがここに早い姿をあらわしているのだが，特に「間取り」の改良では

　　　　1．規摸の大より質の駈上

　　　　2．室のプライヴァシー一の重視

　　　　3．子供室の重祝

等，先に見た大肥時代住宅改良の根本方針がすでに．ひびいているのであった。

　　そして資料的な葡としては，これをもって直ちに東京のような大都会セこ押し広げることは

できぬとしても，25坪という規模で，女中室の有無，便所2カ所の孝f無，の規準としている点

に，齋時の中流住宅の下限の位置をうかがい得るであらう。

佳宅改食と生活改夏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅改良会と機関誌「住宅」

　　上述したように，大正時代の住宅改良では生活そのものの改良に対す熱意が極めて璽く浸

みでている。そしてこの観点から居闇中心形4［三活思想の脚粥を追おうとする時，われわれの屠

前には豪時の中心的文献資料として，月刊「住宅」が大きく浮かびよって来るのである。

　　この雑誌は，大正5年8月・号を第1号として，住宅改鐘会の機関誌の形で発行されたので

あったが，住宅改良会の主宰者は，露時開店醐治42勾：三〉後数年になる「あめりか廃」という

…住宅建築事務所の主入，；濡にi信助氏であった。橋iコ信助磯の履歴については，氏が米圏に遊

学，帰朝後薩ちに「あめりか屋」を創業された以外に，現在の筆：者は明らかにし得ぬが，かか

る事情からも下せられるように，発刊当初の「住宅」は「あめりか屋」の宣伝的機関誌以外の

何ものでもなかった。そして筆者の通覧し得た大正年10年迄。の「住宅」には，引続いて「あ

めりか屡」帰帆誌の匂はつきまとっている。たとえば，各号中実例として紹介される底心の大

部分，いなほとんどすべてが「あめりか屋」設計施工というように。

　　しかしながら，当初会主の意図はいかがであれ，一応「住宅改良会」を設立し，その顧問

に．，当II寺の高名建築家

　　　　工学博士　塚　　本　　　靖　　　　早大教授　圃　沼信一郎

1）東大中央1箔欝館所蔵，！0奪以後欠．
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を招ぎう，その他のいわゆる名士130余入を賛助会員とし，その機関誌として出発し始めた時，

この雑誌は単に一住宅事務所の宣伝雑誌に止まらず，ひろく当時における進歩的住宅改良運動

の公器としての性格を次第に濃くしていったのであった。それはこの月刊誌の発展と，内容か

らうかがうことができるのである3）。そして，かかる宣伝小冊子を，社会的公器にしたものは，

当時一一品評住宅関係雑誌の皆無だつた：という事情，また会主橋口氏の住宅改貴会細織という着

眼点もさることながら，結局，当時における住宅改良に対する社会的気運の強さとなし得るで

あろう。

　　また「住宅改良会」そのものについていえば，その最大の事業は「住宅」を発行すること

だったので，　大正10年までにも住宅関係競技設計やまた展覧会への住宅模形等の出品を行っ

ているが，対社会的活動はすべて「住宅」に発表されており，「住宅」を離れての活動は殆んど

みられなかった。この点後の「生ミ今生．謝瑚盟会」⑲年発会〉などとは大分性格を異にしていた

のである。

初期改良意魏、

　　さて雑誌「住宅」はかかる事／｝勃、ら全体的に見る時，住宅洋風化を一つのテr・一マとしてい

るのであるが一そしてこの点は居問中心形を追うため単特に都合が良いのであるが一やは

り社会的な進運を反映して，大正9年以前は確とした居開題心形への方向性は闘まらず，改良

形住宅としての中廊下形が紙上を飾るのみで，一一般の改良意見は極めて漠とした内容を示すの

みであった。

　　たとえば「住宅」創刊号巻頭に橋口砥は云う。

　「ゆえに住居はE｛常の便利に加ふるに永く往て趣きあり，住み心地良くして飽がざる事に意を用ふる

は勿論，来賓の心に快感を与ふること｝こも注意せざる苅からず。しかるにi臼来の1ヨ本家崖は此趣味の上

に於て醐か採るところあるも，便利の上に於て大いに欠くるところあり……」（但し・具体的事例なし｝

2＞　「住宅」大正5隼8月号．後｝こ佐野利器博士も加；i）る。

3）　「自宅」の発展。5年8月，この雑誌第1莞｝は表紙共エ2頁で発秘されttこの年の終りには，20頁程の小

　Kl　］しであって，こ．の姿は，6，7年にかけて変らぬ。しかし8年になると，30頁になり，6月目からはギッ

　　シングの小説が詔鳴きれ，蝋屈欄なども設けられるようになり，9年，10年には，40頁，50頁になって，

　大亙E時代の雑誌としての独立控がはっきり見とれる。10年末の，新春号からの予告に「……北米のハウス

　　アンドガーデンを凌ぎて，新ナニに交化附録を拡張し，小説・童話・詩歌・論文を講載して，清新なる読物

　を提供し……以てレデース・ホーム・ジャーナルの莫面蟹を発揮せん」といっているのは，当時この種の

　雑誌が極めて少かったことから見て，単に全くの宣伝のみと見る瞬きではない。

　　公器としての性格。若し「アメリカ遷」の宣伝誌だけであるならば（この性格はもとより色濃く持って

　いナこが）一戸建住宅のみが問題になる可きであるが，時勢の推移にしナ乙がつて，その時の焦点たる都甫の

　悶題・都市住宅等に麺めて大きな紙面をさいていることは，8年10月f共同住宅」号の襟夜妻からもわか

　るであろう。そして，会主橋口氏の論調などにも，かえって儒宅事務所経営と矛腐するような言葉が見ら

　れるようになるのは，興味のあるところで，公器的｛生格をこの点からも見出すことができる。
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　　また岡母上，住1宅改良会顧問塚本博＝ヒ「照本に於ける住宅問題」の所論も「住宅の猛宅た

る要件は住むに便利で，安全で，衛生的で，しかも住心地宜しいという事でなければならぬ。」

傑体的箏例なし）というように。そしてこのような例は枚挙の暇がないのである。

　　しかしここで注意しておかなければならぬのは，たとえいかに概念的であるにせよ，「住む

に便利」ということが真先に打ち出さ貴％ていることで，この点にわれわれは大了｛三時代の進歩を

兇出さぬわけにはいかぬ。明治時代では「倥むに便利」という概念そのものをも余り見出さな

いからである。そしてここにも大正時代住宅改良運動の対象が，いわゆる中流住宅へ集中しは

じめて来ていることをうかがうことができよう。

　　それではその「便利」というのはいかなる事なのか。この点になると，改良運動前半では

余り判然とはしていない。それは蔵ちに「台所の動作」など極めて部：分的・即事的なことに結

びつき，「㌫｛父住宅の不便さ」そのものが往宅改良の場で余り問題になっていないのである。そ

して上述のような漠然とした「不便さ」や細部的問題以外のr白三来住宅批判を探してゆくと，か

えって

　　「日本婦人の特質は何：駆に．も控えめな優に．柔しいつつましやかな点にあると思います。……

濡花・茶湯・弾箏などは永久に保存したい」4）だとか「日本に．て洋風を用ふれば人問が弱くなり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　候評というような在来住宅擁護が国につく位なので，当時の「住宅」中での在来住宅批判のま
り　　　の　　　リ　　　ロ　　　リ　　　り

とまったものは，医学博士瀬川域「「1本家憲の欠点」（「住宅」8年1月謝とか，在日外人建築家

として著名なヴォリス氏の「日本住宅の5大欠点」（「住宅」8隼7月鰯

　　　　1．安全の点……基礎の改良，筋違・防火設備の必要

　　　　2．健康の点……外部に而1しない室の全廃・床就寝の不衛一三

　　　　3．娯楽設備の欠除

　　　　4．　室．機能の不明確……各自1ζ：∴一興の必．要

　　　　（5．　は住宅改良の緊急事たること）

位のものである。

　　つまり特｝こ社会一般の水準では，在来住宅と現実生活との矛瞳は，齋時，必らずしも強く

認識されていなかったことを示しているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　張氏「わが国将来の住宅建築」

　　それでは学界においてはいかが。われわれは当時の中流住宅論として最もまとまったもの

を大正6年張菅雄民の卒業論文t’）に．兇出すであろう。　この年の東京大学建築学科の卒業論文の

課題は「わが国将来の住宅建築」と定められ，「就中三門のものせられたる一篇は主意も徹底し，

4）　「住宅」大正6年1月母，衆議院議畏夫人岡崎ふき子．

5）　「住宅」大正6銀11月暦，陸軍中田堀内文次郎．

6）張　蕾雄「わが将来の住宅建築」：建築雑誌，大正6年，368・369．
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其行文の荘麗なる」　「近来稀有の作」と伊東博こヒの推賞されたものである。われわれは後にも

この論文を多く引くであろう。それゆえ概略をここに明らかにしておき・たい。

　　張氏の論文は普通原稿用紙でおよそ100枚余。次の16節からなっている。

2．緒　　論

2．東西文明の折衷について

3．我閣の地勢風土

4．我圏民性と美術的好爾

5．日本建築の特質

6．歴史的研究の必要

7．日本住宅の歴史　　　　似上8月号）

8．住宅の説
9．将来の住宅建築と二重生活

10．構造上より見たる鉄筋コンクリート住宅

ユ1．美的方面より見たる鉄筋コンクリート住宅

12．将来の住宅に対する希望と在来住宅の欠点

ユ3．住宅各部の研究

14．　媛房と通風

15．　中流住宅｝こ要するKtl　．％

エ6．結論　　（以上9月号）

そして第7節迄が序論であって，全体の6分を占める，

では，その12節に見られる「在来住宅の欠点」を抜く。

本論は以下16節までの4分だがここ

　プ　ラ　ン（全体として）

　、従来の我国住宅は主人に厚くして婦人子供に薄きがごとし，是我国民性と家族主義との然らしむ

　　所ならむも，筍も新時代の住宅はそが家庭の容器たるを自覚して，主人子供妻子平等に自由と権

　　理とを与えざる可からず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1）

　、今迄の住宅建築は「子供」といふことを念頭に措かぎりし如く，一室又は数室の完全に子供に附

　　与されたるものあらず，「子供」が「将来の自己Jr小さき自己」にして，やがて重任を双肩に担

　　ふて立つを思はば，その教育も亦忽にすべからず。他の方面｝ζ於て少しの不自由を忍ぶも子供に

　　は充分厚かる照し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　、日本在来の住宅は客に厚くして己に薄く，これわが圏民の美徳にして爾ぶべきの至りなりと難も，

　　常に居住すべきおのれが，非衛生的不完全なる部屋に甘んじて，蒔々来訪する客の為めに常にそ

　　の最も良き部分を提供して顧みざるは，室の経済上より云ふも妙ならず，且つ余りに己れを知ら

　　ざるもの，よろしく住宅本来の目的たる居住三に重きを麗きて，客の観賞を欲してi塾からを偽り，

　　他を欺くの愚をなす可からず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

一、在来の住宅には，室の明らかなるもの少し，書斎と客間の兼用は可なり，朝に食堂となり，夕に

　　寝室となる，或いは居室たり，或いは談話室たり，仰縮自在応用ままなる平面は，一見便利なる

　　が如しと雄も，却って各室の性質を具有せざる可からざる破日に陥り，鶴的となる憂ひあり，須

　　らく各室1こは各々その優的用途あらしめよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

一、今迄の公開的・開放的なるを今少しく秘密を保ち得る様にせざる可からず，家族主義と欄人主義，

　　そこに欧風と国風との椙違は生るぺけれど，新しき生活は各室が完全に秘密を保ち得ぎる可から
　　　　の　　　サ　　　リ　　　リ　　　リ　　　リ　　　　　　　り　　　　　　　サ　　　リ　　　リ　　　リ　　　ロ　　リ　　　の　　　り　　　り　　む　　　り　　　　　　　リ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　の　　　り　　　む　　　リ　　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　り　　　の　　　リ　　ロ

　　ず，隣室のささやきの襖越しに聞ゆるは未だ随ふうべし，珍客を響応するに際して，膳椀の根国
　　ロ　　　リ　　　サ　　　リ　　　サ　　　リ　　　リ　　　　　　ゆ　　　の　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　の　　　ロ　　　　　　む　　　り　　　　　　　ウ　　　サ　　　リ　　　リ　　　の　　　り　　　リ　　　コ　　　の　　　　　　　　　　　ロ　　　サ　　　　　　　り

　　るる音の聞ゆる如きは，赤面すべきの至りにして又客への礼にもあらざる可し。　（5．傍点筆者｝
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　一、一室より他室へ通ずるに室を以て逓路にあっるが娘き，殆ど蓋としての用をなさず，宜しく此点

　　　を改む可し。住宅のプランに於て各室の連絡を至便にするは，平凡にして最も緊急なる箏なる可

　　　し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥

　　　（次に氏は外観・庭園について述べられるが，庭園を「家庭の運動場」として土俵・テニスコート

　　　等σ）設鐙を希望している以外は省略して良いであろう。）

上掲においてわれわれは「わが国将来の控宅」を論ずるに際して，本諭がわずかに後半4

分に過ぎぬ点，また在来住宅の欠点の指摘が本論の後半にわずかに論じられる点，またその欠

点中，たとえば具体約問題として最も重きをおいて論ぜらる可き「プライヴァシー」の問題が，

上に新しい生活が諭じられながらも，接客時の罫礼を根拠にしてとり上げられている点，そし

てそれら全体をひきくるめて，かかる内容を有する住宅論が当時もつとも優れたものと遇され

なければならなかったところに，当時の住宅観の位羅を具象的に把握し得るであろう。そして

上掲6項の欠点中，その主要な3項回が生活にかかわる問題であるところにも，先に繰り返し

述べてきた，住宅改良と生活改良の問題の当rl寺における密接さを思い隔ることができるのであ

る。

　　つまりわれわれは，当時における在来甲羅批判の比較的な薄弱さ，それにもかかわらざる

住宅改良への意欲の激しさ，を見る時，大IE期中流住宅改良運動の真因が，具体的現実的な生

活の問題から発しているより，むしろ，ある旧き生活，新らしき生活を観念的に求める石：二会的

’気運から発していたことを，更めて知らされるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活の改良

　　さて，住宅改良の場における生活改良の璽視は，先に引いた後藤疑馬持「住宅の改良は第

2義で，生活の改良が第1義である。」の断欝にも明らかなように，当蒔の住宅改良論の特徴的

性格である。たとえ．ば「住宅」誌上でも辰野博τIIπ：は「（住宅6父良の根本方針として）何よりも先

ずわれわれの生活の必然要求を窮めなければならぬ。」7）といわれ，また上掲平氏論文でも，「建

築と生活との関係より之を兇るIC．わが国の住宅建撫まわが国将来の生濡形式によりて定まるに

非ざるか。生活は根本にして建築は枝葉なり」（第1簿〉の語を見るであろう。われわれはかか

る当時の思想を引く一一々の繁に耐えぬのである。

　　しかしながら，「ある可き’生活」の藷は嫡単であっても，それを具体的に建設することは難

しい。生活は概念ではなく，ll：｛常座臥の生活行為の中にはじめてあるからである。そして観念

的にこれを追ってゆけば

　　　　一、将来の住宅建築といふことは社会百般6）文物に関する大問題にして，その本質に於て却って建築

　　　　　家の間際に非ぎる箏。

　　　　一、ゆえに樗来の住宅建築を論ずるも侮の益なし，されば之を論ずるの無鐙なるを論ずるの結果とな

　　　　　　るべしs）。

7）　　「右溢宅」ブくi三5ftf三10月｛｝．

8）張氏論文結論申より
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として住宅改良そのものを放棄するか，または

　　　　　「つまり人として最も近い者は最も寝室に近い。それから段々入としての麗係が遠くなればなる程

　　　　寝室から茶の間の方へ行き，茶の閲から居間へ行き，居閥から書斎へ行き，書斎から客閲へ行く。商

　　　　人なんか玄関先で堺をあけてしまうということになります。しかし，そういう円月が人間の相亙間に

　　　　無くなって，われわれが，寝室といわず，居聞といわず，客間といわず，一室しかない唯一っのホー

　　　　ルという屋根と壁とがあるだけの家，総ての人が来て，或いは隔の無い話をし，或いは用を弁ずるよ

　　　　うな生活状態を実現し得たならば，それは人間として最も幸福な現れでなければならない。悲しいか

　　　　な今のわれわれ1こはそれが出来ない。けれども理想からいへば・…・・。」9）

というような葬現実的空想的なものにならざるを得なかった。これもつまるところは，現実的

な住宅改良の否定でしかないのである。そしてむしろ，われわれは，たとえば三角女史の「住

宅」誌上での発言「住宅の改良は先づ家長の心掛けからはじまるので……弟の家では家へ帰る

と東洋主義であるとか云って，寝転んで足を投げ出して靴下を脱がせたりなんどしている。そ

れではどんなに奥様が方法をお考えになっても駄目」10＞というような方向に，真の生活改良の

方向を見出すので，家庭では容易に暴君たり得た当時の男性建築家＝当時最高の知識人は，住

宅改良を求めながら遂にはその否定にいたる程生活改良を観念的に重縄しながらも，その具体

像の建設には失敗したということができる。

　　それでは，このような生活改良は何処から発生しはじめたのであったか。当時もこの点を

建築家が忘れ去っていたわけではない。大正6年のはじめ，すでに橋口信助氏は次のように述

べている11）。

　　　　　「（従来は日本σ）住宅は家族主義であったが）所が近世に於ては科学の進歩に伴って交逓機関が非常

　　　　な発達をなした為めに，今迄東海の一孤島に二千有余年の長い家族的隣藁を続けていた日本も，遂に

　　　　国境を撤して世界的交渉を開始するようになった。其結果盛んに泰西の活物が輸入され，進歩した社

　　　会組織が移植されて，これ迄はただ無意識に家族主義的見解のもとに束縛されていた各個人の自我が，

　　　　漸次生存の莫意義を自覚して各々新たに独立的精神を懐関するに至った。これ実に時代思潮の一大転

　　　　換である。

　　　　　かくして現代に於てはすでに過去の家族主義的感念は余程薄らいで新たに釣人主義的感愈が各自

　　　　の精神界を支配するに至った。現代に於ては従来の家族主義の焦点ともいうべき親子閥の関係すら非

　　　　常に畠由に解放的になって，親がみだりに子の自由を束縛するようなことは殆どなくなってしまつ

　　　　た。すなわち自分の子と雄も，立派な一掴の独立した人格者と見倣すようになったのである……。

　　　　　（今後の住宅問題としては）各個人の入格的独立と同様の意味で各室が各々独立した任務を果たす

　　　　ように設計される傾向を生じて来たのは現代住宅建築の一大進化としなくてはならない。……」

　　そしてこの場合，新たに家庭内で「旧格を認められ」そして具体的に住宅平面において重

く遇される画きは，すなわち婦入と子供とであった。

9＞1⊥1崎静太郎「文化生活より人の生活へ」：大正エ0年，学会大会講演，建築雑誌，大正10年416号．

10）常盤松高等女学校長三角錫子「億宅の改良は先づ家擾の心掛けか舅：「住宅」，大正6無5月恐．

エ1＞橋口儒助「日本住宅に現れ江る家族主義・二人主義」：「住宅」，大正6年1月号．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婦人・’子供の社会的・位羅の｝驚上

　　さて，婦人・子1共の社会的進出ひいてゴ也位の向上は，明治末から大正期一杯をかけて，社

会一般の趨勢である。今，これらの中，特に社会の表層に目立つたことを挙げると，

　　　開治40年に・は福田英子女史によるわが国はじめての婦入解放運動機関紙「世界弓張人」

が発刊されている。　これは久しからずして終ったが，44年には，「元始，女性は実に太陽であ

った」という有名な巻頭言をもつて，女性文学者の集りであり，「新らしい女」の出現として注

属された「青踏社」および「育’踏」の誕生が見られる。

　　またこの年に．は帝国劇場がll｝」かれ，新しく教育された女優陣が進出する。大正時代を通じ

て⊥中流夫人に「今；：IR意帝劇，明円は三越」というような時代が来たわけである。またこの薙

には，わが国で始めて，イプセン「入形の家」が上演されたのであった。　しかし，その翌45

年，同じく文芸協会のズーデルマソ「故郷」の公演に際しては，マグダが父親の命令にしたが

わぬ点が「教育勅語」の趣鰍こそぐわぬという理磁で，上演禁止問題が起つた程であって，婦

人解放は必ずしも平坦な道を進んだのではない。

　　しかし婦入解放の真の階梯たる経済的自立の道は次第に．開けて，教員とか，また当時雨ら

しい社会的サロンとして注回される「喫茶店」の給仕とか，演劇・小女歌劇Gl；塚大正2年）等

に進出しはじめ，下の方からも社会的な身分を確保しはじめていた。そしてその表／強こは，大

正8奪，後に婦入選i挙権獲得学園1こつながる「新婦人．協会」（平塚雷’鳥・奥むめお・了1了川房枝女

史等）の設立があり，10年には「婦人を無智と隷属におとしいれている一切の圧制に対して宣

戦す」の1置言のもとに，山川菊栄女史らの社会主義婦入団体励磁1会」の結成が兇られる。そ

して10年には，羅針紛運女史の出奔事件が一世を衝動したのであった。（なお女性がいわゆる

職業妬｝入として，女：〔：員，演劇関係上以外に．抜き難く進出するのは，　大正12年の関東大震災

以降のことである。）

　　一方子供の祉会的位置の向上は，上のように簡単に．見ることはできないが，試みに義務教

育以上○中学校・高等学校・高等女学校における総数・教員数・生徒数の明治40年から昭和5年

迄の表を作って児ると，鑛5表のようになる12’。そして生徒数の増大は，もとより社会的な必

要からであることは勿論だが，岡時に家庭に．おいて子供の教望ぎに意を払ったことの証左であり，

これは子供の社会的位羅の向一i二の今川：と逼ることができ’るであろう。そして上掲の何れもが，

申学校では大正10イ｝三から15年の閥1こ，高等女学校では大正5年から！0年置問に．，高等学校で

は5年・！0年・15年と，それぞれ2倍近くの飛躍的増大を外せているのに気附くのである。

　　そして社会的表／爵1・こ表れては，大正7隼以来の鈴木三重吉氏を中心とする「赤い鳥」の児

童文芸運動を挙げなくてはならない。もとよりそれ以衝にも，たとえぽ岩谷小波の作品のごと

き，児童向きのものがなかったわけではない。しかし「赤い鳥」以降，児童のために作暴を作

ユ2」「学劇80年史」　文部嶺，「沼和29年3月置．
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第5表　大正蒔代に於ける教育の飛躍的発展
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　　　．i
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8　1　357

17　i　674
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32　i　1，418

4，888

6，586

6，346

エ0，266

18，le7
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ることが，「男子一生の仕事」として考えられるようになるのであって，この一事もまた，当時

における「子供」の社会的位置の向上を明らかに物語っているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅への反映一1（子供室）

　　さて，その住宅への反映は，当然第一一に，主婦室・子供室の確立の要求につながり，或い

は主婦の座の向．ヒに伴なう「一家乙津」という生活．概念から，唐聞の重視へ．進んで行ったので

ある。

　　まず子供室については，既に引いた後閑女史の「理想的住宅の構造」（大正4年〉中すでに

その方向性を見せていた。しかしその位置は，青年期に達した男女以外は主婦室で良い，また

老人室と兼ねて良い，と云う程度である。そして5年の「住宅建築」中，その（！4）から（29）の

倥宅改良論中には，ニュアンスとして子洪の重視は何れにも感じられるが，いまだ明瞭に強い

ものではない。ただ各論中（39）に「児童室に，芽莞て」という論文があって，しかもその著者三谷

氏は，建築家ならざる医家だつたのである。この辺に当時の子供室の位置が明らかに見得るで

あろう。

　　沃の論文は

　　　1　住居の効用

　　　2　児童と成人

　　　3　児童室の条件

　　　4　日本の家屋は児薫を眼中に置かぬ観あり

　　　5　児童を中心とすること

　　　6　疾く実行せよ

の6項からなるが，項国名から想像し得る程度の内容であって，児童室の条件にしても，欧米

住宅建築中の理想的児童室の紹介のごときものであり，また「児童室を中心とすること」とい

っても，「児董室は」というので「住宅全体を」というのではなかった。

　　しかしこれより後，子供室について語ることは住宅改罠論の通例となってゆくのである。

たとえば雑誌「住宅」中でも，　先に和風擁護の例として引いた岡崎女史も岡所（大正6年1月
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号）で，「子供室については，子供を大切にして甑隔でも一番季姓的な東と南を受けた2；砦の

西洋問を使回している」と述べているし，かような例は引くに暇のない程である。

　　そして7年になると，先に引いた張氏はその在来住宅批判の第1項に，「従来のわが国佐宅

は主人に厚くして婦人子供に薄きがごとし……」第2項に「他の方薗に於て少しの不自由を忍

ぶも小供には充分厚かるべし……」としてこの項全部を子供のために割かれたのであったし，

また9年には，「建築と社会」の1・2弩号にわたって，向井章氏は「子洪本位の住宅」なる一

文を掲げられるのである。この内容にはほとんど子供の事は見えない，その限りで題名はふさ

わしくないものではあるが，しかし，題名だけにせよ，「子供本位の住宅」なる概念の発生して

いる点は特に注｝豆1すべきであって，時代は，5年の「児童室は子供本位」から「住宅は子．洪本

位」までに推移して来たのである。このような概念はわが国全住宅歴史中，未曽有のものであ

ったのはいうまでもない。

　　そして9年，「住宅」10月号は「楽しき小供室」の特輯号として発行される。　その巻頭に

いう。

　　　　　「……行儀が良いとか大人しいというのは純白な小供心に大人の濁った・さを落した，1舅紙にできた

　　　汚点の様なもので，自然を無理｝こ慮げた斎警果である……。というのは全く心の世界を好理にした大人が

　　　小雨に二1「・渉し過ぎるからだ。これは大人と小時が余りに接近するから起るのである。だから小供には

　　　小供の生活に添う爽快・快適な室を与ふ可きである……。大人の義贅は小供に干渉することよりも小

　　　供の自然を害はないことにある。甲羅に整を与ふることもこの観愈から割譲しなければならない…。」

われわれはここに於いて，従来子供に義務を強要した大人が，逆に子供に双する「義務」とし

て「子供室を与える」ことを要請されているのを見るであろう。

　　そしてこの号には，外に「必要なる小供驚」橋ロイ福助，「楽しき小駅窯」東京高工教／受秋保

安治氏等の論説があるが，もっとも具体性あるのは，医博瀬川氏の「良い室とよい設備を与へ

よ」である。

　　氏は従来の日本住宅の「接客尊重」　「襯賞本位」の性格を「われわれ医学者の立場から云

へば書語岡断」と攻繋され，

　　　　　「小男が多くii乎吸器病にかかるのは従来形では，換気は良いが，冬はひどく，衛生的見地から，冬

　　　期風邪に冒されぬものは絶1羅である。先頃の流行性感冒に際して我々医学者の経験に依っても，日本

　　　家屋では到底満足なる防北手段も及ばないので，遂にあの惨害を極めナニ……。

　　　衛生を主とした私の考案の小供室は臼当り良き所にゾ。ランダを設け，それは1賄の橡に3尺盤を入

　　　れたもので，乎摺をつけ，ガラス戸（許されるなら2重）をつけた，南向きの臼当り充分なもの…」

を勧めたのである。

　　以⊥においてわれわれは，家庭内における子供の位置の正しき理解と，もっとも現実的な

三二室のありようが，大正時代住宅改」蔓期において確立されているのを見るであろう。そして

この後の問題はその実行だけになったのである。

　　しかしこの後，　室数4・5室の中流住宅で子供室が現実に確立されるためには，一般社会
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的な見地からすれば，　非常に畏い時一一敢えていえば今次の大戦後まで一を要するので，

かならずしも忽ちになされたわけではない。

　　なぜなら大平洋戦薦の中流住宅の代表的平面形である「中廊下形i」では，室機能は必らず

しも明確ではなかったからである。　そして4・5室程度の規．模で子供室を確立するためには，

どうしても，室機能の明確化を必要としたからである。このように考えると，子供の家庭内位

置の向上も，当時における住宅洋風化の大きなモメントであったことが理解されるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅への反映一2（主婦の場合）

　　さて，家庭内における婦人＝主婦の座の向上は，子供の場合と違って，住宅への反映の仕

方は複雑である。それは単に「主婦室」の確立などではbい切れぬ。　現実の室数4・5の住宅

で「主婦釜」がとられるなどということは，むしろ観念的なあり方に過ぎぬからである。いな，

「生活を改良し・住宅を改炭する」という大正期住宅改良そのものが，その大半は家庭内の主

たる生活者たる主婦のためになされたといって畏いのであるから，主婦の座の向上の住宅への

反映を論ずることは，大正期住宅改良運動そのものを論ずることにつながるであろう。

　　しかしそれはそれとして，特に濤立つた方向を上げることはできる。

　　その第1は，住宅を「便利で衛生的にする」kめの具体的な一切の方向に見られる。たと

えば「台所」の改良である。これは大正時代住宅改良運動では実にしばしばとり上げられる現

実的闘題であるが，このように強く主婦の生活面に関係ある住宅部分の改良は，そのまま主婦

の座の向⊥の住宅への反映以外の何ものでもなかろう。しかしこの事については当時の具体的

な住宅の前進として，後に項を軽めて述べたい。

　　第2は，特に主婦の座の向一1：が住宅そのものの性格を変化させる方向へ向つた事象である。

上の住宅各部の技術的改良は，住宅を「便利に・衛生的に」をよするが，住宅の性格そのものを

変えはしない。しかし，第2項に属するものは，生活思想の変化から，住宅観そのものをゆり

動かし，より款らしい方向へ住宅史を押し流すのであって，新らしい焦宅様式の成立に．は，上

項より重く働き掛けたのである。本節では特にこの面につき触れたい。

　　さて，この方向で一番はじめに目につくのは，「主婦室」の：要求である。「婦人子供1こ薄かっ

た」（張氏論文）在来住宅に対し，主婦の座の向上はやはり主婦室の設置要求として現われる以

外には，その道がなかったと考えられるので，たとえば離掲後閑女史の主張も，主婦室につい

て特に重く述べられている。しかし，その性格ないし機能は，家庭内における主姉の位置を反

映して，「主婦の個入的休息室」というようなものではない。傭人の監督に便利な位置とか，

裁縫用の次の問を持ち思いとか，主人や子供も来るとか，要するに，「家庭的」な部屋を要求し

ているに過ぎず，そのために規模の小さい現実的な巾婚家鷹の場合には，「主婦室兼茶の闘」．に

迄後退してしまわなくてはならないのであった。そして，この場合のひそやかな願いは，「茶の

　　　り　　　り
問」を良い場所へ，の外にはない。それは，つまるところ「主婦こそ家庭の中心であり，一
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またそうありたい」ということ以外の何ものでもなかったのである。

　　われわれはこの点に，強く蒙塵に結びついてきた「・i本の主婦の，いじらしいともいえる姿

を見てとることができるであろう。

　　（ちなみにいう。後閑女史のこの理想は，中廊πぐ形でも果たされている。少くとも昭和期の

中廊下形では従来の悪い小さい茶の間は消失して，従来なら客問の「次の間」と称される位譲

にまで前進したのであった。）

　　そしてこのような「主婦室」の要求は，その「茶の聞」への後退的性格を含めて，特に一

般向改災議論に多く見出すことができるのである。

　　た：とえば「焦宅」6年1薄号には，桜田節弥子女史（日銀監査役夫入，後に生活改善岡盟重ミ

の佳居部専問委蜘も，「何処の家庭に．も設け醜い衣裳部屋」の中で，「主婦本位・家族本位」の

住宅を要求しているし，その現実的な例としては，大正8年末「生活改善展蜜窪溜」にiヨ本女子

大から心耳された三角錫子女史の「主婦室」がある。これは一聞の押入を改造した僅か半坪に

過ぎぬもので，一隅に机を入れ椅子を置くものであった。

　　　　　「……この即日1こは絶体に子供などを入れないようにする。ここはお母ア様のお部屋ですから入つ

　　　てはいけませんaというように子供と約幽する。主婦は1Eほ鋼ここへ入って（羅食後の始宋のつい

　　　た時から3詩道まで）気分を変へて帳笈をつける。その他手紙をしたためる。読書もする。という工

　　　合にする……」1：t）

というものであった。

　　しかしながら，寝室も確立されていない室数4・5の中肋｛住宅で，主婦室は倒底成立し得

なかった。われわれは今次大戦前迄に，30～40坪程の建宅での主婦窺をほとんど見ないのであ

って，主婦室への願いは，居聞（茶の聞）の重祝へすり変えられるはかなかったのである。それ

は当然「家庭の中心としての主婦」が「一一家団樂」のili”心となって主宰する居瑚でなくてはな

らなかった。

　　われわれはこのような「癬間」に対する要求の最も明確なものを後に掲げる大正9～10年

の「生濡改善玄談会」の「住宅改善方針」に見出すのだが，一般に大正9年の頃にいたれば，

このような「居語」の要求を多く見出すことができるのである。そしてそれは，単に女性の側

からの要求だけではなく，生活を観念的な立場で改善しようとする男性側にとっても，一つの

具体的なイ二一Yとなって重なったのであった。

　　たとえば「住宅」でも，9年3得号巾，桜田節弥子女史は「中流住宅に必要な室と理想の

聞取」中，その所用室の第1に

　　　「家庭生活の中心となるべき’居問……主として主婦のみる部屋と食堂を兼ねた1室，囲藁

　　　室見8帖位」

を挙げているし，また岡轡に．載った佐野利器博蛮の「生濡改善講演会」における講演「往宅の

13）　「佐宅」大正9隼1月母．
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改善」には，便利の点から住宅を坐式から立式へ移しその中心としての茶の問は

　　「できる丈け大きく，十分な設備を設けて，家族を集中させよ。他室は6帖で十分目

という意を述べられている。

　　またこの年の隙三宅」9月号は「住宅居間研究号」でありこの暦に生活改善同盟会の改善

方針も紹介されるのであるが，その巻頭にいう。

　　　　　「……だが家を愉快にすると丈け漠然と云ったのでは一寸姻みどころなく思ふであらうが，家庭生

　　　活の容れ物であり，家庭生活の申心は居間にあり，居間｝こ営まれるのであるから，家を愉快にするこ

　　　　とは，云はずとも居周の改善そのものである。……従来は客腿ばかり大切にしすぎた傾がある。……

　　　われわれは居間を根本的に改善して家の中で一番住み心地のよい愉快なところとせなければ，われわ

　　　れのβ本人は何時迄も哀調を帯びた顔と，消燧的な生活に甘んじていなければならないであろう。」

　　薗趣旨のことは，岡号中片岡安博士も

　　　　　「真の意味から見た住宅の改良……それはわれわれの生活にすつくり合ったものでなくてはならな

　　　い。そしてそれ｝こは社会全般の進歩が必要。

　　　鷺間を……家人の一番楽しい部屋にしたい。」

と述べられ，まk「居問の様式と広さ」としては建築相談所長中村鎮氏は

　　　　　「居間の様式……和風を洋風にして家具を入れ一■一…広さは……少くとも10帖位は必要。　巾央卓子

　　　椅子・アームチェアーソファーを混ぜて3，4個入れたい」

とされたのであった。

　　われわれは以上において，住宅の中心としての居問の意味が明らかに理解されたことを知

るのである。それは「居問中心形俗三宅観＝生活思想」の主要部の形成であり，それは主婦の座

の向上にそのまま対応するものであった。

　　そして，この場合でも，居間を確立するとは，現実の小規模な中流住宅では，室の機能の

明確化＝洋風化の方向へ向つたことを注意しておく必要がある。

　住宅高言と洋風化

　　居聞中心形住宅平面は後に示すように明らかに欧米小住宅を範として作り」：げられた。そ

れゆえ，これをその結実とする大正期住宅改良運動は，一面より見る時，住宅洋風化の方向を

たどったものといえよう。われわれは次に，当時における住宅洋風化が，いかなる見地から推

進されたかを問題にしなくてはならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅洋風化の根拠

　　さて，大正期住宅改良運動開始の頃迄のわが国中流住宅洋風化の動きは，すでに．前章に説

いた経過を経て，大正初年の当時，ようやく中廊下形に見られる程度の和洋析出に落つく形を

見せていたのである。

　　それは更めて述べるまでもなく，独立接客室としての洋風空間の附加であり，また在来玄
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関の問の「ホール」化に過ぎなかった。

　　しかも，かかる完結した形での中廊下形的和洋折衷は，　大正の4・5年では競技設計等に

見られるのみの比較的進歩的なものであって，たとえば当時の一般社会入の代表的住宅観とし

てひいた後閑女史の「理想的な住宅の構造」（4鋼では，かかる洋風化には触れられていなレ・

のであった。しかしながら5年末ともなれば「現夜では中流以⊥の紳士の家庭にして酉洋式客

室を備へないものは無いと云って良い位である。すなわち虚栄的要求によって取入れられた洋

式建築は漸く一般の実用に供されることとなった。」i’i）として畏いので，上野下形かそれに近い

和洋析衷形住宅の一般的普及を推察することができる。

　　そしてこの段階からあらためて出発した大正時代の住宅「洋風化」は，鑓掲中，中廊下形

的和洋折衷を「虚栄的要求から発した」と理解し得る能力を示しているように，もとより単に，

明治時代的・事大主義的欧化主義とのみ兇ることは把しくない。その底に確かに明治以来の欧

化主義はひそんでいたであろう。そしてこのような思想を当時の発誉から引くことはた易い。

しかしこれは後進i玉旧本の一面灘むを得ない文化的な位置に，由来しているのである。

　　しかしここで悶題に．すべきものは大正時代の「洋風化」であり，しかもこの時代は前節に

述べたように大正的「陰際主義」の時であった。われわれは「住宅建’築」（大il三5年）中に，す

でld．yg雨期的様式的ならざる，西尾子爵邸のごとき純洋風小尊宅数種を磨出だすであらう。（策

6図）。また聞書は，純洋風の小賃貸住宅2例の写真と平面を掲げている。（第7【灘に1例を示す。

これらは何れも純洋風であるために，下足のまま上屡されるようになっている。そして「下足

のままの．i二屋」は「泥に困るsrb¢）で，当時洋風住宅の…・欠，12t；kとされていた。）

　　そして大正1期中流住宅改良U・洋風化は，この時代のうちで必然性を有し，現象的に1ま洋風化

であろうとも，住宅史的に見る時，真の発展たり得たのである。
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14＞橋口儒助「新日本の住宅様式」：「住宅」，大正5年12月母。

15）　曽禰達蔵「東西の長i所を兼ねよ」：「住宅」，7館5月母．
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　　先まわって結論的に云えば，大正期住宅洋風化の最：大の要認は，筆老は，前：噴に触れた婦

入・子供の家魔内位置の向上，つまり，明治時代的生活思想から大正時代的生活思想への発展

に伴う，「一家団簗」のための居問の確立・一子乱言の確立を契機とする住宅内各室の機能分化で

あると考える。室数4・5の小規摸中流住宅で，「居間をできるだけ大きく・・一他室は6帖位で

良い」葡とし，子瀬瀬を確立すれば，室機能は明確に分化せざるを得ず，それは必然的に，当

時存在しそして模写し得た平砺形式としての「欧米小住宅」に結びつかざるを得なかったから

である。

　　そしてこれは，本来，イス座・ユカ座の座方式とか，和服・洋服とか，技術的問題である

のではなく，実に生活思想の問題として遇されるべきなのである。

　　しかしながら，大正期往宅配菩運動，特にその住宅洋風化に関しては，筆画の知る限り，

住宅洋風化と生活思想の発展とは緊密な：関係で理解されていなかったように見受けられる。（い

な，その当時として最も深い理解を示したのが，「生活改善岡盟会」の改静方針であった。この

ことは，次節に説く。）そしてこの点にわれわれは，もっとも根本的な住宅改善を求めつつ，つ

いに．技術主義に陥らざるを得なかった大祀期住宅改燦運動の一，＃つの限界を見出さぬわけにはゆ

かないであろう。

　　それでは何が，当時における住宅洋風化のモメンFとなり得たか。

　　それは第1に，座方式をふくめての二重生活からの脱漏に対する要求であり，第2に通風

換気・寝室の安油性等の「殻としての住宅」に関する扱馬上の問題であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二重生活の問題

　　そしてこの場合，住宅洋風化の論拠となったはじめのものは，座方式におけるユカ座・イ

ス座の問題であり，それは家庭生活においては衣服の問題とも密接にからみ合っている。そし

てかかる問題は明治期でもとり上げられたのは蔚章に説いたが，この場合のとり上げ方は，わ

が国全体の洋風化水準の低さにより，ヌ寸象が限られていたので，一般的見地からすれば，極め

て部分的な問題であったとなし得よう。

　　しかし大正時代に．なれぽ座方式の問題は，「彼我生活状態の相違は急激なる変化を許さぬ」

けれども「公共建築即ち，銀行会社官庁の如きは大体鱗洋風建築に其形式は一定されて来た」の

だけに，住宅改良の場では国萌の急としてあらわれたのである。

　　そしてそれは前掲「住宅建築」伏」：ll　5年）申の諸論文にも思／らかに児受けられるであろう。

　　たとえばその（17）「生活と住宅」で剛田信一郎氏は，「吾等の生活は次第に萬国共通に，近く

なって行く事は想像する事が出来る。庵：車：の中で見ても洋服は次第に増し，又帽子を冠らぬ人

は殆ど無い位で，子供の服装も筒袖や洋装カミ多くなり，又多数の人が静座を困難とする有様を

王6）諮掲佐野博士講演．

17）　「住宅建築」中「発覇｝こついて」，大正5年．
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見ても知る事ができ『る。．1しかしながら逝：い将来急、激に西｝羊風に一・致するとは考えられないか

ら，「中流のもの（住宅）は其の二重生活一坐つたり腰かけたり，洋服を着たり，着物を着け

たり，下駄を履いたり，靴を穿つたりする一に適応する佐宅を得なければならないので頗る

厄介である。」そして結局は「エラスチック」な従来のEi｛本風の建築が一番良いけliz　E’も，衛

生・・便利・趣味のノ1乳で問題がある，とされたのである。

　　またその（ユ8）臼藤本に於ける往宅設備の問題」で本野／…青吾氏は，臼ヨ本住宅の根本に諺ilたは

る問題は『坐生活』と云ふ事である」とされ，それに関わる3つの問題を先づ説かれる。

　　その第1は「入問の講究的方面」である。「脚部関節の構造及感覚から考えると，直立と端

座とは闘節活動範囲の両1モ参｛端に位するもので，腰を掛て居る姿勢は其中間に位して’母格及筋肉

に一1翫艇浬がない（下略）j

　　その第2は「体の重量を支へる問題jである。入閻の重心は麟のあたりにあるから「ソウ

すると坐座の姿勢は人聞の全霊量を脚の甲で支えることになる」のでシビレが起きる。「之に反

し椅子であれば重量の大部分は幣の厚い肉で支えられ」イス座の方が遙かに平岡とされる。

　　節3は「重心移動の問題」とされ，端座から直立に移る迄の重：心移動は，イスから直立に

移る迄の2倍だから，「此閥に起る『エネルギー』消費」は遙かに大きく，「一一1三1に何圓となく

起居する夫れを一年に．計上し一・生に計」二した：らば」漠大な消費であるとされる。

　　そして氏は3年間程の灰のイス生活実験の結果から，将来の住宅へ移行する「様々な難問

題」として，次の4者を挙げられた。

　　第1は，「今までに出来上った美しい日本在来の建築を何うするか」そして結厨は「イスに

生活すると雛もバタ臭くない味を得ることは出来る」であろうとされる。

　　第2は「服装の問題jである。和服はイス生活となると色々の矛盾を来す。「自分は少しく

改良を試みた。日本服から脱化したもの，支那服と西洋服とを折衷した様なもの，色々試みて

児たが未だ之れは適当のものを発冷しないから繭洋服本位としているcj

　　第3は「寒暑乾湿すなわち風土気候に対する問題」である。

　　第4は「所謂日本趣11表なるものの実体の粥んであるかと云ふ問題」である。

　　かように出発轟初から二重生活の問題は住宅改良の場に姿をあらわすのであって，「住宅建

築」中には他にも，たとえば（16）「住宅改奥と服装問題」（23）悌τらしき生活と住宅」等に良く

うかがうことができ’るのである。しかしながら一般的にいえば，「座方式」の問題はまず，El本

住宅洋風化に対する最大の｝箆楷としてあらわれてきたのであって，それを越えて洋風化を強行

しようという覚悟は，特に大正期蔚半では，強くあらわれていないのであった。

　　それは前掲張鷲雄氏「わが国将来の住宅建築」（大斑6年）でも確聞である。氏はその第10

節で「将来の住宅建築と二重生活」を論じられるが，氏の思想は「思ふに将来の膏つが国住宅建

築は依然として今凹の状態を継続すべし」に尽きていた。氏はいう。
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　　　　　「侮を苦しみてか国風を去りて欧風に就かむとする。欧風の適用は我国民の趣味と一致せず，徒ら

　　　　に西洋化を叫ぶは欧米交化の表面に酔ふる高襟紳士の言のみ。退いて国粋保存の説に従はんかtこれ

　　　　文明の逆転なり。……然らば新時代に伴ふ断生活は何に向って開かれんとするか。只未だ全く進化せ

　　　　られず，往々にして不便不都合を来すを以ってこの弊を防がんと欲するのみ。住宅の問題は最も密接

　　　　に服装の事と関係せb。……

　　　　　然れども支那は一子式なれども西洋式にあらず，一本もやがてある部分の椅子式に適する構造装

　　　　飾を発明せざる可からずこれならむ日住宅は……完全にその二重生活’の醇化を体現せむ。……吾人は．

　　　　如何にして二重生活を脱退す導きかを考えずして，如何にして二重生活を醇化すべきかに寓心せざる

　　　　可からず。（後賂）」

　　そしてこのような傾向は雑誌「住宅jZ’こも見ることができる。

　　前述したように「住宅」主宰者橋口概は米IJS遊学者だつたので，発刊当初において氏は，

無条件に立式を進めておられる。　たとえぽ，「住宅」3・4号（大正5年9・10月）「新旧住宅の長

短」では第4項「衣服と住宅」に服装の統一と立式のすすめ，第6項「動作と住宅」でも立式

のすすめというように。しかし一般的には，上掲「住宅建築」からの引用や，この年の「住

宅」11月号上の伊東忠太博士の「坐るか掛るかの問題……人の趣味嗜好｝こは徴妙なるものあっ

て一遍の理ぽかりでは解釈されぬ。自分は此際断定せぬ．」というような考え方が当時の通例だ

つたので，以後，前期中では橋口氏も無条件的な立式化宣伝はほとんどつつしまれているよう

に晃える。

　　そしてこの後の「住宅」誌を通覧する時，二重生活の問題は，「腰掛け式も伝習によって臨

ら滲透する」とされる佐野博士の発言伏正6年1月制また「煩はしい二重生活」という徳田

秋声氏の発嘗（大正8年1月周等，常に洋風化の底流となって，住宅改良論の片書隻句にひびい

ているが，大正8年の末までの中心問題は，前項に述べた「生活改良」であり，桑時に次第に

具体的・技術的な各部改良の問題が，ようやく色濃くあらわれてくるのであった。

技術的改良と洋風化

　　　「彼我生活方式」の相異が，底にその克服の希望を秘めていたとはいえ，まず住宅洋風化

に対する樫桔として働らいたのに比較する時，技術的な改良の樹からの洋風化への動きは，自

然科学的な論理の明快さの故に，一般への説得力は強く，それゆえのカを持ち得たと考えられ

る。

　　むしろ本節はじめに見た，「住むに便利で安全で健康で快適で」というような「在来住宅批

判・理想的住宅の要件」は，かえって当時「あり慶ぎ住宅」としての洋風住宅との山回におい

てはじめて生まれたと考えて良かろう。

　　その扱術的解決については後に触れる。　ここで「住宅」大正5年から！0隼頃の誌上に，

特に住宅洋風化に深くかかわる技術的諸問題として，実にしばしばあらわれてくる諸種の希望

事項を拾い上げると，およそ，衛生に関する事項・防災に関する事項・住まい方に関する事項

の3者にグルーピングし得るであろう。
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　　その巾，もっとも重いものが「衛生関係事項」であり，この意中，もっとも重いものが「媛

房」の問題であった。われわれは技術的1’a住宅を改良しようとする当時の議論のすべてにこれ

を兇出すといって過雷ではない。

　　たとえば，憩掲本野氏論中の第3「寒暑乾湿すなわち風土気候に対する問題」（「住宅建築」

（18＞）で氏は，「之れは在来の］ii本建築は甚だ不完全なもので，此の問題？X：g子生活に変ずれば寧

ろ容易に解決の出来る問題である。」とされる。

　　　　　屠を防ぐには碕子生活の遥かに優良なる箏は殆ど岡題にならない。只寒に対しては問題が起る。

　　　　今迄の紙一重では少しく心紬い，少くとも硝子を以って外界と区別する事を要する。臼分の経験でぱ

　　　　雨戸と障子と閥方を硝子にして廊下を部屋の一部に算画するのが蕪だ具合がいいと思う。此の中に多

　　　　少の媛房装鴛をすれば充分である。……乾湿は日本に於ては可なりひどい，殊に湿気がひどい。之に

　　　　対しては椅子生活は糊めて擾切なもので，（窓を）硝子にして椅子の上に坐臥する事になると，灘に対

　　　　する問題は殆んどなくなる。唯床及び天井を今少し改良する必要がある。

　　また「往宅」は大正期住宅改善期前半の終り，すなわち8年12月号に，「防寒設備特輯号」

を出しているが，法号中橋ILnv．i氏は「寒い日本住宅の改造」を論じ，滋賀重列氏は「日本家屋で

は不可能」（「採温の設備を要す！中）を叫び，　塚本靖博士は口坊寒設備と日本家腿」で「各室

の独立化」前鼎松韻博ゴ2は「和洋両三と防1選〔没備」で肪者の窓；こは／享地のカW一テソを，後者の

室内にはガススF　一一ブの使用を勧められている。かくして媛勝の問題は，住宅洋風化の重い論

拠となっていたのであった。

　　　　　（ちなみにいう。当時の家庭廻緩腸器貝としては，電気。ガスストーヴ等はいまだ非一般的なもの

　　　　であって，火鉢に頼らざるを得ない状態であった簡。そして当時は，かかる家庭用生活器具そのもの

　　　　についても改良の期聡であり，大正6年末には，「家庭用日戸品展覧会」が帝；証携明’協会主催でひらか

　　　　れ灘熱器明徹から小｝ま改良銚こい燭まで泄輪され，これについて・「一儲6年工2朋は「か

　　　　かる試みは実生活上の調題よりひいては日本住宅σ）改良に多大の震献めらん」と述べている∂

　　なお，洞房の問題に関連して，「通風及び換気」のことも常に姿を嘱せているが，ここには

略す。

　　　「衛生関係」中の他の事項としては「採光」の問題と「畳」の問題が挙げられるのであろ

う。　「採光」は多くの場合，子供室の衛生的兇地また居問・茶の聞とも関連して論ぜられるこ

とが多く，「畳」の問題はその非衛生が，特に．就寝｝こ．関連して洋風生活論者の常にll命ずる所であ

った。

　　また「洋風便所」（水洗の便所の意）も時に論じられるがllり，当時においては望むべくもな

かった。

　　　「住まい方の問題」に関しては，在来パーチショソたる障子・フスマのプライヴァシーの

無いことが常に問題となり，また鳥目1乏に関連しては，Uックの必要が常に論じられるのを見る

18）　「住宅建築」（45）「採媛設備の発達」を見てもその内容から推察できる。

19）たとえば瀬川騒奮「｝ヨ本家屋の欠点」：　「住宅」，8年1月号．
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であろう。これらは明らかに「大壁」への方向へ向かおうとするものであって，これに関連し

ては，あるいは次の「防災」に入れる可きかも知れないが，「戸締り」が防盗の弼からとり上げ

られている。

　　またベッドの鎮用が家事の軽減の観点から論じられるのも常に見出すであろう。

　　上に関連しで「住宅」7年11月号が「盗難火災予防号」として特輯されていることを注意

しておき度い。

　　「防災」の問題は「火災」と「震災」に関連し，専門家以外の内容ある発書を見ることは

少ないが，その必要を説く点では，常に「住宅」誌上に散見するものである。神田大火伏正

2年1月）にはじまり，　関東大震火災（大正12年9月）にV・たる大正時代は，中間に．も米沢市大

火（6隼5月〉，仙台市大火（8年3月），横浜市大火（8年4月），福井市大火（8年5月〉，東京芝今入

町大火（8年5月）等々，また震災も江濃震災醐治42年〉，鹿児島震災（大正3年），長野県大町震

災（大正8年〉，神奈川県震災（大正ユ1年）等を含み，大正9年の学会大会は，「建築の災害防止jLO）

をテーマセこ騰催されたのであった。試みにその内容を示すと

建築物の災害防止（開会の辞）

木造家計の防火

雲害と凍害

建築物と虫害及菌害

災害の原薩とその防止

東京の火災と耐火構造

震　　災

閉会の辞

工学博士

　　　理学博士

東京教育博物館長

理学．博士

工学博士

蹴

出

佐

川

欄

今

佐

禰　　達

内　　六

藤　　茂

村　　濤

橋　源　太

居　　松

村　　明

野　　秘

蔵

蔵

助

郎

市

恒

器

である。そしてこのような時代に，住宅についても「防災」に関心されるのは当然であった。

　　まず「火災」に．関連しては，萌弓張磯論文が，不燃構造として，鉄筋コンフリー｝住宅を

極めて主張していることが忘れられない。庚の場含，それが直ちに洋風化を意引しないにせよ，

この主張は現実的には洋風化以外の何ものでもあるまい。

　　また，7年12月，学会は木造建築を対象として，その「屋根及軒廻り」（，1判「壁及三廻り」

（乙）「附属屋との境界」（丙）3部分を対象として，準耐火構造の懸賞競技設計を行った。これは

必らずしも住宅のみが対象ではないが，木造建築を取り上げている点，住宅とも関連深いとい

えよう。その成果は，建築雑誌8年8／1叡392刷に発表されているが，すべてモルタル塗を主

体とする洋風で解決されたのは当然であった。

　　また「1耐震」に関しては，早くより佐野博士を中心として，筋交の使用，韮礎との緊結，

屋根荷重の軽減等が主張されてきたが，和風真壁と洋風大壁の構造の比較から，洋風を勧める

議論は，当時の住宅構造改良論の常道であった。

20）建築雑誌：大正9伍．No．　402，403．
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　　そして以上ごとき技術的住宅改良離洋風イヒの方向の明らかにまとめられているものとして

「住宅」大正9年1月「住宅改良特輯号」中の2論文を挙げ得るであろう。

　　その一つは住宅改良亀卜橋口氏の「何処を改良せねばならぬか」である。そして氏は改良

の要点として，次の7項を挙げられる。

　　その1は「耐震」の問題で，「支柱多き洋観構造へj

　　その2は「防火」の問題で，「煉瓦石造等は軽費の点」で不可能だから，「火を含み易い軒

　　　　　　を改造して壷を置くし，……点火し易い畳を廃止してリノリュウムに改めるよう

　　　　　　な消1蜘約方法を実行せよ」

　　第3は「援膨」である。これは前号が前掲「防寒設備特輯号」であって省略。

　　第4は「察空闘」であって，「（聞氷嚢が）襖やi量章子なる為に隣室の雑音が入り易いll：蕉来鍵

　　　　　は室の機能が「曖昧」であるから洋風に改めなくてはならぬ。

　　第5は「防盗」，第6は，「即事なる洋風玄関へ。」，策7は，1立式の台所へ。」である。

　　また同場中大謹製，畢博士の「改良住宅は壁本位」では，氏は「どうしても西洋風に近い住

宅を使用し度い」として次の4項を挙げられる。

　　その1は「生活の方法」で，二重生濡の脱脚から洋風を推賞し，第2は「防火設備」で，

「縁側・庇式のものは防火的でない点から，帰するところ壁窓主義になる」とされる。

　　鑓3は「簡易生活の営めるように」フラットを作りまたこの場合「防．盗」の見、地から　「壁

塗主義」になる。

　　第4は「防寒設備」である。

　　大正9年は，居間t・・1：：r心形住宅観の成：立を証する「生活改蕎岡辻三jの「改善方針細則」が

公衷される年である。そしてわれわれは，上掲のごとき改良論の存在を知る時，居閥中心形住

宅成立は，単に「生活改善澗醗会」独自のものであるより，当時一般の志向を具体化したもの

であったことが明らかに理解し得るのである。

　台所の改夏

　　居問中心形住宅様式成立にいた1る火田期V－1”流住宅改良のもっとも大きな特徴的性ll誇は，」二

述してきたように，生活そのものの改善に発し，またこの点に最大の重心が掛けられてレ・たこ

とに．ある。これを「上からの住宅改災」とするならば，「ドからの住宅改良」としての住宅各部

の技術的改良も，また忘れるわけに．はゆカ・ぬ。

　　そして「上からの改良」が明らか1こ居i？”1沖心形へ志向したのにくらべて，技術的な住宅各

部の改良は，当時存在したすべての住宅形一中廊下形・明察｝形を含めて一に共逝して働き

かけたことは，「技術」そのものの性格によるのである。その点から見るならば，大正時代の技

術的改輿は，現象的に．はより一般的なよりカある口本住宅の改良として遇されなくてはならぬ。
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　　そしてこの場合，大正時代住宅改良の当初から，旧聞中心形成立後llこいたるまで，技術的

改良の中心的課題として，常に問題になっているのは「台所」の改良である。ここでは特にこ

の項についてのみ触れておき度い。

　　台所の改良はあらためていうまでもなく，「主婦の座の向上」を最大の指標とする大正時代

生活思想の発展に対応するものであって，台所改良の中心的テーマは，「座式台所の立式化」で

あった。そして，明治の中流住宅改良が，「接客室の立式化」に発したのを思う時，大正時代の

それが台所立式化に発している点に，両時代住宅改良の性格の本質的な相異を読みとることが

できるであろう。

　　そしてこの時代の台所改良のあり方の指標としては，「住宅」大IIE　7年1月，2月，および

大正9年3月，　大正10年3Rの「台所特・ii亙1号」の存在，また大正5年大阪朝日新聞社主催に

よる，および大正7年住宅改良会主宰によるr台所懸賞汗管設計」が数えられるであろう。（な

お，大1E期中流住宅改良期の連続とも見られる「台所懸賞競扱：設計jlま昭和3年にも，1三1々新

聞および生活改善協会主催で行なわれたことが見える’21））。

　　さて，当時改善の対象になった在韓ミ「坐式」台所とはいかなるものか。実経験を持たぬ筆

者セこは，資料も少ないので，むしろ当時の批判から想像し得るのみである。

　　しかしこの場合にも，大正初期におけるすべての台所が座式であったのではないことも先

に注意しておかなくてはならぬ。たとえば「住宅建築」（大正5年〉中にも，特に台所に関して

　　　　（37）「台所・浴室・便所」　　］〔学士大倉直介

　　　　（38）r台　所」　　　　　工学士古橋柳太郎
の2論文を見ることがでぎるが，　両者とも，「台所改善の急務」を四ってはいるが，「座式から

立式へ」について触れていない。その内容は，たとえぽ後者（38）では

　　　エ．台所の位．置　　　南光線を受けるところを勧める。

　　　2．構　　　造　　　火災・湿気（菌害）・鼠害・堀割こ対するもの。

　　　3．台所の区分　　　調理所・食器洗1條所・食器棚・食料貯蔵所6塵埃工場。薪炭置場につき。

　　　4．其の他の設備　　旧邸・配膳窓・給水・下水・霜気・ガス・商人口につき。

　　　　　附　　　言　　　　　洗濯場・

というようなものであるが，そのいうところは，1。位置で三者（37）が北光線をすすめる点で両

者が矛盾している外は，2者とも燃料としての薪炭をガスに変えれば，昭和時代の一般的中流

住．宅の台所に変りのない内容を示している。　つまり大正4・5年の頃でも，工学士がタッチす

る程度の上位の中流住宅の台所はすでに立式化されており，その内容も昭和時代と大差ないも

のであったと考えて良いであろう。

　　しかしながら，より一般向の「住宅」では，台所改良に関する議論のすべては，5年11月，

曽禰達蔵博士「住宅改良雑感」中「せめて台所だけでも立って働けるようにして置いたらどん

21）建築雑誌：昭和3年，No．514巻末．
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なに便利だったらう」にはじまって，すべて立式化に触れていないものはない。われわれはそ

の一一々を挙げる繁｛こ1磁えぬが，鱗立つたものに触れると

　　桜井ちか子女史「台所改良案」（「住宅」四：i廷月号〉では，立式化勧奨は勿論で慶）るが，在来

台所の欠点として

　　　　1．流しが下についていること

　　　　2．棚が少なくテーeブルが無くて調理配｝1激こ不便

　　　　3．床下に薪炭・石油等の燃料が既いてあって危険

の3点を挙げられ，また

　　三角錫子女史は「主婦として台所節1」（「住宅」9年1月丹），「策京の台所は狭くきちんとで

きているが坐って働くようにできている。田舎の台所は最低立って働くようにできているが広

過ぎる。……4帖半から6帖位が適当」として，改良の要：点としては

　　　　1．流しの位置な高くすること。

　　　　2，流しと調理台は直線か鍵の手に．すること。

　　　　3．空間（流しの下，また部屋の隅々等）の利用を充分に。

　　　　4．　台所と食堂とを水平に．続けよ。

　　　　5．漬物や炭を入れる「落し」を設けよ。

を挙げておられるように，共諭している。

　　また興昧あるのは，埣内＝ま2宥夫入ホt・・ムズ女史の「初めて使って見た｝・，1本の台所」齢三宅」

7年2月号）である。女史は「物を洗ふに湯を似費よぬ習慣」に驚く。寒くて陸1るし，食器類の脂

が落ちぬからである。また「歩くところで調理する習慣．！は，不衛生だし，姐から落ちたもの

は捨てなくてはならぬから不経済である。「坐ってやる台所」仕事では，流しまで下についてい

るのに驚く外なく，ただ「引窓の工夫は1如惹｛い」ぽかりであった。で，女史の改良の要点は，

「立式にすることとなる可くお湯を用ふること」に帰するのであった。

　　そしてかかる一般的な台所改良｝論の底に．は，　一人英人ホ・一一ムズ女史ばかりでなく，大］：E

「臨際主義」を反映して，理想の台所として常に欧米小住宅の1／二洞1があったことはいう迄もな

い。
敦

　　さて，以上のごとき方向に即して，現実的かつ艮体的な解決を示すものが，1海掲の懸賞競

技による「台所設計」と考えられる。

　　まず「大阪朝r｛新聞社台所1没計図案」は，大正5年「新時代の要求する中流住宅の理想1；1〈J

台所」を「家族4・5入／訓又薪円以1醤の家庭を標準とし，　出来る限りの小謡積にて便利，衛生

経済の三要点を主要条封二とし」て求められたものである。が，これは入選図案4点およびその

設計要旨は全文が，建築雑誌大ll三5年354号，359頁以下に詳細に載っているのでここにはた

だ注田すべき点のlk　S，ミすと，
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入選4案中3案が2．25坪の規模を標準としてお

り，2等案のみその2倍を示す。

また前記3案は共に，その約半分の広さを土間と

している。床と土間とは4．50cmの段違がある。

2等案のみ土間は入口部のタタキだけである。

この3案は共に土間に2口のカマドを設けてある

2等案のみガスを使用している。

また1，2等案のみ水道水栓を設け，他は，台所

外の井戸に頼っていること。

　　　　　　　　　　　　　　，大正5年の当時にお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

1間半

58

園
走

轟

震（三一L

．漏

F
棚

拙L

等であろう。そして驚うかれるのは　　　　　　　　　　　　第8図大阪朝日新聞台所

いて，上記条件の「理想の台所」はかく賓しいものか，　　　　　　競技設計入選案C『1

いうことである。筆者はその例として，第3等案（C－1）の平面を褐げておきたい（第8図）。

　　また・「住宅」台所設計入選案は，大正7年4・5両月号に分載されている。　それは1月，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘；集　募　賞懸案　翻轡　設衝峯
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　　第9図　大正7年「住宅」台所競技設計用平面
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第9図に示すような住宅平面に「設備としては水道・ガス・電気の使用自由」　「台所と食堂と

の間に配膳室を取る事随意」の条件で求められたもので，審査員は下記6氏であった。

　　　　東大教授工博塚本　靖　早大教授佐藤功一
　　　　東京高工教授前田松韻　東京女高師教授後閑菊野

　　　　日本女子大教授井上秀子　住宅改良会主橋口信助
　　なお，条件に示された住宅は，現実に鎌倉に建っている某家別邸を一・般的にしたもので，

階上には「日本座敷と寝室」があり，建坪で，40．5坪（但し台所を除く）を示している．そして

居問中心形以前の，H本化された洋風住宅の実例として興味あるものである。

　　そしてこれに対し70点の応募があったが，4月号に佐藤氏が審査上の詳細な集計を発表さ

れている。その要点を摘記すれば，

　　1．応募数70点で多くは配膳室をとる。

　　2．坪数は配膳室を含み，最大13，993坪，最小2．25坪，平均6．36坪となる。そして，5～

6坪が最大多数で，13点，6～7坪が次いで12点，4～5坪・8～9坪が10点，7～8坪が9点で

あったe

　　3．配置形としては女中部屋の西側，食堂の北側に内廊下を界にして，西に配膳室，女中

t
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第10図　大正7年「住宅」台所競技設計1等当選案
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部屋に接して台所をとつtcものが約半数の31点を示し，　同配置で内廊下を配膳室にぶつけた

ものが15点であった。

　　4．土間については，「下駄脱のために土間をとりたるもの（在来東京風の形式）」が31点

で最大多数，次いで，r釜場及び流しのために比較的大なる土間を取りたるもの（在来旧舎風の

形式　　勿論下を三和土にし，或は其上に簑子板等を置きて上草履にて働き得るようにせるも

の）」が23点，　次いで「台所の内に全く土間を取らざるもの（別に出入口を設けて下駄等を置

く所としたものを含む）」が9点であった。

　　ここにわれわれは当時の「台所観」を推察することができるであろう。

　　以上に対し審査は「先ず働きに便利」を主眼とし「竈と流しとの近き事，流しと切台との

近き事，切台と煮物台との近き事，切台と調理台との近き事，煮物台と竈との近き事，煮物台と

調理台との近き事，調理台と食器棚との近き事，食器棚と配膳台とO近き事」を標準として進

められた。ここには，1等案と2等2案中1案を掲げておく。そして，これらに対し，審査員

佐藤氏は，台所を上下2段に分けることの不可，台所の中へ外部からの踏込をとることの不衛

生等，塚本博士は台所内周類の角を丸める窪きこと，後閑女史は「火場と水場」の重要性とこ

」’　　、
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れらを隣接せしむべきこと，前羅氏は平海の単純なものが使い良い事，等を勧奨されたので

あった。

　　われわれはこの競技設計1こおいて，すでセこ居間中心形の台所～一というより広く，大正・

昭和期の；＝1－f流出をむの台所の完成しているのを見るであろう。

　　　　　　　　　　　　　　第4節　居間等式形億宅の誕生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正期住宅改良の前a簿と後半

　　前節に筆：者は，大正期中流住宅蓬父．善の鵠半として，大正8年末頃までを中心に，主として

’住宅改良の部分的問題に，ついて語り進めてきたs本節ではその後半た：る大正9年以後：，居間中

心形住宅の成立にいたるまでをとり扱いたいと思う。

　　さて，こ○ように大Jtl三期中流佐宅改良をfjft後の2期に分ける根拠は

第1に，学界の中心的1課題○ありようによるのであって，このことは雛2節に述べた。

第2は，大ll三9年，居閥中心菊住隠谷皿生活思想のもっとも明確な表現と考えられる「生活改

　　　　善同盟会」の「住宅改、撫方針づが公表蜜伝されるからである。

第31こ，時を同じくして一一一A般の巾流住宅改燦の場にも，寡聞中心形への志向が明確に形成され

　　　　るのが，文献」／：から読みとれるから，である。

　　つまり，回合で部分的・側ikrl的な問題をとり扱ってきたのは，単に叙述の都合からではな

く，当時の住宅改良の皆様的動向にならってメ乏たのである。

　　そして前半1こなされたことをふりかえって留ると

　　i．大正デモクラor　一一を壷漿1こする新らしい生活思想一これこそll：｛｝問中心形住宅様式の

　　　　生活思想に外ならぬが一一の成立

　　2．　⊥項を背景にして，加えて技術的観λEλからの中流繋三宅洋風化への志海

が明らかにうかがい得た：のである。つまり居問中心形信三宅様式成立の基礎条件は全く整ってい

た，と児て良いのである。

　　しかしながら，基礎条件の成立と「住∫右様式の成立」とは明らかに．弁賦して遇されなくて

はならない。なぜならば，問題が部分的・側1而約なものである限りrそれらはいかようにも極

論することができるし，また，それら部分の集合形はレ・かなる形にもまとめ得るからである。

　　控宅形の興体的形成に．は，常1こ，形成されるべき金平をふまえた「統一」が必要である。

それは単に各部の長を採り短を楽でることではない。決意して或る部分の，鷺を採り長を棄て

ることを意味しているのであった、

　　そして筆考は，大正9年の頃に，「棄てるに．忍びぬ｝：ll本趣味を棄てて」欧米小｛主宅を祉形と

する魚鳥中心形へ向う汐ξ意が，わが潅1中流住宅改良の場に醸成された：，と考えるのである。そ

れこそ，居閥中心形住宅様式を成立させる最大のモメントに外ならないのであった。
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前半における往宅形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中廊下形平面の出現

　　さて，そのあかしとして，すでに基礎条件の整っていた：半半の時代の，新治的住宅形から

ふりかえってゆき旧い。そしてここにわれわれは，明らかに二つの流，一つは在来和瓜延長と

見られる中廊下』形またはそ湾層こ近いも○，一一一一つは純洋風○中流右｝三宅，〇二者を見ることができ

るであろう。そしてその悶の橋は，いまだ掛けられていないのであった。

　　まず，大正期中流住宅改良1粥始当初の姿一というより，改喪の対象となった：在来日本住

宅の例としては，すでに隠節に掲げた纂4図・第5図を例として挙げ得るであろうtそし．てか

ような：実例は当時の単行書からいくらでも拾えるのであるが，ここにはその小規模の1綱とし

て，大正4奪秋の報矧争1隣磯回設計の応；募傑（入選案ではない）の1例を示しておく1）（第12図）。

　　これらの特徴は，あらためて触れるまでもなく

　　1．間．飾切○障子フスマと関連して，室機能の確立，ないし佃窺の独立性○全く認められ

　　　　ないことであって，特に30坪以下において甚だしい。

　　2．接客の重詰であって，そのはなはだしい例を第13図に示す’：））。これは大配8｛i庶刊の膚ま

　　　　行書からとつブこび，爵時の一般的住宅観に見ら2zる接客重：祝を示す！例きこすぎない。

・1目

障」．一一
押　　1

　　→@　　　一?老人整L一
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lj　12図　　中廊下形平面以前の実例

（大正4年報知新聞競技設計応募案）

ツ 一こ＝＝…ヨ

o 床　押

客間

lli

O脚i［目「1

書斉
入． 1，』

I　l　l　　旨

土間 ・関ト「　　　i　　　・居間
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第13図　　申廊下形平面以前の実例

　　これらに対し，その改良形中流住宅としてあらわれたものが，いうまでもなく中廊下形平

面である。これは早くは遠藤於菟氏著「和洋住宅設計図糸会」（大正3蕪刊）；こあらわれ，4年，

報知新聞．競技設計においてすすめられ，5年，住宅改良会競技設計に［罰まるのである。そして

前二者が，客閥として在来和風座敷をとるに反して，後者では洋風応接寵となっている点に注

1）佐野功一編「住家設計豚i案」：大泥5年，大倉書店潤，第10図．

2）納谷松蔵著「趣味の住宅」；大正8年，鈴木書店刊，第19例。



63 大正時代のf，1三宅改良と居間中心形住宅様式の成立 lg7

o 専

Y

！醒
］ナ輝多

台所
夢

ナ

鯛

入

　　　出

女中醗

。

押

入

押

入

　　　　　　ミ　　　　

茶ノ闇　　居闘＿
I　　l　　il　　＿＿、＿　　＿一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ag　15図　　住宅改良会競技設計
　ag　14図　　報知新聞競技設計（大∬i　4年）1等案　　　　　　　　　　　（大正5鋼ユ等案

意したい。　ここには後二者を，第14・15図に示す：1）。

　　ここに果た：された：成果の主要な点は

　　1．接客室を独立して附加したために，家族の主生活部がいまだ三益座敷・次の開形をとり

　　　　な：がらも，南面の好・泣置に進L聾した：こと。

　　2．窪た，その生活部は中廊下によって独立的な．使用の可能になったこと。

に翼、られるのは中廊下形成立○章に詳述した。そしてこれらの点は，前者が「家族本位の住
　　　　　　　　　　　　　　　コ

宅」後者が「余りに開放的な在来有三宅」という思想に則っているのはもとよりとしても，設計

趣意書では必らずしも明らか：こ謳われていないのは彦1翼味ある点である。

　　そしてこれより後，中廊下形は大正住宅改良期を通じて進歩的中流挑宅の一一典形として宜

伝普及されていくのであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「現代巾流紳士向町ll羊控宅設計図呼集」

　　さて，当時の中流住宅を据る資料として興味あるのは大正6年1月「住宅」附録の「現代

中流紳：：1二向和診窪住：宅設計図案集」である。これには

　　　1．某邸新築図（建図）

　　　2．某邸新築設計図（建図・平擁f）　（中村順平設計）

　　　3．府下落合樗川村大豊別邸（写真・平面）

　　　4．府下巣鴨安部氏邸（写真・平π｛D

　　　5．　高橋氏貸屋設計図（建図・平τ疏＞

　　　6．大阪縄部氏別邸（写真・平出＞

　　　7．　日本鋼管会社川崎工場賑工長社宅（写真・平面）

　　　8．芝白金今璽町岡崎久次郎氏邸（写真・平鋤

3）　第14図　　注1（Z）第37i蟹．

　第15［Kl　　「住宅J　大刀三6年3月憂｝．
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　　　　9，下谷稲村泣目（写真・平面）

　　　10．　日本鋼管会社技師長社宅（写真・平面）

　　　11．麻布前沢氏邸（写莫・建図・平面）

　　　12．大阪芝川爪調（写真・平面〉　（武田五一設計）

　　　13．　青山穏田浅日ヨ氏琢β言没護十i鶉　（S11　iM）　　　（浅田。葛西設言十）

　　　14．府下割木安藤氏邸（写真・建図・平置1＞

が収められていて，ほとんどあめりか屋の設計・施工によるものであった祥月筆者）。

　　このうち，No，1・6・8の3者は，和風・洋風の二つの様式的住宅を接続させた完全な明

治形大邸宅の形式で，明治形大邸宅の大正的資料だが，串流住宅の観点からは問題にならぬ。

またNo．7・10は西入殉の社宅であって，これも特殊なものだからはぶくと，残りの9例が問

題になる。これを表にして示すと次のようになる。

番号

　2

3

4

5

9

11

12

13

14

　構　　造

木造2階建
（半地下に台所および下男室）

木　造　平　屋

木　造　平　膣

本造総2階建

木造2階建

木　造　平　屋

組積造3階建
木　造　平　屋

木　造　平　膣

　外観

洋　　風

和洋折衷

洋　　風

洋　　風

和洋折衷

洋　　風

洋　　風

聴　　風

　延坪

約95坪

　67坪

　23坪

36．5坪

　80圭乎

約40坪

約60坪

約80坪

18．5坪

　　平面形式

洋　　風
（予備室1・雇人室ノミ和風＞

F卜1廊下形

（玄関・広間・客室洋風）

和洋折衷

洋　　風

中廊下形
（玄関・広間・客間・食堂洋風）

中廊下形
（広間洋風・客腿和風）

洋　　風

聴廊下形（客間洋風）

洋　　風

　　ここに．兄られる規模は「当初中流紳士住宅のみを以て理むる予定なりしも，材料蒐集の都

合上さまざまなる支障起りしため，素志を麟へすの止むなき至れり。……2，3のものは其の結

構・設備・敷地等の点3＝り，純然たる上流社会の邸宅なり。」と編者が述べているように，全体

ξこ稲々珍きIEiiであるが，土に示す9例は最小18．5坪から最大も100坪を出でず，当時の中流住

宅の指標を示しているといえよう。そしてここに注iヨすべきものは

　　1．構造がほとんど木造によっていること。

　　2．外観はほとんどすべてが洋風を主にした和洋折衷形式であること。これはもとより，

「あめりか屋」の性格1，しもよっているが，洋風外観の一・般への滲透をも推嘱し得るであろう。

　　3．平悪形式について，純洋風平面形式とTli－r廊下平面が相半ぼしていること。

が挙げられるであろう。

　　まず洋風平励了に．ついていうと，比較的小規模の洋風住宅が例示されていることに注意しな

くてはならぬ。その9例中最小のものは第16図に示すNo．14の18．5坪であり，また延坪36，5

坪の純洋風の貸屋の存在は，あるいは外人向のものかも知れないが，女中窯・納戸を備え，他

の洋風平面と比較してもH本入に充分住めることは明らかであって，中流住宅の洋風化の進み
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第18図　現代中流紳士向設計図案集No．11　中廊下形平面例
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第20図　現代中流紳士向設計図案集No．4和洋折衷平面例

が偲ばれるのである。ここにはもう一例，純洋風の実例を第17図に挙げておく（武田五一博士

設計No．12＞。

　　また和風平面はすべて中廊下形住宅様式そのもので，この形式の一般えの普及の早さを示

しているが，およその規模は，80坪2例，70坪・40坪というように比較的大き’く，中廊下形

平面も明らかに中流上層から普及しはしめたことを想像させるであろう。そして中廊下形平面

として全く完成していることは，第18図に示す最小例（No．11）および第19図（No．13）から明

らかにうかがうことができる。

　　また和洋折衷例は工作室の存在から，浮々特殊な性格が明らかだが，当時の折衷形式の一

’例として興味ある第20図を示しておく。

　　さて，上に掲げた住宅図集に見らるれ中流住宅のありようは，その後大正6年から8年頃

にかけて，ほとんど変らないとして良いであろう。

　　前述したようにこの期間は，建築雑誌上では，住宅の問題は都市的な側面からの関心が強

く，住宅改良会の「住宅」でも主として部分的な問題に重点がおかれていて，一棟の完成した

改良住宅そのものを見出すことは，むしろ少ない。そしてその少ない例は，常に，中廊下形，

ないし，極く洋風に．近い和洋折衷の姿を示しているのである。そして「住宅」に見る限りでは，

初期には中廊下形，後には洋風の強いものが，改良住宅として掲げられるのを見るであろう。

　　まず中廊下形系の実例としては，「日本式改良住宅平面図」（駐宅」大正6年6月）「山内静夫

賃邸」（同12月）「新築した私宅（武田正寿氏邸）」（同7年5月）等が好実例であり，それぞれ約50
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坪・73坪・47坪程を示す。また貸屋の例としては，「某邸宅及び貸屋改築工事平面図」（同7月）

の4例，60坪・42坪・38坪・30坪が挙げられる。また大形中廊下系　　・それゆえ洋風化の程

度も進んでいるが～の実例としては，「森井氏邸」健築雑誌大正6年3月）の存在にも触れてお

かなくてはならぬ。これは150坪程のものである。そしてこれらの例として，第21図：こ「日

本式改良住宅平面図」を示す。附記によれば，夫婦・子供1人・女中1入を想定し，「2階16帖

を8帖つつに仕切り，一・方に子供の書斎及び寝室とし，他方は主婦の寝室に充つること」もで

きるもので，坪当り建築費60円程が考えられていた。

　　また洋風化の実例としては，第22図1’c某子爵別邸（「住宅」大正6年6月）を掲げる。これは

玄関および接客部を洋風とし・居住部および寝室を和風としたもので，平面形から類推し得る

生活思想は中廊下形とほとんど代らぬものである。それゆえこの点から中廊下形に含めるべき

かも知れないが，外観に見られる完全な洋風および，下足のまま上屋されるところに当時の

洋風住宅というものに対する住宅観の反映が見られるので，洋風化の！例とした。図に見るよ

うに，80坪余坪当り90円程である。

　　第23図は大正8年の「住宅」9月号からとった。「便利で廉い郊外住宅」の1例である。

この当時は，学界の都市計画・田園都市えの関心を反映して，一・般にも郊外住宅・田園住宅が

注意されるようになっていたが，その1例としての第22図は，広い居間を中心とし，就寝以
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第23図　「便利で廉い郊夕同順」の1例

．外の機能をすべ喋中して，欧米・・ンガv一形式に近い綱化囲んだものである・この例で

は階下15坪，．坪当り100円位と考えられていた・

　　このようなバソ労ローの形式は，上述してきた中廊下形なV・　L一般的洋風住宅と違い，格

式性を全くといって良い程持たない点に注目しなくてはならぬ。つまりこの点からいえば，生

活改善を第1義とする大正時代の住宅改良と極めて密接したものであるといえよう・そしてわ

れわれは，文化学院長西村伊作氏の早くよりの主張を想起するのである。

　　氏は明治41年から，　ヴェランダがあって玄関のない自らの設計：こなるバンガロー風の住

宅に住んでおられた。　そして氏の主張ぽ「楽しき住宅」（3版大正8年）「田園小住宅」（大正10
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年〉に明らかだが，

　　　　　r顎実我々は莫正の我々を表すことを好まず，いつも幾何か掛億し，見得を張りたがるのです。兇

　　　得のために自分をより立派に見せ掛けようとして，我々はいつも資産，収入に相応せぬ金を，楽しい

　　　生活のためには不要なのであるに係らず，余儀なく費っているのです。……」「そこは小高い野山の

　　　中日で，日が宜く当り，野｝こは雑草の花が咲き，ゐトは長閑に居眠る。久保さんがその小さな小屋の主

　　　人であることを十分楽しんでニコ＝コして居るのを児て，私は其の楽しさを十分想像し得たのであり

　　　ます。それは普通の幾か伏縫を見る心持とは違います。……j「今は北海道へ行きこの牧場で鉋を使

　　　はずに作る家を建てたいという手紙を審越しましiこ。……」　　　　似上「楽しき住家」より〉

　　　　　「家と家とが密接して屠らず，一つの家庭が一つの独立した家屋を有ち，十分の光線と空気とを受

　　　入れ，周囑に樹木ある美しい庭園を有し，隣家と平和な交際をたもち，簡素な生活をすると云う村落

　　　の有する自然の恵みを十分に得られ，而も水道とかガス・今一，または1ヨ用贔の便罵な供給などに於

　　　て都腿こ譲らぬ幸福を得られる，さう云う理想の田園都甫。……」　　　　　（「田醗i小住家」より〉

というようなところに，氏の生活の理想を兇てとることができるであろう。そして大正時代の

住宅改良期に時を得て，著書に．より氏の思想を述べられたのである。ここには氏の設計になる

バンガローの1鯛を掲げておく（第24図）。

卿　　・〔＝］ o「　。　　寝窪

O
・06ヴエラ・ダ ㎜ 洛塞

麟口　　　　　〔コ □
Ez］。

囀
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@食堂
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B［］・　Q

o， 勲
し鶉ド台所毒，　　　　コ1

○

〔
＿　「一
・・ M

風 土聞．口

第24図　 潴村伊イ乍氏バンガロー

　　しかしここに．児られる開放的な楽襯的な住宅観一これ｝よ思想としては「新らしき村」に

はなはだ近：い一一は，その根本思想が大認証住宅亡攻良の思想と粗おおい，また現象形態は一面

伝統的なわが圏の「数寄鱗弄i」と一脈通ずるものがあったとしても，当時一般の底にひそんで

いた「接客重祝」「格式尊重」の住宅観からはもっとも遠いものであったとして良いであろう。

それゆえ当時の住宅改良の場では，一・つの理想として遇されはしたが，現実には，もう少し滅

儀をはった：，たとえば，第25図の如き例（「住宅」大正8年12濁に近づかざるを得ないのであ

った。このように考える時，われわれは当時の洋風化｝こ残る明治以来の格式的洋風尊璽：一一一往

宅発展の論理上における様式志向の根強さ一一を思わぬわけにはゆかないのである．

　　なお，第25図は，極めて居間中心形をこ，近いものであるが，　いまだ下足のままの上麗の点

から洋風の住宅としなくてはなるまい。
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第25図　小森氏邸（大正8年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正8年「住宅改良会」競技設計

　　＊て，このような傾向は，大正8年，住宅改良会の行った「改良住宅」の競技設計にも明

らかであるとして良い。

　　これはこの年の6月，40坪・50坪・60坪の3種の「改良住宅設計図案」を求めたもので

あったが，現在の筆者は他の条件を明らかにしない。審査員は下記5氏であった。

　　　　工学博士塚本　靖　常盤山女学校長三角錫子
　　　努キタ。募翌滋賀重列　　会主橋・信助
　　　　工学博士佐藤功一
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　　締切は9月30i三｛，応募した園案は「全国各地」から158通，最後審査は12月中旬に．藩図り，

入選6案は丁度この年の末，東京教育博物館に膨｛ヨ催された「生活改善展覧会・」に出陳されたの

である。これは「住宅」9年1月号に掲載されている。そのすべてをここに示そう。（第26～31

藪，各等のa，bは筆者）

　　これらは予選を通過した20還中から撰ばれたものであるが，　必ずしも審査貴をよろこば

せたものではなかった。「審査発表」｛）は次のようにいう。

　　　　　「改良の要が侮れも式の和を洋｝こ転じと云ふに止って，その洋を何所迄日本化したか，すなわち臼

　　　本の社会状態とE旧人の生活態度と趣味と慣習を弼の点迄で考量してあるかと云ふ事に至っては何等

　　　の定見や綱見を発見する夢が出来なかったのを甚だ遺憾としナこ。」

そして1・2等を廃して，二等を2名宛に塘して授賞したのである。

　　ここに温三幽すべき点は

　　1．　すべて洋風の外観を有し，また在来和風玄関の間はすべて廃されて，洋風ホールにな

　　　　つていること。

　　2．二二・食堂は共に，ないし食堂のみすべての案でイス旧式洋風をとっていること。

　　3．寝窯の独立化が非常に進められており5等a案を除けば，すべて壁で分離されプライ

　　　　ヴァシーが確立されていること。

　　4．接癌性の重視が減少し，40坪案（3等2案，4等1案）では4等案が確立、した客間を有

　　　　するのみであること。60坪案では客聞はとられているが，やはり全体に接客性が減少

　　　　しているのが見られること。

　　以上の諸点に，3年前問じく改良会の有った競挾設計を恩い起すi｝拳（c．f．纂15図），われわ

れは洋風化のすすみの皐さ，力強さに驚くのである。

　　次に単償1形の形式に．藩園すると，ここには居聞中心／欧こ全く似たもの，および中廊下形に

近いものの2種を見出すのである。まず，3等a案（40坪形）は余く居問中心・形に良く似てい

る。ここで二二兼応接室という書入れを応接霊とし，食堂を居回兼食堂とすれば，居間中心形

1・U！s・L・るのである。

　　3等b案（40坪形）は中闘1下をとっている。そして民心に連続した洋風の客1駕兼書斎・居

間兼食堂をとっているが，中廊下形の主座敷・次の間の「式の和を洋に変えた」形式で，平面

形としては中廊下系であるが，生活思想としては居間中心形iを兇せている。

　　4等a案（60坪形）は明らか｝ひi二廊下形であるが，応接霊の代りに大きなイス座の∬ミ堂をと

っている点，稲だ洋風化が進んでいる。また4等b案は完全な居【静・i・3心形として良いであろう。

5等案は何れも60坪形であるが，共1こ居問中心形・中廊下形の折衷例となっている。

　　そしてここに興昧あるのは，60坪形：こかえって和洋折衷の程度が強く，40坪形にむしろ

洋風化のすすみが兇られることである。これは，当時なお和風生活えの強い志、向の存在を示す

4）　 「イ主宅」：　プく丑三9左｛三エ月・号．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　の　　　　　　　　の　　　　み
ものであり，同時に，両者を共におさめることのできぬ40坪形では，　敢えて洋風生活をとる

ことを示しているので，実用的見地からの洋風・伝統的趣味的な和／蚕／，という両者の当時の位

置を，何よりも明らかに示すものとしなくてはならぬ。

　　しかしいつれにせよこの競技設計の成果は，大正住宅改良期萌半最後の住宅観を示してお

り，しかもここに見られる洋風化一それは一子中心li多を越えてさえいる一えの志向の強さ

は，居間中心形住宅様式成立近いことを明らかに告げているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活改善展覧会

　　なお本項の最後に，i｝fl半の終りないし後半の開始を限定する一一・・つの興味ある事象として，

本項の主題からは増々それるが，上掲入選案が展陳された「生活改善展覧会」について触れて

おきたい。

　　この酸覧会は，大正8年12月末，　東京御茶の水の教育博物館で，文部省主催により行わ

れた。その内容は，「生活改善」にかかわる広いものであったらしく5），この名称は上述してき・

た大正時代の考え方を良く示している。

　　この中｝こは「改良住宅」という項があって，その主要な展示内容は，上掲競技設計以外に

　　　　　L　規格住宅　　　　　　　　　　　　　　東京帝国大学工学部建築学科出品

　　　　　2．訪問接客簡易住宅　　　　　　　　　東京府立第二高等女学校出品

　　　　　3．簡易住宅　　　　　　　　　　　　　実践女学校出品

　　　　　4。子供室　　　　　　　　　　　　　　三輪1；砺笥等女学校出品

　　　　　5．主婦室（家庭執務部屋）　　　　1ヨ本女子大学出品

　　　　　6。改良住宅　　　　　　　　　　　　住宅改良会出品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特上模型及び平面）

　　　　　7．　田園都市理想Uヌi　　　　　　　　　　　東：京高等工．業学校出品

　　　　　8．　レツチノード［日園都市　　　　　　　 福田重義氏出品

　　　　9．共岡小住宅及び主婦のための書斎　　三角錫子出晶

　　　　10．郊外住宅の調査　　　　　　　　　　東京女子大学出品

等であった。（番号筆者）

　　ここで内容を明らかにし得るのは，No．1「規格住宅」，　No．2「訪問接客簡易住宅」，　No．5

「主婦室」，No．6「改良住宅」，　No，9「主婦のための書斎」に過ぎない。　しかしこれらの表題

からも，当時の関心のありかを推察することができよう。

　　さて上掲中，No．9の「主婦のための書斎」は今節中「生活改良と住宅改良」に紹介して

5）この展覧会についての直接史料を筆者はもたない。ここでは「住宅」大正9年1月号その他の紹介文によ

　　つている。　また前年大正7年末（11月2日～12月10N）にも同じく交部省主催で同所で「家事科学展覧

　　会」が開かれたことが建築雑誌大正7年383号に開らかだが，内容tcついては不詳である。
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おいた「主婦の為の半弓の書斎」である。

　　またNo．2の「訪問接客簡易住宅」とは，玄関および応接室部分のみの模型及び平面で，

在来和風住宅に附加しようとするものである。それゆえ歴史的な観点から見ると，中廊下形成

立段階の途中の住宅思想を示し，若しこれが当時に意義を持つたとすれば，社会一般の水準は

ごく遅れていたとしなければならぬ。説明は次のようにいう。

　　　　r主として中流向きに考案し，客間・応接間・書斎，悉く8帖，玄関取次の間を廃し，廊下及び階

　　　段室となし，土間からすぐ応接室に入るを得，応接室がずっと離れ，光線が充分に採れる。客用便所

　　　は洋式として，靴のまま通れる。」

　療…目配井溝懇犠嬉難叢載鯵灘幾磯SUi　“h塗下鷺欝敬灘黛

、　　　響簸．懸愚：海．卿獅k・．診灘，璽，垂．二心蟹盆勤：稼鎌義難鯉…・縮：洗．二四難講隅一蘭鶉講酔

馨

護

薦
第32図　　住宅改良会出品「改良住宅」
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図は省略する。

　　またNo．6の住宅改良会の出品に．なる改良住宅は，1階21．35坪，2階14．875坪，計36・225

坪の，洋風（居間中心形）形式であり，平面外観は前掲競技設計4等b案に酷似したものである。

第32図に示しておく。

　　以上はいわゆる中流住宅を対象とした1戸建の住宅にかかわるものであるが，東京帝国大

学建築学科の出品は，4戸建の木造の「規格住宅」で，「改良住宅」項目中明らかに他とは異質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　｛
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のものであった。第33園がそれである。

　　これは第2節に触れたように，当時の学界の主要関心である都布問題に棊き，またこの当

時極めて社会主義的な立場をとられていた佐野利器博士のi’旨導によって出品されたもので，博

士はこれを，スラムクリアランス○ために考えられたのであった。この住宅の特徴は6）

　　1．この4戸建は，夫婦‘こ対する最小隈規1各6帖2聞という佐野ll艦しの主張1こ基き，2戸

　　　　建としても住まえるように。計函されていること。

　　2．所在地としては，他が市内郊外の住宅地を考えているのに反して市内○場・末を想定し

　　　　ていること。

　　3．平漸1こは2帖，3帖のごとき・小窯を避け間取の融骨性をはかる。台所の1坪という規

　　　　模は家：事能率から出デこものであること。

　　4．防火的兇地から，外雛をモルタル塗に．してあること。

等の点であって，集合・規．格化というところに，当時の「住宅社会化」の方向を良く示してい

るが，この点については機会をあらためて，論じたいと思う。

　　以上1仁山；こ生漕改善／圭楚覧会を紹介したが，ここに注意すべきは，第1に，これが文部省の

主催だつたことである。大正時代○生活改良の発端は決して官製のものではない。しかしこの

頃｝こなれば，官が主催してかかる展覧会が瀾かれるに．到った○であって，当時の社会一般の生

活二二の気運がいかに濃かつ，ヒかを，良く示しているといえよう。

　　第2は，こ○展覧会が機会となって，「生活改謝剤三会」が誕霊したと考えられることであ

る。繰り返し述べてきたように，二会の発した「住宅三論方針」（9鋼と「細貝山（玉0年）およ

び具体例（11年〉こそ居1鮒中心形の成立：を確証するものと筆者は考える。その意味でわれわれに

とって，この展覧会は注E9すべき位置を占めるも○であった。

後期住宅観

後単の到来

　　上に見てきkように．，大正8年末ともなれば居回中心形住宅の成立は臣1前に遮ってきた感

が深い。そして大正9年に入るや，この傾向は…・段と昂まってゆくように感じられる。つまり，

大正継代デモクラシーおよび圏際主義を背景にし，「生活の改良」を旗じるしに．して，都市の問

題および都市下層住宅・中流住宅を広くつつみつつ進められて来た大正期住宅改良の気運は，

この頃に及んで，もっとも乎単く実行し得る中流階級の層で，一一一つの四体的成果としての「改

良佳宅」の結実を要求しはじめたのである。

　　これは，上掲各櫨の競技説浄レーそれは「噺本の挫会k；ft態・生濡状態・趣昧・慣習を前提

として，洋風を何所迄｝三i本化するか」に最大の関心がおかれていた一一の存在，また生活改善

6｝佐野利器「規格．住宅」：「宅住」，9年1月母．
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展覧会の窟による開催，生活改善同盟会の誕生等に明らかであり，また筆者が中心的資料とし

てきた住宅改越前機関誌「住宅」にも，よくうかがうことができるのである。

　　この当時「住宅」は，すでに「あめりか屋」宣伝誌としての性格より，住宅改良の公器と

しての丸菅がより強く見られるのであるが，毎母，それぞれの問題につき特輯号の形をとって

発行されていた。ここに，その号名を示すと，9年以前では

大正6年8月　　軽井沢弩
　　　11月　　寝室研究号

　　　12月　食堂研究号

7勾三1月　　 台臨〒査汗究．PJ一一1

　2月　　　〃　…．一2

　9月　　 都一rflifi三宅．居・．一1

　10月　　　〃　一2
　11月　　盗難火災予防号

8年1月

　3月
　6月
　7月
　8月
　9月
　10月

　11月

　12月

であって，たとえば8年1月の「埋想住宅号」にしても，

理想住宅一号

書斎改善丹
田園都市号

山荘清風暦
水荘涼昧号
郊外住宅暦
共聞住宅号
室内装飾号
防寒設備’号

この名称は各界名＝：／：12名の1「理想

的住宅観」に関するアソケm一トの集録があるところがらつけられているに過ぎず，改良住宅の

熟成の観点から見ると，いまだ部分的・概念的であって，具体的ではない。

　次に9年以後の特輯号は下記のごとくである。

大正9年1月

　　　2月
　　　3月

　　　4月
　　　5月

　　　6月

　　　7月

　　　8月

　　　9月
　　　10月

　　　11月

　　　ユ2月

改良住宅．号

和洋折衷号
間取研究号
簡易住宅．号

庭騒と住宅号

田園住宅号
海浜住宅．号

山地別荘号
住宅居間研究号

楽しき小供室

客間研究母
装飾家具．母

大．［E10葺三1月

　　　2月
　　　3月
　　　4月
　　　5月
　　　6月
　　　7月
　　　8月
　　　9月
　　　工0月

　　　11月

　　　ユ2月

趣味住宅号
中流住宅号
台所改善号
洋風住宅丹
（未　　詳〉

住宅設計号
サンマーハウス．腎

涼味住宅号
近代住宅号
住宅美観母
交化住宅号

応接室号
　　そしてこれらの中，筆者は特に9年の各号セこ，改良住宅完結への熱意の昂まりを見出すの

であって，10年になると，ほぼ同様な論議の繰り返しが晃られるにもかかわらず，昂奮の去っ

た後の落寒きが表出されているように感じられる。

　　もとよりここに見られるすべての議論が，居問中心形の成立に直接するものではない。し

かし，これら1こは和洋折衷・住宅洋風化の気運の昂まりがよく表現されている。また，一・棟一一

戸の住宅としての完結が関心の焦点となっている。そしてその具体像については舘掲8年の競

技設計がすでに予告していたわけなのだが，次に文献上から，居間中心形成立当時の一般社会

の住宅観を簡単に拾い出しておきたいと思う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　流　往　宅

　　まず，一棟一戸の改良住宅への完結を志向する当時の住宅改良観をとり上げると，「住宅」

9年1月「改良住宅号」を挙げなくてはならぬ。それは

　　　　1．巻頭論文　　　楽しき生活と住家

　　　　2．橋口信助　　何処を改良せねぽならぬか

　　　　3．大熊喜邦　　　改良住宅は壁本位

　　　　4．佐野利器　　巾流のための規格住宅

　　　　5．三角錫子　　　主婦として台所第一（附主婦の略押）

等を含むものである（番号筆者）。このうちNo．2・3が特に中流住宅への完結の志向の明らかな

ものであるが，それらはすでに前節呼了「住宅改良と洋風化」に紹介したからここには略す。

　　2月「和洋折衷」号では三角錫子女史の「中流佐宅の閥数とll．1・］取」がその例となる。女史

は第1節，「閲取はどうするか」で，姫蒲計繭の眼liilとして，「衛生・便利・部屋の独立・1趣昧・

経済！の5点を挙げ，住宅を家族矯の居間（家長燗・主女薬用・老入用・子供B’」）容用室（玄関・

応接窯・客陶）共通用の霊胎所・湯殿・勝乎）の3部に瀦けられる。しかし，何より大切なの

は，「部聡の独立が必要」（第2蜘なので，子女を含めて各人に個室の必要を説き，その例証と

して，阿部次郎著「夢想の家」から在来卜i本住宅のプライヴァシー海膨を非難する文章を引い

ている。そして第3節r遡当の間取」で必要な室名を列誕されるのだが，ここに挙げられた地

名は在来風の名称に過ぎない。しかし，上記「部屋の独立性の必要」に晃られるように，新ら

しい生活思想、は明らかであって，中流倥宅の規模としては「小にして5・6室，中にして10窯，

大にしては15・6窺」とし，これ以⊥の大邸宅はかえって不便であることを述べている。

　　3月「聞取研究」号には，桜田節弥子・三輪LLi下道・内田魯庵・佐野利器の諦氏の中1充住

宅1論がある。

　　まず艶聞女史「中流住宅セこ必要なる室と理想の間取」で，女史は，「中流の中」として7聞

位が〕銀鱗の規模とし

1．家庭生活のFI二曹心となるべき居間

　　　　2．客簡兼用の応接室

　　　　3．主人の書斎

　　　　4．小　児　室

　　　　5．衣　裳　室

　　　　6．洗面所兼用化粧室

　　　　7．　：女中部屋

を挙げられる。

が，

主として主婦のいる部麓と食堂を兼ねた一家罰楽のための一

室，およそ8睡i位。

8帖位，和室でも葛堕を敷いて椅子・卓子主義とする。

6～8帖
6　　F【∫1聾　 ｛立

4帖半，納戸兼用

4帖半～3帖

　　　　　ここに児られるものを具体化するとは，およそ40坪位の住宅となるであろう

その生活思想は明らかに居問巾心形そのものであることに注意したい。

また三輪田氏「住み心壇よきために問取の整理」では，簡易生活の必要から住宅規模とし
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て，「1入当り畳み5枚・5入家族なら25枚」を主張される。このためには在来の客間を廃し，

玄関の問のホール化をすすめ，住宅を次の二部に分ける。まず事務的生活部であるが，これは

接客室兼用で，下履のまま通す。洋風たること明らかである。次の休息的の部は，中心に居間

をおく。「純洋風でも折衷でも良いが，私は洋風を可とする」ので，ピアノも欲しい。他に子供

室・書斎の確立が必要。全体としては，住宅をなる泣く明るくし，床を背にする上座を設ける

より，そのような格式性を廃して，「夏なら涼しい冬なら1三i当り良い暖かい」佐宅こそ，家族に

も客にも有難いもの，とされた。

　　これに対して内田氏は中流住宅の規模を「間取は1人1室の罰合か」（標題）とされる。こ

の文芸批評家は，大正8年！月にも岡誌に，「今後の理想的住居」として「コッテージ風の洋式

家屋」を主張し，注意事項16則を掲げ，住居に対する礒の関心を示したが，ここで「1人1

室」とする根拠は，当時「一ロに中流階級と称する洋服を着て通勤するナラリーマン」の大部

分は，「月給100円程度」であり，これで倥み得る住宅規模は，家賃畳1枚1円50銭として，

r20帖以上の住宅には住めぬ」からである。　それゆえ，「今Mのハウジングの問題は」住居各

室の必要不必要を論ずるのは「滑稽で，必要ある悶数だけある家に住へるようにすること」で

ある。そして必要な聞取として，玄関・座敷・茶の聞・書斎・主婦室（衣裳室・化粧窯兼用）・

児供室・女中室を挙げ，このような住宅に住むためには当時として延4・50坪家賃6・70円，

月収200円位が必要のことを説いている。

　　また佐野博士は，こ○号に「住宅の改善」，3月「簡易住宅」号に「都市の住居」を論じて

おられるが，前者は，生活改善講演会における講演の筆認で，「利便・衛生・保安」の3点を強

調され

　　「利便」から論式より立式の移行の必要に触れ

　　　　　茶の聞を居醐へ　　できるだけ大き’くして家族を集中せしめ，十分の設備を整える。

　　　　　客　間　　　　　は従で，広さは6帖～8帖で十分，病室にも謡う。

　　　　　橡　側　　　　　　は麗して窓にする。

　　　　　台　所　　　　　　は立式に。

　　「衛生l！では，：光線・空気・湿気に注意すること。

　　「保安」では，火災に対しては，軒先の防護と壁面の不燃化。地震に対しては筋交の使爾

：を勧められ，後者「都市の住居」では，都市の負三居たるもの，大邸宅は敷地を開放して土地問

題の解決に寄与せよ。また規摸の大なるより，設備充実の必要を説き，中流住宅は総2階建に

して庭をなる熱く広くし，聞取は単純に，またアパート住いの習慣をつけよ。細民街は，土地

を整理して，「共同長屋」の建築を勧められている。

　　このような博士の持論は，やがて鉄筋コンクリート2階建，田字平面の博士自邸ぐこ結実す

るのだが，このような傾向に対して，田村剛氏は，「住宅」9年6月号「住宅改善側面観」で

　　1．近来の住宅改良の実利主義のみ。
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倉三宅は家族のための「愉快なる城郭」でなくてはならぬ。

アパート住いは仮のもので，田園生活こそ望ましい。

家事労働の縮少を洋風住宅により解決し，余裕の時問を「文化生活」にまわせ。

「要は住宅改善が楽しい生活を第一義としているのならば良いが，殺風景な機械的な

工場の如き三二場を完成して行くためならば，到底改悪たるを免れぬ」。

とされている。⊥掲2者は当時の中流住宅観の対立する2方向として，興味あるものとしなく

てはな：らぬ。

　　さて，上に紹介してきたような中流住宅観は，大正9年後半，10年を通じて変らない。そ

してこれらには，完結した改良住宅への意欲が濃くしみ出しているのであるが，以下は，何れ

も似た：ようなも○だから省略することにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅洋風化と居間中心

　　上記「完結した中流／目三宅」への志晦のうちにも，「住宅洋風化」と「層間中心」へ移行する

方向性は明らかに亮られるのであるが，大正9年になると，明らかに「住宅洋風化」の旗じる

しを鮮明にした論説が多くなる。それは9年！月「改良住宅」号，2月「和洋折衷」男’以下挙

げる暇もない程である。

　　たとえば，和洋折衷号巻頭謡｝文にしても，要は洋風化にあるが「それ迄のつなぎとして和

洋折衷に非ざる和洋混交・和洋蕪塗居・和洋併合を一Ei：むこと得ない」というのであるし，「司号橋

目信助氏も，「時代に適当する和洋折衷式」の1・ドで，「云ふ迄も無く私の理想は全然洋式，少く

とも洋式を根本として多少の改善を試みようと云ふことにある」と云い切り，4月「簡易住宅」

号では，会主橋口氏「洋風とll藝易信三宅」成女高等：女学校長宮H：坤多氏「中流生活と簡易塵嚢宅」東

京女子醐業校長甫守謹吾氏「簡易生活とその理想」回すべてが，家事労働の節約から，「住宅洋

風化」を主張している如くである。

　　そして二言の洋風化に伴なって，洋家具の問題が当然姿をあらわし，隙三宅」誌上でも，家

、艮に・関する論；説が次第に多くなるのが児られる。すなわち，家具iこ関する論説を，われわれは

大正8年以前では殆んどこの雑誌に兇出さないのであるが，8年11月「室内装飾」一号以後，加

納淳男氏iこよる4園連載の「室内装飾の研究」が掲げられ，林幸平氏の「察内装飾と家具」（8

隼12月〉本四恕…氏「家具の改良」（9年4月）小野沢五郎氏「家具及び！＝｛用晶の使い方」（9年10

月丹）等があり，9隼12月は「装飾家劣こ陽」として特輯される。山中加納氏「新様式の西洋家

、興」ではセセッション家具が紹介されると岡時に勧められ，　また林氏「調和の良い日本家具」

ではやはり単純にして簡索な和風デザインが勧められている。

　　また学会10薙大会「建築と文化生活2にも木1：1雪氏「文化生活と家具」が見られるのであ

るがここでは「室内装飾の研究一3」（9年1月）から，居乱用の家具として紹介されているもの

を抜いておこう。
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居間用家具

　卓　　　子

　小　．椅　子

　肘掛－椅子

　長　椅　子

　　机
　書　　　棚

　裁縫卓子
　茶　卓　子

　脚　　　台

　ピ　ア　ノ

　楽　譜　欄

居間用窓飾

iケ

1～2ケ

1－2

1

　絹鍛子製其の他…式

　純絹交織製一式

　綿鍛子製一一一・式

　クレトーンケースメントー一式

　ポプリン製其の他

居聞胴敷物

　毛切絨甕
　．蝿捕倣蛇

　i　鍛　通

　絹　鍛　通

　　　rz

　麻　級　通
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そして大正10年の後半ともなれば，　これまで住宅洋風化を推進して来た住宅改良会主橋

口氏は，「今や洋風は知識階級のシンボルなった」とまで誇らか1，a宣言するのである。

　　それでは当時の住宅洋風化は何を根拠にされたか。しかし当時の文献資料による限り，そ

れは明らかではない。というのは，一切合切の事柄がすべて洋風化の根拠にされているからで

ある。つまり，大正国際主義を背景にし生活改良に発した大正期住宅改！曳は，その数年間にわ

たる準備期聞を終え，今や，完結した改良住宅を切実に希望しているのであって，その道は当

時としては洋風化以外にはあり得なかった：のである。そして洋風化が一回目前提であればこそ，

いかなる事柄も洋風化に結びつけ得kのである。たとえぽわれわれは，「縁側を騰して窓壁にせ

よ」という議論を多く見出すのであるが，わが国の肉然の巾で望ましいこの部分も，これが内

側に和風座敷を予想される限り，「面積的不経済」「二二」「賊風」等を理由として慶止が叫ばれ

たのである。そして一一方には，洋風ヴェランダ讃美の論説をも数多く見出すのであった。

　　ただ9年以降の住宅洋風化の根拠には，特に寝室のプライヴァシーが強く叫ばれk外，家

事労働の削減・簡易生活等の条件が新らしく加わり，加えて，「小ぢんまりした中流（洋風）住
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宅」7）という概念の生じていることも忘れ得ないであろう。

　　さて，上記のごとき住宅洋風化が平轟として落ちつく先は「居悶中心・」である。「住宅」9

年9月．号（この弩』には生1舌改善同盟会の「住宅改善方針」が紹介されている）は，「往宅居闇研

究号」として特揖される。その内容は

1．

2．

3．

4．

5．

巻頭論文

橋口信助

片閥　回

申村　　鎮

大熊腐1邦

楽しき家庭と居聞

「俗三宅改着案」を紹介す

往宅の改善と居剛

居欄の様式と広さ

居閥の装飾と設備

等が主なるものである（番号筆者〉。そしてここに述べられる思想はただ一つであり，それは「従

来客閥ばかり大切にし過ぎた：観がある。家は家庭生活の容れ物であり，家庭生活の中心は居閥

である」（No、ユ）「／謝甥を家入の一一・・一番楽しい部屋に，し度い。」（No、3）「家族本位に居問を優待し，

旧聞の装飾と設備は気1界1ある落着きを持たねばならぬ。」（NTo．　5）「その様式は和風から洋風に．し

て，巾央卓子を入れ，椅予はアームチェアt一一・ソファーを混ぜて3・4，広さは少くとも101叡ま

必要。」（No．4）というものであり，「生活改善岡盟会案に全く同じ。」（No。5）とするのであった。

　　この号の外にも「居間中心」を説くものは，先にも触れたように枚挙に暇ない。しかしつ

まるところは上掲な…歩も出てはいないのであった。われわれはここにおいて，数年にわたる

住宅改良の準備が，今や「居聞中心」を標語惹こして，改良三宅の結実へ爆発的に近づこうとし

ているのを見るのである。　ここには第34園に，すでに完全な三三中心ヌ蔭住宅様式を示す「宏

氏貸屋設計図No．10ゴ）を掲げる。

第34図　　　宏氏貸屋設晋目瓢No　10

7）たとえば大熊喜邦「小ぢんまりした中流住宅」：

8）宏氏貸屡設計図，No．10，「住宅」，10年．

「住宅ご，10年2月．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「建築と社会」競技設計

　　そしてもとより，ここに見られる居問；：i’・i心形住宅様式成LN‘Zへの気運は，「住宅」また「生活

改善同盟会」のみに見られるものではない。｝三｛本全国にわたる膨溝たる社会的な：動きであった，

10年9月，住宅改良会主橋口氏は「住宅」発刊（5年8月1をふりかえっていう。

　　　　　「6年前時勢に魁けて本誌創刊以来，今や，新聞は日毎に住の改良を論じ，控宅関係雑誌は本誌の

　　　他に3っ，大阪に1っ，まナニ住宅改良の競技設計の主宰も，本誌のみであっだが，先には神奈川県で

　　　行われ，今春には土地建物会社，今川大阪なる日本建築協会。大連なる澁洲建築協会でも募集中であ

　　　　る。そして日本建築協会は当選図案によりて実物の住宅を建築せんとし，また東京なる学会の進言に

　　　　よりて，明春上野の平和博にて実物出晶を容れることとなった。これはわが文化史上の重大事実とし

　　　　なくてはならぬ。」

　　そして筆者はここに，関西の1例として，日本建築協会主宰の競技設計を掲げよう。

　　関西建築協会は，片岡安氏が中心となって起した団体で，大正7年以来，「関縢建築協会雑

誌」を機関誌として発行しており，関西における学会ともいうべき，大きな法人だつたが，大

正8年1月，会名および誌名の「関西」を「日本」に改め，8年12月号を休刊して，9年！月

号より誌名を「建築と社会」として継続刊行した。住宅改良についても深い関心を示し，毎号，

関係論文や「女流の住宅観」等を褐げていたことは，先に触れた通りである。

　　そして当時の住宅競技として，9年2月締切のもの9），10年8月締切のもの10），また10隼

10月締切のものを見出すであろう。しかし第1は，大阪住宅経営株式会社の依嘱によるもので

あり，「改良住宅設計」としているが，内容は2戸建の連続住宅で，対象は中流下層，先の佐野

博士の規格住宅に類し，1等案もすべて畳で，古めかしいものである。「住宅社会化」の観点か

らは興床があるが，　ここに．は略す。また最後の第2闘改良住宅競技設計も，「市街地4戸建長

屋」であるから省略する。

　　残るは，「1三i本建築協会第1幽改良住宅図：案懸賞競技設計」（10焦81：・／締切）である。誌上に

募集条件が褐げられていないので，その詳細は不明であるが，岡誌会報を探すと，「住宅改造博

覧会」に実物出晶を企図した競技設計であるらしく，10年41れここの企画のための第1圏会合

が行なわれている9審査報告および園面は11月面こ詳しいが，募集規定は，「市街地に建設す

べき改良住宅（！戸建）で2階建，延坪35坪以内，経費約6，000円。　家族は主人・主婦・老人

1・子供2・女中1（計6入）。敷地は随両4間道路1こ．面し，問IU　5間以内，敷地野積50坪，他

の3面は隣地に接して居る。」というものであり，審査員は，竹腰・武田・宗・波江・村島・松

本・池田・西村・片岡・葛野の諸氏であった。

　　募集総数118通。入選案は1等・2等各1案，3等2案，4等5等各3案，計！0案であっ

た。ここには各等第／庸を掲げよう（第35～39図）。

9）建築と社会；大正9年4月号・
10）　　”　　二大正エ0隼11月号．
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第39図　　「建築と社会」大正10矩改良｛｝三宅競技設計5等1席案

　　ここに入選した各案はすべてが，居闘・・下・心形であるといって良い。そして巾廊下形との折

衷に近いものが，3等1席・4等3席・5t：亭1席・5等3席であり．また寝室の独立していない

ものは，わずかに4等3席・5等2席の二者に過ぎないところに，当時の住宅観のすすみが明

らかであろう。特に1等案では洋風そのまま下足のままの一L麗○形式がとられており，これが

敢えて1等となっている点には注欝を要する。

　　これらは，第1に平面に関する要項，第2に「住宅として品位ある外観」特に「都市の住

宅とし公衆と相楽しむの見地から……方図を払いたる注意を建物全部に与えねばならぬ」。第3

「所与の経費以内とし……殊に都市の億宅として耐火・耐震・耐久等に担当の注意を．払」うと

いう審査方針から撰ばれたものである。そしてかく洋風住宅の入選を見た理由として，審査員

が「そもそもわが国民生活の改善向上に関する輿論の大勢は畢党二重生活を如何にして脱曝せ

んとするかに在る。……生活の改善と申しても要するに旧来の習慣を打破して洋風生活に近接

せしむるに外ならぬ。……」としている点に，　生活改良瓢住宅洋風化0思想が完金に時代の大

勢を決定したのを見てとることができよう。

　　大正9年・10年は，居問中心形住宅様式成立に特詑すべき，生活改善同盟会の改善方針案

のうち出される年である。そして社会一般もまた，ここにその方向は集中されていたとするこ

とができる。

生活改善同盟会と居間申心形住宅の誕生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活改善［司盟会

　　いよいよ本章も終りに近く，筆者は生活改善同盟会およびその「住宅改善方針」　「その細

則」を紹介すべき時がきたように思う。

　　現在の筆者には，直接資料の不足から岡会の詳細を明らかにし得ないのは残念であるが，

間接的に次の事祁1を知ることができる。

　　まずその成立である演，「住宅」9年9月号橋口氏によれば，同会の成立は，前掲8年末の

文部省主催「生活改善展覧会」が契機となって，展覧会開催後，その主要メソパーを委員とし
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て紐織されたらしいm。それゆえ同論は展覧会の場合と岡様に単に住宅改良のみを含むもので

はなく，住宅三七関係は「その一分野，住宅改善調査委員会」に過ぎなかった。そして建築雑

誌大正9年6月・号時報は，生活改善岡盟会の【三1的と事業を「本邦服装及び住宅の制度様式構造

等をこ関して改善す可き必要を認め，服装及び住宅の調査会を設けて調査を進め其結果を何等か

の方法を以って竃伝することに決定したり。」と告げている。これによれば，往宅関係以外に服

装の委員会も作られたらしく，ここにはい豪だ「二重生半の脱却」がひびいているのが感じら

れる。

　　洞盟会金体の会長は公爵伊藤博邦氏，住宅改善調査委員長は佐野利器博士であって，成立

の背景にある文部省，会長の公爵，分科会委員長の菓大教授であることを思う時，会全体の性

格は，当時として極めてオソライズされたものであったと考えて良いであろう、

　　さて同盟会住宅改善調査委員会委員は下記21氏であった（（）内筆者）。

　　　　　　　　　　　井　　上　秀　　子　（教育家，lll本女子大教授）

　　　　　　工学博士　大　　熊　　喜　　邦　（大蔵省技師）

　　　　　　　　　　　大江スミ子（教育家，後に家政学院校長）

　　　　　　　　　　　笠　　原　　敏　　郎　（内務省挾師）

　　　　　　　　　　　　　子　　…　　践　（内務省官吏，鮭会事業研究家，後に・衆議院｝劃議長）

　　　　　　刑委員長　田　辺　　淳　　吉　（溝水組扱技）

　　　　　　　　　　　高橋理　一郎

　　　　　　　　　　　田　　村　　　剛　（庭園家，林学博士）

　　　　　　　　　　　棚橋源　太郎　（教育博物館長）

　　　　　　　　　　　津　　田　　　｝裟

　　　　　　　　　　　中　沢　美代子

　　幹　　事　　野

　　　　　　　乗

　　　　　　　中

　　　　　　　前

　　　　　　　福

　　　　　　　今

　　　　　　　木

回鍛長工学博士　佐

工1＞橋口信励「『住宅改善案』を紹介す」。：

　　　　　　　「さて昨冬，文部繍主催にかかる生活改善展覧会が，御茶水（湯島）なる教育博物館内開催さ

　　　　　　　れるに至って，住宅改善必要の声が一般的に普及され，やがて生活改善同盟会が起り，この

　　　　　　一分科として住宅改善調蓋委員会が組織され，本会織間なる佐野利器博士委員長となり……

　　　　　　会長は伊藤樽邦公」

口　保　丁

丁　　，YjE’、　寿　（音楽教育家，後に．東京音楽学校校炎）

部　　　正

田　　松　　韻　（東京高等工業学校教授）

F【ヨ　重　　義　（東京府技師）

　和次郎　（早大建築学科助教授）

檜　　恕　　一　（東京府立工芸木材工芸科長）

野　　利　　器　1東大建築学科教授）

　　　　　「侮三宅ゴ，9肉三9月号．
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　　　　　　　　　　桜田　節弥子　0ヨ銀監査役桜田助作氏心入）

　　　　　　　　　　三　輪　田　元道　（教育家，三輪田高女教頭）

　　この21残ゆの中に建築専門家は約半数のみであり，他は女子教育関係者政治家等でその

多彩な顔振れを見ても，住宅改善に対する当時の一般社会の関心の広さを推すことができる。

そしてこれらの中には「住宅」寄稿者も多かった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡盤会「生活改善の方針」

　　さて，上記委員よりなる住宅改善調査委員会は，9年4月19a，第1回会合を行い，上記

委員長・副委員長・幹事を決定L，下記のような調査方針を決定する。

　　1．調査は細目に入らず単に梗概セこ止むる事とし，可成数回の会合にて之を終了し其結果

　　　　は之を世問に発表して普く批評を求めたる上決定すること。

　　2．前記調査手続によりて改善要領を決定したる上は，さらに．特別委員を設けて其の詳細

　　　　な実行方案の調査を為し委員会の議に附して決定する事。

　　3．調査の結果は新聞雑誌に発表する外，特に印刷に付し，或いは其○筋に．建議する食享之

　　　　が宣伝普及実行の促進に努むること。

　　われわれはここに極めて慎重なる態度を見出だすと共にその抱負を推すことができよう。

そしてこの全員による委員会は，5月中迄に3回の会合を開き，6大項領を先ず決定するのだ

が，大項領の第1

　　　1．本邦将来の住宅は漸次椅子式に改む可し。

が，第1回会合に．おいて，「大多数を以て」直ちに決議されているのは，当時の住宅洋風化志向

の強さを何よりも明瞭に示しているといわなくてはならない。

　　そして第2回会合，5月3日には次あ4項口が決定される。

　　　2．住宅の間取り設備は在来の接客本位を家族本位に改む可し。

　　　3．住宅の構造及び設備は虚飾を避け，衛生及び災害防止等実用に重きを置く可し。

　　　4．庭園は在来の観賞本位に偏せず保健防災等の実用に重きを置く可し。

　　　5．家具は簡単堅牢を旨とし往宅の改善に．準ずべし。

　　そして最後の第6項は5月22日の第3園会合で決定される。

　　　6．大都市にありては，地域の状況に依り，共同住宅及び田園都市の設備も奨励すべし。

　　以上の大項領は，「実用」を特に強調している外はわれわれが大正期住宅改良の方向として

これまで見てきた請点に新しいものは一つも加えられていない。と同時に，われわれの見てき

た限りでは，これ程にまとめられたものもないのであった。この点にこそこの方針案の最大の

歴史的意味が掛かっているのである。そして私見によれば，第1・第2項領の1噴序は本来逆で

ユ2）　「建築条鑑誌」　9年402号9寺尋裟によるo
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あるべきものと考えられるにもかかわらず，この順序をとったところに，当時の中流往宅観ま

た「生活改善」を旗じるした住宅改良の限界を，見出ださぬわけにはゆかないのである。

　　とまれ，⊥記6大回領は，第！・2・3項は，今・大熊の海特別委員，第4項は田村特別委

員，第5項は下浜特別委員，第6項は前EH・福田il紅裏溺委…員に附託され，上記各項に専1週的な

解説を付けて，建築雑誌には9年8月号，「住宅」には同じく9月暑，「建築と社会」には同じ

く9月号に紹介されるのである。

　　その全文は約5千4・5百字に上る。　また決して新羅のあるものではない。そして上船大

項領から推測し得るものである。

　　それゆえ軽く簡単に．触れることにすると

　　第1項　「住宅は漸次椅子式に改めること」の根拠としては，まず座式の非能率，次にこ

の方式が「世界通有の生活居たること」また現在の「公共建築」も然り，を挙げ「今Filの趨勢

に鑑みて将来を予想しますと其の必ずや椅子式の広く行はれる日の来るべきことは明らかな事

実」としている。

　　第2項　「家族本位」では，在来住宅は接客本位であることを述べ，「殊に小信三宅では接客

用の特溺の霊を廃め，寝闘・寝1闘及び台所等に充分の組積を充て，出来るだけ便利で且つ衛生

的経済的な設備をするように致したい」とし，「家庭生活を大いに愉快にして，常に清薪の気を

漂わせることを主眼としなければなりません。」と述べている。

　　弟3項　　「住宅の構造・設備」では，先ず従来の往宅構造が，不必要な部分に「美材」を

用いて不経済たることを述べ，「防寒防暑の照意，愚心耐火及び盗難に対する防備，並びに保健

術生に適する構造設備欝弓「科学の応鮒」を勧めている。

　　第4項　　「庭園」では，まず「本邦庭園の通弊」たる「鑑賞本位」を排し，「果樹銃菜，花

弁等の栽培，養鶏，養蜂その他の実利的応用」に．触れ，「主婦予供等の為めに芝：生，緑陰，花圃，

菜園，砂場等の如き設備」を勧めている。特に興味あるのは，最後に．「庭園は成るべく弱放的

にすること」として「成るべく街路から透兇し得られる様にし，村落市街のi美観を増づ一ことに．

努めなけれぽなりません。．1としている点であろう。

　　第5項　「家具」についての項だが，「家具は其の使用醤的に適し体裁好く構造を堅牢にす

ること」が主眼であるとして，空間の節約のために「折畳式又は兼用式」の家翼を勧めている。

そして「特に児童用家真の改善に注意すること」としているのは大蕉住宅改良期における「子

供の位置の向上・子供室の要求」がここにもひびいているのであった。

　　第6項　「大都市では地域の政略己に依り共圃住宅（ア79・一一トメンD並びに田園都市の施設

を奨励すること」では，別に特認するものはないが，建宅改善方針にかかる項目が附け加えら

れた事実には，当時の「住宅社会化」への志摩が良く表われているとすべきで表）ろう。



136 木　村徳　国 92

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学会大正10年大会とlj」1距離㌃太郎氏の反論

　　生活改善岡附会は，翌大正10年9月，　上記方針を具体的に促進するため，住宅の細部に．

わたる詳細な改善指導書「住宅の閣取双び設備の改善」を発表する。筆者の呼ぶ「細則」がこ

れである。　しかしこの発表される以前に，学会大正10鶴大会「建築と文化生活」が4月16・

17の両日にわたって開催されているので，簡単に触れておかなくてはならぬ。

　　さて「建築と文化生活」というテーマであるが，前薙憧例によって次の年のテーマが定め

られた時は，「建築と生活改善」だったのである。この改題については，当時の会長中村達太郎

博士が「開会の辞」中に「文化主義」の重さを説いて，理由としておられる。これは，大正時

代が明治の「啓蒙思想の時代」に対比して「文化譲三義」の時代と呼ばれる，わが国近代思想史

上の位置にそのまま対応するもので，その隈りで何の不思議もない。しかし，「生漬改善」から

「文化生活」への改題のより直接的な原因は，　私見によればむしろ9年から10年の問に，生

物改善の方針が明らかに居間中心形生活，思想に結実していたことにあるのではないかと考えら

れる。

　　先に見てきた通り，この当時は，「住宅」「建築と社会」等在野の住宅改良の場でも，また

「生活改善同盟会」のごときオソライズされた場においても，「居問中心形生活学1怒」はすでに

生活改善共遜の目標として厳として確立されていた。そしてこの時において改めて「生活改善」

を叫ぶため1・’こは，居間中心形生活思楚！を越えるより新しい内容を必要としたのである。しかし

それは存在しなかった。それゆえここに，，より広いと同時にその内容を把握し難い「文化生瀦」

な：る標題が撰ばれたと推測し手昇るのである。そしてこの改題は居問中心形生i舌思想が当時すで

に一般的1こ新しい生活思想、として承認され，また暗黙のうちに「文化生活」と認められていた

ことを立証するものと考えられる。

　　しかしながら・「文化生滴ないし「文化住翻は貴時としては決して古い語ないし概念で

はない。もとより，文化と生活・文化と住宅を論ずることは，大正住宅改良期のはじめから常

にひびいている。しかし「文化生活・文化住宅」として使用されるのは，主として大正9年以

降であって，その限りで学会のテーマはこの新しい概念を一暦普及させるのに役立つkといわ

なくてはならぬ。

　　そして学会講演の内容も，把握し難い「文化生活」にふさわしく多岐に及んでいる。その

標題・演者は第2節に掲げた。　またそれらの巧妙な要約をわれわれは建築雑誌10年5月号時

報に．見出すであろう。それゆえ；洋陶は略したいと思う。しかし簡単に全体の性格1こ触れると

　　1．この講演会は，腔述のように，学会の主導というより一般社会の中に形成された「文

　　　　化生潜」を受けて，これを論評し同時に意義づけ位麗づける役割を持っていたこと。

　　2．またそれゆえ当時の論客・権威者を網羅し，当時最高の文化生活論議として遇し得る

　　　　こと。
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　　3．　しかもかかわらず，その内容は，多くは「文化」の字義より説き起す底の，極めて抽

　　　　象的・観念的なものが多く．現実と観念との問に，大きな乖離を示していること。

等であろう。

　　しかもこの中，上掲第3項の性格を特に強く示しながらも，大正期住宅改良と居聞中心形

の成立を追う筆舌にとって逸することのできないのは，豊崎静太郎底の「文化生活から『入』

の生活へ」13）および前年に発表された「建築家へ真実に矯められる『生活改善』」玲「共の文需に

ついてjm）である。これらは生活改善同盟会の「改善方針」に対する氏の激しい批判であった。

　　山崎氏は第2節にも触れたが，当時能楽堂関係建築家として令名あり，また分離派建築会

の先駆的櫨讃にある後藤慶二疑と立面（東大開治42年遅）で，いわゆる「虚偽建築論争」（大正4

年〉で大正的建築思想を明らかにした方であった。そしてここに掲げた三つの論文はいずれも

生活改善にかかわるもので，最初の「建築家へ真実に企められる生活改善」は，いわば氏の生

活改善観の覆髄である。渓はElう。

　　「世界の改造期に二国覚めた入開の生活は，生活其者の意義を明らかにしたる基礎に立つ，

　　そこに改善の声が起り，又起らねばならぬ成行を示したのである。

　然らば此の尊い自覚に因る新しい欲求に充たる改誇は，人間生活の基調を考察する⊥にあ

　　る。閲明する上にある。かくして如何に上聞がより善き生活を営むべきかの結言置こ到達す

　　る。

　今i三｛の吾々の切なる生活改善の衝動は，沢庵香の物に栄養の多寡を論ぜんとするのではな

　　い。お田畑癒の振袖に動イノ1三の鈍敏を究めんとするのでもない。さらに近く国警に就いて兇

　れば，換気をよくする，よく採光をよくする，排水をよくする，それらの事は世界改造に

　際して今改めて考えられる事ではない。戸締まりを完全に．して｝郵由にタト出したい，客問本

　位の七癖を家族本位に改めて一家の醸藁を快適にしたい，座敷を椅子式に替へて活動を敏

　捷にしたい，夫れ等も亦貢＝ヒ世界改造に際して更めて考へられる事ではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　

　そんな皮相な，単なる生活様式の改革にのみ心附いて，それを以って入間生活の改善に霞

　覚したと云はれやうか。吾々が庄ふるに圧へられない覚醒の心の訴へは，世界中を引つ掻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ほ　　　　　　　　ロ　　　　　　　り

　　き廻はしたあとに来った人聞本然の生活相の改善に向かってである。」

　　「『善きに』とは如何なる部面に対しても唱へられ得る言粟である。　吾等は如何なる部薦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　
　に向ってもそれを望む。然し，今の欝覚め際に求むる処の生活に於ては，真実の意味での

　幸禰に接近すべき『善き’に』であらねぽならぬ。それを切に求めてみるのである。切に，

　真実にそれを。

エ3＞山崎静太郎「文化生活から入の生活へ」：建築雑誌大正10紙No・416．

エ4）　　〃　　r建築家へ真実に処められる生活改善」＝建築雑誌，大正9年，No．406．

15＞　　〃　　「其の文欝について」：建築雑誌，大正9年，No．407．



138 木　村　徳　国 94

　　ここに，改善の同標は吾等の生活の幸福といふ事に在るのを見る。幸福一それは如何な

　　る生活相であらうか。分からない分からない，分からないけれども，それを求めている心

　　の訴へは真剣である，純粋である。」

以上のように極めて精神的・倫．理的な観煮から，　「生活の改善」を考えられる灰にとって，こ

の年の8月号に発表された生活改善同盟会の解説附きの大項領は，あまりにも技術的・物質

的・皮相的であった。それに対する反論がすなわち，「其の文言について」である。これには，

　「生活改善聞虚誕の住宅改善に努められ居る方々へ」という劇題を附し，「今私は建築雑誌の8

月号を手にした処です」からはじまって，大量領そのものでなしに，附けられた解説の思想に

対し，遂条的に反論を展開される。その語は余りに激しく余りに皮肉なのでここに詳細は略し

たい。しかし，一書にして云えば，生活改善岡盟の生活改善を以って，「真の生活」の改良とす

ることはできない，とされるのである。

　　　「私は，私の『真の生活』の意味に於ては，父母も妻子も愛し又信じ已ません。私は私；三1

　　身より外に私を徹底して理解する者はない，私の真の生活は私独りであります。けれども，

　　皮相或は本能，或は道義上，父母を愛し妻予を愛し又信じているのは事実であります。此

　　の愛が家庭生活を倫快ならしめてみる神聖なキイであります。それには間取の如何などは

　　金然波交渉の沙汰であります。しかもなほ，此の神聖なキイも，人命の真の生活といふも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　む　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　サ　　　　　　　の　　　　り　　　　　　　　り　　　　り　　　　　　　　の　　　る　　　　リ　　　　コ　　　　　　　　の　　　リ　　　　ロ　　　の　　　の　　　　ロ　　　　

　　のからは既に第2義に，堕ちます。人面の真の生活を第一義に徹するには，家族全体相互に
　　　　　　　　　　　ロ　　　　の　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　の　　　　り　　　の　　　　　　　　　り　　　　つ　　　る　　　　　

　　残りなき’理解があらねばなりません。もし人問生活の相を寸々意義あるものにせうとなれ

　　ば，むしろ問取などの区劃をすっかり排斥して了って，一一つの家は岡時に一つの室である

　　ものとして，その一つの室にすべての家族も来客も一一・団となって，ここで倶に話し，倶に

　　食ひ側脈るといふ原点恭を壱むの一強あるのみです。方々の隙の意義ある生活を営

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　り　　　　の　　　　ロ　　　む　　　　コ　　　　い　　　　り　　　り　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　　ロ

　　まうとするには』といふ言葉の目的に最も近い事実を現はさんがためには，此○生活の単

　　純化に向って何故嘱へられないのでしやうか。」

われわれはここに，まさに大正という時代そのものの息づきを聞くのである。

　　そして氏の考えられる莫の生活とは一ここにも一音i‘明らかなごとく，極めて「原始」的

なものとならざるを得ないのであった。10年大会における「文化生活より『入』の生活へ」は

すなわちその解説である。その中に述べられた具体的生活像については，先に第3節中「住宅

改良と生活改良」に引いて融いたからここには繰り副えさぬ。

　　以上筆者は余りに長々と山崎氏の思想をひいたかも知れない。われわれは氏の議論を，あ

まりに観念的にすぎ，それゆえ非現実的であり，それゆえ発展にあずかること少なく，それゆ

え非歴史的であると一笑セこ附すことも可能であろう。また，氏の議論にわが国近代思想史に傾

向的な「歪められた精神主義」を指塾することもた易い。そしてこのような空想的な議論が現

実の場で，ほとんど力を持たなかったことは，改めていうまでもない。

　　しかしながら，第1次世界大戦直後，という激しい社会経済的・精神的動揺期において，
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「生活の改良」を旗じるしに進められてきた大正期住宅改良は，今や，居問中心形生1舌という

一つの形セこ．嵌まることによって，自らを形成しようとしていたのである。もとよりこの一事は，

わが困往宅史上の一．．・大プi竜躍であった。　しかし「生民の改良」一一一一一一一一一常に変らぬ永遠の理想として

存する一から見れば，居間gi－丁心形生濡も一tt一・つのステップに過ぎぬ。そしてこのように考える

と，氏の方向が，現実的表現としては「裏がへし」であり，それゆえに「悲鳴」にすぎなかっ

たとしても，ひとしく大きな戦の後，価値の根底からのゆらぎの中に，ありたき人問の生活の

器を建設してゆくわれわれにとって，根本的反論を要求している点に，ひとごとならずひびき

かけてくるものがあるこ．とも，また一眼の事実としなくてはならぬ。

　　そして澱の議論は，いかにも大正時代文化主義の逆説的表現として，また「生活の幸福」

と「住宅」とを臨結しようとする思想において，わが国住宅史中ユニークな6躍1を占めるもの

なのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改善岡盟会「細9，gj」

　　そしてこの大会の後，建築雑誌には9月号に発表される生活改編岡盟会の隙三宅の瑚取及

設備の改善」は，⊥記1甥晦氏の思想とは全く逆に，極めて技術主義的な傾「白Jを示している。

　　これは先の「住宅改善の方針」に．基づき，滋雨と設備の改善について，井上・大熊・大江・

田辺・田村・木檜の委員が調査立案したものを，住宅改善調奮委員会で審議の上決定したもの

で，小冊予として一一一i般に配布したのである16、。

　　これは住宅各部にわたり詳細を極め，全体で400字詰原稿用紙60枚以一ヒに及ぶ。　当時の

住宅技術的水準を暮ミす好個の資料だが，すでに．箇条的に．飾｝i毎化されているので，引欄は全貌を

伝え得ない。ここでは，その構成を伝えるために，章節の名称のみ掲げよう。

　　　　緒　　　言ゐ　　　　　　　　　　　（回禽勺は1手づ荒・臼三t＝．｛三にある。）

　　　（1）　往宅に必要なる諸窯及び其の職能

　　　　　　　　　　　　　　　共用霊と専倒室の別を設くること。

　　　　　　　　　　　　　　　　先ず共開室を椅子式に改めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　四三は其他の閣的にも使用してi－1∫い。

　　　　　　　　　　　　　　　　児童室は必ず椅子式に．改めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　書斎の椅子式は当然である。

　　　　　　　　　　　　　　　　縁側の改良を断行せよ。

　　　（2）諸室の広さと高さ

　　　　　　　　　　　　　　　　広さを増さずとも椅子式は可可である。

　　　　　　　　　　　　　　　　建物の高さに一定の標準を与え度い。

　　　（3）押入及び戸棚の種類と深さ

16）建築雑誌　大疋10年，NQ．419（9月）時報．
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　　　　　　　　　　　　押入の寸法は室に応じて定むべきである。

　　　　　　　　　　　　（居間・食事室の押入・書斎の戸棚につき）

（4）窓出入口及び室内の隔壁

　　　　　　　　　　　　窓と出入目とを有効に設備せよ。

　　　　　　　　　　　　窓の高さを高めよ。

　　　　　　　　　　　　窓｝Lは枠細の構造と硝子障子を奨励したい。
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　　　　　　　　　　　　出入口の大きさは成る可く縮少し，且つ要心堅闘に構造せよ。

　　　　　　　　　　　　諸室の間佳切を改善せよ。

（5）　葺彙気と媛房

　　　　　　　　　　　　居室には換気孔を設けよ。

　　　　　　　　　　　　媛房を重視せよ。

（6）火災防止と避難

　　　　　　　　　　　　火災防止には適当なる構造と取扱が必要である。

　　　　　　　　　　　　避難に関する注意も併せて必要である。

（7）給水及び排水

　　　　　　　　　　　　衛生設備の改善が必要である。

　　　　　　　　　　　　敷地内の排水に注意ぜよ。

（8）共用室の位置及び設備

　　　　　　　　　　　　（住宅の方位）

　　　　　　　　　　　　共用室は互に隣接せしめねばならぬ。

　　　　　　　　　　　　共用室の家呉は椅子式にしたい。

　　　　　　　　　　　　床に畳を敷くことは廃したい。

（9）専用室の位置及び設備

　　　　　　　　　　　　専用室は寝間に重きを置き渡い。

　　　　　　　　　　　　専用室の配置は共用室に随従するが良い。

（10）玄関階段及び廊下

　　　　　　　　　　　　玄関と階段と廊下とは直続せしめるが良い。

　　　　　　　　　　　　健闘は外観よりも実用に重きを置くこと。

（11）台所浴室及び便所

　　　　　　　　　　　　（台所に費用を掛けよ）

　　　　　　　　　　　　台所・浴室及び便所は互に接近するが利益である。

　　　　　　　　　　　　台所の流しは立働式とし耐水材料に改むるがよい。

　　　　　　　　　　　　浴室の憾寝には耐水材料を用ひるがよい。

　　　　　　　　　　　　便所は水洗式を理想とす。　　　　　　以上（（）内は筆者）
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　　そしてここに明確に立言された三章・各項は，われわれがこれ迄追って来たところの，大

正期巾流住宅改良におけるすべての方向を綱羅した集大成として良いであろう。そしてここに

盛られた思想を具体化すれば，直ちに居間中心形住宅は成立するのであった。しかしここに繰

り返しておかなくてはならないのは，これが現実化から発し，そのために余儀ないものであっ

たとはいえ，前罪大項領に比較しても極めて技術的なものであったことである。

　　　　　　　　　　　　　　　東京平和博覧会住宅展示会および大阪桜ケ丘住宅展示会

　　翌大正11年3月，東京上野公園で第1次大戦後の平和記念葉京博覧会が驕かれる。　そし

てその会場建築として分離派建築会の方々も濡躍を開始されるのだが，学会の田田によつで7），

第1会場内竹野台に，　わが国はじめての実物住宅展示会が催され14棟の住宅が展示されるこ

とになった。その経緯については，4月81三［，平和博会場で醐かれた建築学会特別大会中，田

辺淳吉或「文化村の住宅について」に詳しいls）。　そしてここに注意すべき’は，この文化村が

「新聞ICも雑誌にも大変掲げられ」会場内の一一偉彩となったことで，観覧者も多く，「少なくと

も（住宅）内に這入って詰る方が14軒で旧戸数論人はあらう」と述べられており，その理由と

して氏は，1今山われわれの建物は改良を加へないでも宜しいか，在来の儂でも宜しいか，或は

大いに改良せなけれぽならないかと云ふことは，もう問題にならぬので御座います。すなわち

議論の余地はない，今や将に実際問題として建設を要する時代に進みつつある」ことを挙げて

おられる点である。

　　そしてかかる漏壷的気運にふさわしく，展示された殆んどすべては，居間中心形かそれに

近いものであった。そのすべての単薗をここに掲げよう。（第40～53【渕）

　　出晶作の詳細：こついては，建築雑誌11年3八号に｛：／：様までが掲載さ．れているので略すが，
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出酷者及び簡単な諸元は次のごとくであった。

　　　No，　　　出　贔　者　　　　 構　 造　　　 外観

　　40図　　前　 細　錦　 蔵　　木造平屋　　洋　 風

　　41図　 宏　　 達　　弥　 木造2階猿　　 〃

　　42隠1　生活改善同盟会　 木造平屡　　　〃

　　43図　上達強：三郎　　”　　　”
　　44図　　1ヨ本セメント工業KK　　ブvック造2階　　　〃

　　45　iX　　小　沢　慎　太　鄭　　木造平屋　　　〃

　　46・1・1銭　高　組　（階上。傷ク）　〃

　　47図　樋口久五郎　本造平削　 〃
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これらは，建築三階最低！50円，最高300円，14棟平均坪204か日あった。

　　このうち，第40図前田甲案は13．5坪で規．模の小さいためにいわゆる中流住宅の層からは

ずれ，また第54図の葉京材木問屋組合は，　メー｝ル制，および材質の展示を主眼とした特殊

なものであるから除くと，残りの12棟すべて一もつともそのうちには第49図のごとき奇妙

なものもあり，すべてを上乗の作品とはしがたいけれども一が20～30坪の中流規模，外観

の洋風，居間中心形の生活思想を示しているといって早い。

　　特に，生活改善岡惚会下・樋口氏案・吉永氏案・あめりか麗案・島田氏案は，全く完結し

た居問中心形住宅そのものであることは，触れる＆でもないのである。

　　そしてこの展示会から半年後，11隼9月には，大阪桜ケ丘においても，住宅改善同盟会の

主催により実物住宅展示会が行われるlf｝）。これは，東京平和博展示会の大阪版と考えて良いも

のであった。

　　この展示会に．は，竹申組2棟・聞村真策氏2棟・大林組・鴻池組・橋本組・宗兵蔵灰・大

阪住宅経営株式会社・あめりか屋各1棟・片岡二三2棟・ヤマ｝ブロック会赴2棟・日本建築

協会3棟等，10数戸が出品されたのである。もとより大部分は居間中心／彰であるから，繰り返

しを厭って特に注目すべき点のみ記す。

　　1・規模が大形になったこと。　東京の場含には30坪以下が主であったが，この展示会で

　　　　は40坪前後が…般となり，陶時に1例（上記中大阪住宅経営KK出晶）以外はすべて

　　　　2階建である。

　　2．そして大二等分の平町は，！階を洋風居間中心形とし，階⊥に寝室をとるのであるが，

　　　　大部分の例が，和風皆野をとっている（和風三蓋をとらぬものは上記中！例のみ）。

　　3，同時に，和風寝室は連続し，和風寝室で独立し．ているものは上記中3例程しかない。

　　4．そして和風の連続した寝室形式は，主座敷次ノ弓形をとる傾向を示す（明らかに三座

　　　　敷次ノ聞形を示すもの上子中4例）a

　　そして大阪桜ケ丘展示会の出晶の住宅形は，全体的に見ると，東京侮のようなナマなもの

は少なく，平面形式は良く練られていて，その限りでより高い水準を示しているのだが，岡時

に，居問中心形の君1風化がはじまっていること1・L気付かれなくてはならぬ。

19）手下に腱築と社会」大正11年を欠き，この項梶谷裕一「中廊下形平画の史的考案」東大昭和26年卒

　　業論文によっている。
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　　この理田としては，規模が大型になった点も考えられぬこともないが，岡時に，東：荻例の

急進的な洋風化が修正され，より一般向艦されたと見ることができる。つまり，10年隅盟会細

則中の「寝聞は他の漏的セこ．も侠用して良し・」が拡大され，それが，薮時の一一般的慣三宅麓琵中の伝

統的和風と結びついたと考えられるのである。

　　そして寝窺が和風化されれば，直ちに．主座敷・次ノ間形へ，プライヴァシーを全く薄めつ

つ後退していったのであって，われれわはこの点にも，住宅平薗の発展の論理における様式志

向性の根強さを想わせられるのである。ここには上｝1己中，竹中緯出晶の1例（第54図），大林組

趨［鎚（策55図）を掲げておく。
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　　しかしこの後，居問中心形住宅をよ，このような在来和風への後退を根拠にして，はじめて

わが圏一般鮭会への普及脚丁能となったので，われわれが，三三末から昭和時f三下じて児出

す多くの実例は，多く寝窺の主座敷・次ノ間形を示しているのであった。それゆえ大阪桜ケ丘

展示会は，居問中心形の完結と剛寺に普及の開始をも示すものとしなくてはならないのである。

　　そして筆者は，この関菓・関藺爾度の実物柱宅展示会における牌問1ぜ：r心形住宅の出現をも

って，わが国近代住害史へのこの住宅様式の正式の登場と規定したいと考える。それは大，IE　11

葬のことであった。
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第5節　結 び

　　　　　　　　　　　　　　　　大正時代住宅改良の終了と居間中心形住宅様式の成立

　　さて，上．褐大正1！年の2回にわたる実物住宅展示会への居問中心形住宅の出現は，　わが

国住宅史へのこの住宅様式の正式の登場と考えられるのであるが，罰時に，大滋三時代住宅改良

の終了をも告示するものであった。

　　本節では本章の締括りとして，密接に関連するこの2者について，筆者の見解を述べて見

たいと思う。

　　そして私見によれば，大正期住宅改良一一それは上に縷説して来たように，生活の改良を

経とし，住宅洋風化を緯とするものであったが一の真の昂まりは，大正9年から10隼の交

にあった，と考えたい。それは第1次大戦の直後のことであり，また奇しくも分離派建築会が

　　　　「我々は起つ。

　　　　　過去建築1郵内に眠っている総のものを譲党さんために，

　　　　　溺れ）つつある総のものを．救はんがために．」　山分〉

という有名な宣言を発した頃に外ならない。

　　8年末にいたる迄には，第3節「大正時代住宅改良の展開」に述べたように，「住宅改良」

の道を求めて模索しつつあった社会的気運はすでに準備的条件をほぼ終えていた。そして聯が

変ると共：こ，官・学界○背景のもと1，a生活改善岡盟会は結成され，その年の憂には，解説を1∫付

された6大綱領が明らかにされる。それはすでに居闘中心形住宅を文字に示したものに外なら

なかった。また住宅改良会機関誌「住宅」に．も，9年初期に於ける改良住宅の完成への意気の

昂まりはひしひしと感じられる。そして「住宅」も同盟会の6大綱領を紹介し讃同し，歩謂を

揃へて，居間中心形住宅の具体化に向うのである。　そしてその具体的な展示が，大正1！年の

機会を得たのであった。

　　われわれは，この住宅様式成立の時閥点を問われれ1・＃：，この年までを待たなくてはなるま

い。思想の成立が作品の威：立と異なるように，住宅様式の成立も員体的家屋の成立を待たなく

てはならぬからである。

　　しかしながら，大正10年には，　この住宅形の出現すべき一切の準備は果たされていた。

そして，テーマの完成の後の，気運のピークの過ぎた後に，家屋としての旧聞中心形住宅1ま出

現したのである。つまりPost　Festumの登場に外ならなかった。

　　簡単に上を例証して見よう。

　　その第1に「住宅」大正10年の動き・が挙げられるであろう。　聖節に掲げたように，この

雑誌は10年中にも前年と岡じく，　毎号「洋風住宅号」（4潮「近：代住宅号l！（9月）「住宅美観

号」（10月）「文化住宅号」（11月）等の特輯号編成で，当時なお，　新らしい改良住宅への動きを
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見せてはいた。しかしその内容に於ては

　「洋風住宅母」

　　　　橋口儒助　「コロニアル式の住宅」
　　　　田　　辺　　淳　　吉　　　　「洋風住宅のスタイル」

　　　　前fEI松韻　「現在の洋風住宅」
　　　　三　　角　　錫　　子　　　　「室内装飾の要領（≒）」

　　　　三輪田元道　 「IH式住宅を住み心地よき改善の実例」

のごとくであり，「住宅美観号」では

　　　　橋　　口　　信　　助　　　「子供の好きな洋風室」

　　　　阪　元　芳　雄　　「コv＝アル式の住宅」

　　　　獅　　田　　通　　鴫　　　「装飾美と外観美」

　　　　池　　　田　　　　稔　　　　「美しいフランスの住宅」

　　　　坂口静夫　r庭園中の美しい花壇」

のように，すでに住宅野州の根本約問題を離れているのである。われわれはここに．，「新らしく

改良住宅をまとめ上げようとする．i熱意の代りに，「すでにまとめ上げられたもの］一それこ

そ思想上に成立していた居間中心形信三宅に外ならぬが一をより美しくより優れたものに修飾

しようとする態度，を見出ださざるを得ない。ここにあるものは，9年の下場した熱意ではな

く，その余映に過ぎないのである。

　　第2の華鰯は，同じく大正10薙の大会テーマの改題である。　前述したように9駕に前も
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　コ　　　ほ　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の

って定められた時，それは「建築と生活改善」であった。しかし実施された時は「建築と文化
の　　　ゆ

生活」であった。そして筆者は，この変更のうちにも，上述のひびきを見出だすのである。若

し堅肥10年目，なお新らしく加え得るものがあれぽ，「生活改善」は変更される必要はあるま

い。つまり大正！0年には，たとえば「鰐盟会の方針に，つけ加えるべき新らしい生活改曹の方

案がなかったのではないか。そして，すでに前年明らかにされていた思想を「文化生活」と1乎

んでこれをオソライズし，同時に一・般への普及を企配したと考えて良かろう。

　　もう一一一一事，岡じく大花10年夏の岡盟会「住宅改善方針細則」に触れて認こう。

　　これは先に．も触れたように極めて技術的なものである。これは前年の「改蓉方針6大綱領
　ロ　　　の　　　ロ　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

をそのまま肯定し，そのまま具体化すための方法に過ぎぬものであることを，明らかに示して

いるのである。この一事もまた，テーマの9年の完成を明確に物語っているとしなくてはなら

ない。そしてこの時より，住宅改良は，生活思想の改良であるより，塚屋の技術的改良へと傾

斜して行ったのである。

　　このように考えると，11年大阪桜ケ丘展示会の居聞中心形i住宅が，半年前の東京の実物例

が極めて急進的な姿を示すにもかかわらず，忽ちのうちに1三｛本的後退一寝霊の和風化・主座

敷・次ノ問形化（プライヴァシーの消失）一一を行っていった理幽が理解できるのである。

　　その第1は，時がすでにPost　Festumだつたからである。
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　　第2は，扱術的改良は結局，生活思想の変革に比して御厨かったからである。たしかにこ

の日本的後退によって，一策社会には受け入れられ易くなったであろう。しかし，この後退は，

生活の改良に発した大正時代住宅改良の果し得る筈の成果を，半減することになった。そして

われわれは，第2次大戦の終った現在，その課題の前に直面しているのである。

　　ともあれ，大正末から昭和にかけて，住宅の改良は「技術的」に進められる。たとえぽ，

わが国住宅改良の直入といわれる藤井厚ご博二L：の作品にしても，大正・昭和50余棟○；」i．〈．すと

ころは，生活思想的に．は中廊下プ疹・居間巾心形を釜≧く出ては居ないのであった。

　　すなわち筆者は，大正10年をもつて，いな正しくは居聞中心形住宅の正式に登場する大

正11年をもつて，大正期（中流）住宅改良の終了としたいと考えるのである。

　　次に筆者は，上述のようにしてわが顧の中に姿を現わした上聞中心形住宅が，「わが国の」

住宅様式として遇し得る理論的根拠を一応明らかにして践きたいと思う。すなわち居間中心形

住宅様式の成立についてである。

　　中廊下形住宅の場合には，何人もこれをわが国のものとして疑はない。それはこの家／塁形

式が和風を主としているからである。しかし，居問・トτ心形住宅の場合には，座方式・外観・平

面形ともに外来の家屋形式であることは明らかである。生活改善同盟会さえ「改善方針細則」

に「理想からいえば欧米の住宅形式に適当な修正を加えることが早手廻しかも知れぬ」と述べ

ているのであった。それゆえこの観点のみ，つまり家屋形式のみから住宅の様式を論ずる者に

とっては居問中心形住宅は「わが国のものでない外E蟹様式の移入・借用」とする観方は当然で

あり，そして通例はこのように理解されている。

　　しかしながら下潮は，序論中「住宅様式の概念」に於いて，「住宅歴史の発展段階の指標と

も遇せられるべき住宅様式は，単に家屋類形によって成立するのではなく，家屋類形の存在を

支えるところの住宅観＝生活思想をも含めて斑解されるべきこと，また，さもなければ，住宅
　　　ゆ　　　リ　　　コ

歴史は空き屋の歴史となり，生活をも含んではじめてあるところの住宅の，歴史的発展は追い

得ぬであろう」という筆者の立場を明らかにして置いた。そしてかかる観点に立つ時，居間中

心形住宅は，家屡形式・痙方式は外来形式であろうとも，わが国の住宅であること，また住宅

様式としての成立の根拠が明らかにし得るのである。

　　すなわち，第2節はじめに触れたように，大王｝三時代はわが国近代思想砂中のデモクラor　一

の時代，国際主義の時代，また白樺派に代表されるような人道主義の時代であった。そして，

明治時代の封建的家父長舗的家内生活倫理思想を克服して，婦人・子供を含めて魑性，人格を

尊重する新らしい生活を樹立ナる方向は，そのまま，わが国民の止めることのできぬカをひそ

めた，生活近代化への動きの表現であり，わが国大正時代思想の住宅への反映に外ならぬもの

なのであった：。
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　　居間中心形住宅の生活思想　　特に．大正9年の当時の生活思想は，それゆえに．わが国の近

代化に密着して生じた，生ずべくして生じた，わが圏の歴史の中に於ける生活の思想である。

　　そしてこの時，このような生活の思想をそのまま含みつつ，模写し得るものとして当時存

在した欧米小佐宅に，当時の関心が注がれるのは当然であるとして良いであろう。

　　それゆえ居問中心ヲ蔭住宅様式は，外国風のマスクのもとに．姿をあらわしたといっても奥い。

しかしあくまで，マスクの下には日本の近代化の歴史と風土と伝統とがあったのである。

　　そして伝統と風土とは、近代化の底の浅さと相まって，忽ち先に見たN本的後退を行った。

そしてその交点に，現実に普及していった居間中心形の生活思想と住宅，つまり，第1節に掲

げた具体的平面／列に見られるところの居問中心形住宅様式として成立したのであった。

附言己小稿は，はしがきに述べたように，いまだ完成しない論文中の一章に過ぎないが，標題について

　　　は一応のまとまりをもっている。なお本章の梗概にあたるものとして，拙稿「澱間巾心形住宅様

　　　式の史的成立」学会論文報告集Nα57，昭和32無があることを明らかにして羅き度い。

　　　終りに，荷倒な挿図の作製，原稿の浄書，および校正をわずらわした渡辺暎子嬢に厚く謝意を表

　　　したいと思う。


